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第１章  調査の概要  

1. 調査の目的  

久留米市の子どもの貧困対策の推進にあたり、子どもやその保護者の生活実態を把

握し、適切な支援につなげていくための基礎資料を得ることを目的に実施する。 

 

2. 調査対象  

[調査対象者] 

・久留米市内の小学校 48 校に通う小学 5 年生の児童 2,849 名とその保護者 

（計 5,698 名） 

・久留米市内の中学校 21 校に通う中学 2 年生の生徒 2,492 名とその保護者 

（計 4,984 名） 

合計 10,682 名 

 

3. 調査期間  

［調査開始］平成２９年９月１４日 

［投函期限］平成２９年９月２９日 

 

4. 調査方法  

学校配布・郵送回収 

 

5. 回収結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 集計・分析上の注意  

図表中の値は原則として回答数を 100 とした場合の構成比（％）で示した。端数処

理（小数点第２位を四捨五入）のため、その合計が必ずしも 100.0％にならない場合

がある。なお、複数回答（2 つ以上の選択肢を回答）は原則として 100％を超える。 

また子どもの学年別等のクロス集計は、回答に子どもの学年等不明（無回答）があ

る場合、各項目のサンプル数の合計が全体サンプル数と合致しない場合がある。 

  

調査対象者数（人） 回収数（人） 回収率（％）

小学校5年生 2,849 1,329 46.6%

中学校2年生 2,492 933 37.4%

不明 － 10 －

合計 5,341 2,272 42.5%

小学校5年生 2,849 1,333 46.8%

中学校2年生 2,492 934 37.5%

不明 － 5 －

合計 5,341 2,272 42.5%

保護者

子ども
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7. 久留米市における生活困難世帯の定義について  

 

 

 

今回の報告書では、久留米市独自の指標として「生活困難世帯」を、3 つの要素から分

類する。 

 

 

 

 

 

 

「①低所得」は、厚生労働省も用いているように、貧困の測定に最も使用される指標の

1 つであるが、今回は所得データを補完するため、「②家計の逼迫」「③子どもの体験や所

有物の欠如」という 2 つの物質的剥奪指標も用いた。以下、それぞれの定義の詳細を示す。 

 

①低所得 

「低所得」は、世帯の可処分所得を世帯人員数の平方根で割り出した値（＝等価可処分

所得）が、厚生労働省「平成 27 年国民生活基礎調査」で算出された国の貧困線「122 万円」

を下回る世帯と定義する。なお、今回の算出に用いた世帯の可処分所得は、選択されたカ

テゴリの中央値（例えば可処分所得が「300 万円以上～400 万円未満」と回答した世帯は

350 万円を可処分所得とした）を使用している。 

 

②家計の逼迫 

「家計の逼迫」は、過去 1 年間に経済的な理由で経験したこと、具体的には、「公共料金

や家賃の滞納があった」「食費や衣類の費用を切りつめた」「医療機関の受診ができなかっ

た」「キャッシングやカードローンを利用した」など全 17 項目のうち、6 項目以上該当す

る世帯と定義する。 

 

③子どもの体験や所有物の欠如 

「子どもの体験や所有物の欠如」は、子ども自身の生活困難を表す指標として、過去 1

年間に経済的な理由で子どもに関して経験したこと、具体的には、「子どもを医療機関に受

診させることができなかった」「子どもの進路を変更した」「子どものための本が買えなか

った」「子どものための服や靴を買えなかった」「子どもへおこづかいを渡すことができな

かった、渡す額を減らした」「子どもを学校や地域のクラブ活動に参加させることができな

かった」「子どもを学習塾やスポーツなどの習い事に通わせることができなかった」など全

11 項目のうち、3 項目以上該当する世帯と定義する。  

①低所得 

②家計の逼迫 

③子どもの体験や所有物の欠如 
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本調査では、久留米市における「生活困難世帯」を、「困窮層」「周辺層」「一般層」の 3

つの層に分類した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①低所得 ③子どもの体験や所有物の欠如

世帯の可処分所得を世帯人員数の平方根で割り出した値（＝等価可処分
所得）が、厚生労働省「平成27年国民生活基礎調査」で算出された国の貧
困線「122万円」を下回る世帯

過去1年間に経済的な理由で子どもに関して経験したこと全11項目のう
ち、3項目以上該当

②家計の逼迫 1 子どもを医療機関に受診させることができなかった

2 子どもの進路を変更した

3 子どものための本が買えなかった

1 水道・電気・ガスのどれかが止められた 4 子どものための服や靴を買えなかった

2 クレジットカードが使えなくなった 5 子どもへおこづかいを渡すことができなかった、渡す額を減らした

3 国民健康保険料や国民年金の支払いができなかった 6 子どもを学校や地域のクラブ活動に参加させることができなかった

4 電話（固定・携帯）などの通信料の支払いができなかった 7 子どもを学習塾やスポーツなどの習い事に通わせることができなかった

5 家賃の支払いができなかった 8 子どもに必要とする文具や教材を買えなかった

6 住宅ローンの支払いができなかった 9 子どもに誕生プレゼントやお年玉をあげることができなかった

7 食費を切りつめた 10 子どもを旅行やレジャーに連れていくことができなかった

8 新しい衣服や靴を買うのを減らした 11 その他

9 新聞や雑誌が買えなかった

10 冠婚葬祭のつきあいを減らした

11 医療機関の受診ができなかった

12 理髪店や美容院に行けなかった

13 スマートフォンへの切替・利用を断念した

14 敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断念した

15 趣味やレジャーの出費を減らした

16 キャッシング・カードローンなどを利用した

17 その他

過去1年間に経済的な理由で経験したこと全17項目のうち、6項目以上が
該当

生活困難層 困窮層＋周辺層

困窮層 ２つ以上の要素に該当

周辺層 いずれか１つの要素に該当

一般層 いずれの要素にも該当しない
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上記の条件を用いてそれぞれの割合を算出した結果、まず「①低所得」に該当する世帯

が 14.2％、「②家計の逼迫」に該当する世帯が 7.7％、「子どもの体験や所有物の欠如」に

該当する世帯が 9.5％となった。 

また、3 つの要素のうち 2 つ以上の要素に該当する「困窮層」が 7.5％、いずれか 1 つの

要素に該当する「周辺層」が 14.6％となり、「困窮層」「周辺層」を合わせた『生活困難世

帯』は、22.1％となっている。 

なお、3 つの要素のうち、いずれの要素にも該当しない「一般層」は 77.9％であった。 

 

◆生活困難世帯の割合（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生活困難世帯の割合（詳細） 

 

 

 

 

 

全体

生活困難層 22.1%

困窮層 7.5%

周辺層 14.6%

一般層 77.9%

全体

低所得層 14.2%

家計の逼迫 7.7%

子どもの体験や所有物の欠如 9.5%

3つに該当 1.9%

1.1%

1.6%

2.9%

9.6%

1.9%

3.1%

22.1%困窮層と周辺層の計

周辺層 1つに該当

低所得のみ

14.6%家計の逼迫のみ

子どもの体験や所有物の欠如のみ

困窮層

低所得+家計の逼迫+
子どもの体験や所有物の欠如

7.5%

2つに該当

低所得+家計の逼迫

低所得+子どもの体験や所有物の欠如

家計の逼迫+子どもの体験や所有物の欠如

低所得

9.6％

子どもの体験や

所有物の欠如

3.1％

家計の逼迫

1.9％

1.9％

1.1％

2.9％

1.6％
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第２章  生活の状況  

1. 世帯状況  

 

 

問 27 世帯（世帯とは、居住と生計を同じくし、生活を営む集まりのことを言います）の

状況を教えてください。（「世帯員人数」は数字を記入。「同居している家族等」につい

ては、あなたから見た関係で、あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「子ども」が 97.4％で最も高く、次いで「配偶者（事実婚を含む）」が

83.8％と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

「配偶者（事実婚を含む）」の割合は、困窮層では 58.2％、周辺層では 72.0％、一般

層では 88.5％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

 

  83.8 

97.4 

4.5 

7.3 

8.5 

11.4 

3.3 

1.1 

58.2 

97.1 

2.9 

5.3 

2.9 

5.9 

1.2 

1.2 

72.0 

96.4 

7.8 

11.1 

12.0 

14.8 

6.6 

0.6 

88.5 

97.6 

4.0 

6.8 

8.3 

11.4 

2.9 

1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者（事実婚を含む）

子ども

あなたの父

あなたの母

配偶者の父

配偶者の母

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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問２ あなたと今一緒に住んでいる人を教えてください。（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「お母さん」が 97.2％で最も高く、次いで「お父さん」が 85.3％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「お母さん」の割合が最も高く、小学生では 97.5％、中学生

では 96.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

97.2 

85.3 

20.8 

14.5 

28.1 

26.5 

29.8 

28.3 

3.4 

0.1 

97.5 

86.6 

19.1 

14.3 

29.9 

28.3 

29.6 

28.4 

4.0 

0.1 

96.9 

83.7 

23.3 

14.8 

25.5 

24.1 

30.1 

28.2 

2.7 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

お兄さん

お姉さん

弟

妹

その他の人

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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問 28 あなたの世帯は、次のどれにあてはまりますか。（○は１つ） 

 

全体では、「ふたり親世帯」が 79.3％で最も高く、次いで「母子世帯」が 11.3％と続

く。 

 

【生活困難世帯別】 

「ふたり親世帯」の割合は、困窮層では 54.7％、周辺層では 66.3％、一般層では

84.1％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

一方、「母子世帯」の割合は、困窮層では 38.2％、周辺層では 23.8％、一般層では

6.3％と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

父子世帯の割合は、区分毎に大きな差はみられない。 

 

 

  79.3 

54.7 

66.3 

84.1 

11.3 

38.2 

23.8 

6.3 

1.4 

1.8 

1.2 

1.4 

0.5 

0.9 

0.5 

6.1 

4.1 

6.3 

6.2 

1.5 

1.2 

1.5 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ふたり親世帯 母子世帯
父子世帯 養育者世帯（父母ともおらず、祖父母等が養育している。）
それ以外の世帯 無回答
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問 30 現在の就労状況についておたずねします。（あなたと配偶者のそれぞれについて、

あてはまるもの１つに○） 

○あなた 

全体では、「勤め（非常勤・パート・アルバイト）等」が 38.7％で最も高く、次いで

「勤め（常勤・正規職員）」が 29.6％と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

「勤め（非常勤・パート・アルバイト等）」の割合は、困窮層では 47.6％、周辺層で

は 43.4％、一般層では 37.0％となり、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配偶者 

全体では、「勤め（常勤・正規職員）」が 76.5％で最も高く、次いで「自営業・家族

従業者」が 14.2％と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

「勤め（常勤・正規職員）」の割合は、困窮層では 58.9％、周辺層では 68.0％、一般

層では 78.9％となり、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

 

 

 

 

  

29.6 

26.5 

24.1 

30.9 

3.9 

4.1 

5.1 

3.6 

38.7 

47.6 

43.4 

37.0 

10.0 

7.6 

10.2 

10.2 

1.5 

2.9 

2.7 

1.1 

6.7 

5.9 

8.4 

6.4 

8.1 

3.5 

4.2 

9.3 

1.5 

1.8 

1.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

勤め（常勤・正規職員） 勤め（派遣・契約等）
勤め（非常勤・パート・アルバイト等） 自営業・家族従業者
その他の就労形態 仕事をしていない（仕事を探している）
仕事をしていない（仕事を探していない） 無回答

76.5 

58.9 

68.0 

78.9 

1.9 

7.4 

4.4 

1.2 

3.4 

6.3 

4.4 

3.0 

14.2 

15.8 

18.2 

13.5 

0.5 

2.1 

0.4 

0.5 

0.6 

4.2 

0.4 

0.4 

1.0 

1.1 

0.9 

1.1 

1.8 

4.2 

3.1 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1836)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=95)

周辺層
(N=225)

一般層
(N=1516)

勤め（常勤・正規職員） 勤め（派遣・契約等）
勤め（非常勤・パート・アルバイト等） 自営業・家族従業者
その他の就労形態 仕事をしていない（仕事を探している）
仕事をしていない（仕事を探していない） 無回答
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世帯類型別の集計を行うにあたり、『あなた』『配偶者』における回答結果を合算し

た。 

その結果全体では、「勤め（常勤・正規職員）」が 50.6％で最も高く、次いで「勤め

（非常勤・パート・アルバイト等）」が 22.9％、「自営業・家族従業者」が 11.9％と続

く。 

 

【世帯類型別】 

母子世帯でも「勤め（常勤・正規職員）」が 43.8％と最も高いものの、その割合は半

数未満にとどまっている。 

また、母子世帯の特徴として「勤め（非常勤・パート・アルバイト等）」が 34.4％と

比較的高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.6 

52.4 

43.8 

61.3 

26.1 

3.0 

2.7 

6.6 

3.2 

6.5 

22.9 

21.9 

34.4 

18.2 

37.7 

11.9 

12.4 

4.3 

29.0 

18.2 

9.4 

1.0 

0.9 

2.0 

9.1 

2.2 

4.0 

3.9 

4.7 

27.3 

5.1 

5.0 

4.9 

3.5 

9.1 

11.6 

1.6 

0.9 

0.8 

6.5 

18.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=4108)

＜世帯類型＞

ふたり親世帯
(N=3602)

母子世帯
(N=256)

父子世帯
(N=31)

養育者世帯（父母ともおらず、祖父母等が養育している。）
(N=11)

それ以外の世帯
(N=138)

勤め（常勤・正規職員） 勤め（派遣・契約等）
勤め（非常勤・パート・アルバイト等） 自営業・家族従業者
その他の就労形態 仕事をしていない（仕事を探している）
仕事をしていない（仕事を探していない） 無回答
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問 30 で「1～5（＝仕事をしている）」と答えた方におたずねします。 

問 30－１ ふだんの帰宅時間で、最も多い時間帯を選んでください。（あなたと配偶者の

それぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

※自宅が仕事場の方は仕事が終わる時間を回答してください。 

※ひとり親の方は「あなた」の項目のみ回答してください。 

○あなた 

全体では、「１８時まで」が 57.8％で最も高く、次いで「１８～２０時」が 24.8％と

続く。 

 

【生活困難世帯別】 

「１８時まで」の割合についてみると、困窮層（51.7％）では周辺層（58.8％）、一

般層（58.2％）と比較して低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配偶者 

全体では「１８～２０時」が 28.5％で最も高く、次いで「２０～２２時」が

20.2％、「帰宅時間は決まっていない」が 13.1％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

「２２時以降」の割合は、周辺層の 8.8％、一般層の 9.0％に対し、困窮層では

16.3％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

57.8 

51.7 

58.8 

58.2 

24.8 

26.5 

21.5 

25.2 

4.2 

3.3 

3.9 

4.4 

1.3 

3.3 

2.1 

0.9 

8.4 

9.9 

9.9 

7.9 

3.6 

5.3 

3.9 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1901)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=151)

周辺層
(N=284)

一般層
(N=1466)

１８時まで １８～２０時 ２０～２２時 ２２時以降 帰宅時間は決まっていない 無回答

11.6 

14.0 

17.2 

10.7 

28.5 

26.7 

26.5 

28.9 

20.2 

11.6 

18.1 

21.0 

9.4 

16.3 

8.8 

9.0 

13.1 

19.8 

13.0 

12.7 

17.2 

11.6 

16.3 

17.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1773)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=86)

周辺層
(N=215)

一般層
(N=1472)

１８時まで １８～２０時 ２０～２２時 ２２時以降 帰宅時間は決まっていない 無回答
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世帯類型別の集計を行うにあたり、『あなた』『配偶者』における回答結果を合算し

た。 

その結果全体では、「１８時まで」が 35.5％で最も高く、次いで「１８～２０時」が

26.6％と続く。 

 

【世帯類型別】  

母子世帯の割合に着目すると、「１８時まで」が 45.5％で最も高く、次いで「１８～

２０時まで」が 32.6％と続く。 

 

 

 

 

 

 

  

35.5 

34.2 

45.5 

20.7 

60.0 

56.6 

26.6 

26.2 

32.6 

44.8 

20.0 

22.1 

11.9 

12.6 

3.9 

17.2 

20.0 

6.2 

5.2 

5.5 

3.0 

3.4 

0.9 

10.6 

10.5 

12.9 

13.8 

8.0 

10.2 

11.0 

2.1 

0.0 

0.0 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=3674)

＜世帯類型＞

ふたり親世帯
(N=3253)

母子世帯
(N=233)

父子世帯
(N=29)

養育者世帯（父母ともおらず、祖父母等が養育している。）
(N=5)

それ以外の世帯
(N=113)

１８時まで １８～２０時 ２０～２２時 ２２時以降まで 帰宅時間は決まっていない 無回答
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問 30 で「1～5」と答えた方におたずねします。 

問 30－２ 仕事が休みの日について、平均的な日数を教えてください。（あなたと配偶者

のそれぞれについて、あてはまるもの１つに○） 

※ひとり親の方は「あなた」の項目のみ回答してください。 

○あなた 

全体では、「週２日程度」が 53.7％で最も高く、次いで「週３～４日程度」が 18.0％

と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

「週１日程度」の割合は、困窮層では 23.8％、周辺層では 15.5％、一般層では

12.6％となり、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配偶者 

全体では、「週２日程度」が 40.2％で最も高く、次いで「週１日程度」が 28.3％と続

く。 

 

【生活困難世帯別】 

「週１日程度」の割合は、困窮層では 39.5％、周辺層では 28.4％、一般層では

27.6％となり、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

4.9 

3.3 

4.9 

5.0 

18.0 

9.3 

15.8 

19.3 

53.7 

51.0 

50.4 

54.6 

13.9 

23.8 

15.5 

12.6 

1.6 

3.3 

3.5 

1.1 

0.6 

0.7 

0.4 

0.6 

5.0 

4.6 

7.7 

4.6 

2.3 

4.0 

1.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1901)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=151)

周辺層
(N=284)

一般層
(N=1466)

週５～６日程度 週３～４日程度 週２日程度 週１日程度

月１～３日程度 休みはない 決まっていない 無回答

2.8 

2.3 

4.2 

2.6 

1.7 

3.5 

2.3 

1.5 

40.2 

25.6 

34.4 

41.8 

28.3 

39.5 

28.4 

27.6 

3.0 

3.5 

4.7 

2.8 

2.4 

5.8 

4.2 

1.9 

5.1 

9.3 

7.0 

4.6 

16.6 

10.5 

14.9 

17.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1773)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=86)

周辺層
(N=215)

一般層
(N=1472)

週５～６日程度 週３～４日程度 週２日程度 週１日程度

月１～３日程度 休みはない 決まっていない 無回答
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世帯類型別の集計を行うにあたり、『あなた』『配偶者』における回答結果を合算し

た。 

その結果全体では、「週２日程度」が 47.1％で最も高く、次いで「週１日程度」が

20.8％と続く。 

 

【世帯類型別】  

「週２日程度」の割合は、母子世帯では 58.8％、それ以外の世帯では 58.4％と他の

世帯類型と比較して高くなっている。また父子世帯では、「週１日程度」が 31.0％とな

り、他の世帯類型と比較して高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

3.9 

3.6 

6.0 

6.9 

20.0 

6.2 

10.1 

10.5 

3.4 

20.0 

15.9 

47.1 

46.1 

58.8 

41.4 

20.0 

58.4 

20.8 

21.1 

21.9 

31.0 

20.0 

8.0 

2.3 

2.3 

3.0 

6.9 

0.9 

1.4 

1.5 

0.4 

0.9 

5.1 

4.7 

6.0 

13.8 

20.0 

6.2 

9.2 

10.1 

0.4 

0.0 

0.0 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=3674)

＜世帯類型＞

ふたり親世帯
(N=3253)

母子世帯
(N=233)

父子世帯
(N=29)

養育者世帯（父母ともおらず、祖父母等が養育している。）
(N=5)

それ以外の世帯
(N=113)

週５～６日程度 週３～４日程度 週２日程度 週１日程度

月１～３日程度 休みはない 決まっていない 無回答
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問 30 で「6.仕事をしていない（仕事を探している）」「7.仕事をしていない（仕事を探して

いない）」と答えた方におたずねします。 

問 30－３ 今後の就労について、就労を考えている場合と考えていない場合のあなたと配

偶者のお考えをお聞かせください。（あなたと配偶者のそれぞれについて、あてはまる

もの１つに○） 

「就労を考えている場合」 

○あなた 

全体では、「仕事を探している」が 82.9％で最も高い。 

 

【生活困難世帯別】 

すべての階層において、「仕事を探している」の割合が最も高く、困窮層では

80.0％、周辺層では 89.3％、一般層では 81.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配偶者 

全体では、「仕事を探している」が 90.9％で最も高い。 

 

【生活困難世帯別】 

生活困難世帯別の集計はサンプル数が少ないため、以下に図表を掲載するにとどめ

る。 

 

 

 

 

 

  

82.9 

80.0 

89.3 

81.6 

3.9 

5.3 

3.3 

10.0 

3.5 

9.9 

10.0 

10.7 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=152)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=10)

周辺層
(N=28)

一般層
(N=114)

仕事を探している 仕事を探していない その他 無回答

90.9 

100.0 

100.0 

83.3 

9.1 

0.0 

0.0 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=11)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=4)

周辺層
(N=1)

一般層
(N=6)

仕事を探している 仕事を探していない その他 無回答
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世帯類型別の集計を行うにあたり、『あなた』『配偶者』における回答結果を合算し

た。 

その結果全体では、「仕事を探している」が 83.4％で最も高い。 

 

【世帯類型別】 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、ふたり親世帯では、

「仕事を探している」が 83.5％で最も高く、「仕事を探していない」と回答したサンプ

ルは 4.3％となっている。 

 

 

 

  

83.4 

83.5 

91.7 

33.3 

85.7 

3.7 

4.3 

3.1 

3.6 

9.8 

8.6 

8.3 

66.7 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=163)

＜世帯類型＞

ふたり親世帯
(N=139)

母子世帯
(N=12)

養育者世帯（父母ともおらず、祖父母等が養育している。）
(N=3)

それ以外の世帯
(N=7)

仕事を探している 仕事を探していない その他 無回答
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問 30 で「6.仕事をしていない（仕事を探している）」「7.仕事をしていない（仕事を探して

いない）」と答えた方におたずねします。 

問 30－３ 今後の就労について、就労を考えている場合と考えていない場合のあなたと配

偶者のお考えをお聞かせください。（あなたと配偶者のそれぞれについて、あてはまる

もの１つに○） 

「就労を考えていない場合」 

○あなた 

全体では、「子育てを優先させたい」が 31.4％で最も高く、次いで「配偶者の収入が

ある」が 28.6％と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

一般層では「配偶者の収入がある」「子育てを優先させたい」がそれぞれ 32.1％で最

も高くなっている。 

困窮層、周辺層はサンプル数が少ないため、以下に図表を掲載するにとどめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配偶者 

全体では、「子育てを優先させたい」が 26.3％で最も高く、次いで「自身の疾病等で

就労できない」が 21.1％と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

生活困難世帯別の集計はサンプル数が少ないため、以下に図表を掲載するにとどめ

る。 

 

 

 

 

  

15.8 

18.8 

26.3 

31.3 

10.5 

50.0 

6.3 

21.1 

100.0 

50.0 

12.5 

26.3 

0.0 

0.0 

31.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=19)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=1)

周辺層
(N=2)

一般層
(N=16)

配偶者の収入がある 子育てを優先させたい 育児・介護等で就労できない

自身の疾病等で就労できない その他 無回答

28.6 

32.1 

31.4 

33.3 

21.4 

32.1 

10.8 

16.7 

14.3 

10.3 

9.7 

50.0 

28.6 

6.7 

7.0 

7.1 

7.3 

12.4 

0.0 

28.6 

11.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=185)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=6)

周辺層
(N=14)

一般層
(N=165)

配偶者の収入がある 子育てを優先させたい 育児・介護等で就労できない

自身の疾病等で就労できない その他 無回答
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世帯類型別の集計を行うにあたり、『あなた』『配偶者』における回答結果を合算し

た。 

その結果全体では、「子育てを優先させたい」が 30.9％で最も高く、次いで「配偶者

の収入がある」が 27.5％と続く。 

 

【世帯類型別】  

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、ふたり親世帯では、

「子育てを優先させたい」が 33.3％で最も高く、次いで「配偶者の収入がある」が

29.4％と続く。 

 

 

 

 

 

  

27.5 

29.4 

25.0 

30.9 

33.3 

25.0 

10.8 

11.3 

11.1 

100.0 

10.8 

7.3 

77.8 

6.3 

6.4 

4.0 

11.1 

31.3 

13.7 

14.7 

0.0 

0.0 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=204)

＜世帯類型＞

ふたり親世帯
(N=177)

母子世帯
(N=9)

養育者世帯（父母ともおらず、祖父母等が養育している。）
(N=1)

それ以外の世帯
(N=16)

配偶者の収入がある 子育てを優先させたい 育児・介護等で就労できない

自身の疾病等で就労できない その他 無回答
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問 29 すべてのお子さんの「年齢」、「就学状況」を教えてください。就学状況は、在学中

の場合は「○」を、卒業は「◎」を、中退は「△」を、いずれかひとつ番号の部分に

ご記入ください（年齢は平成３０年３月３１日現在で記入してください）。 

 

【在学中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【卒業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中退】 

  

0.1 

4.8 

22.9 

45.5 

51.1 

70.0 

20.5 

22.4 

17.2 

27.7 

31.4 

40.0 

36.2 

26.8 

2.1 

10.0 

40.0 

25.8 

15.9 

7.6 

14.9 

10.0 

20.1 

6.1 

1.8 

1.5 

2.1 

0.2 

0.1 

4.4 

1.2 

1.8 

0.3 

0.2 

1.0 

1.8 

1.2 

0.6 

0.5 

2.1 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人目
(N=2120)

２人目
(N=1901)

３人目
(N=887)

４人目
(N=198)

５人目
(N=47)

６人目
(N=10)

小学校就学前 小学１年～３年 小学４年～６年 中学校
高等学校 短期大学 大学 大学院
専修学校・各種学校 その他 無回答

2.1 

7.1 

33.3 

3.8 

12.5 

21.4 

15.1 

12.5 

14.3 

33.3 

100.0 

100.0 

49.1 

43.8 

35.7 

33.3 

4.7 

6.3 

17.0 

14.6 

21.4 

1.9 

8.5 

6.3 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人目
(N=106)

２人目
(N=48)

３人目
(N=14)

４人目
(N=3)

５人目
(N=1)

６人目
(N=1)

小学校就学前 小学１年～３年 小学４年～６年 中学校
高等学校 短期大学 大学 大学院
専修学校・各種学校 その他 無回答

7.1 

14.3 

50.0 

71.4 

50.0 

100.0 

7.1 28.6 

14.3 

7.1 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人目
(N=14)

２人目
(N=7)

３人目
(N=2)

５人目
(N=1)

小学校就学前 小学１年～３年 小学４年～６年 中学校
高等学校 短期大学 大学 大学院
専修学校・各種学校 その他 無回答
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問 32 あなたは、どちらの小学校区にお住まいですか。（○は１つ） 

 

全体では、「中央南部」が 17.1％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校区の詳細】 

 

 

 

  

山川 山本 草野 善導寺 大橋 船越 水分 柴刈 川会 竹野 水縄 田主丸

小森野 合川 宮ノ陣 北野 弓削 大城 金島 西国分 東国分 御井

上津 高良内 青峰 荘島 日吉 篠山 京町 南薫 長門石 鳥飼 金丸 南 津福

荒木 大善寺 安武 城島 下田 青木・浮島 江上 犬塚 三潴 西牟田

東部A 東部B

西部B南西部 西部A

北部A 北部B 中央東部

南東部 中央部 中央南部

7.0 

5.1 

9.3 

5.4 

13.8 

8.1 

12.5 

17.1 

9.9 

3.7 

6.1 

2.0 

6.5 

5.1 

9.8 

5.3 

13.5 

7.1 

13.6 

17.6 

9.3 

3.8 

6.6 

1.6 

7.8 

4.9 

8.7 

5.5 

14.4 

9.4 

10.5 

16.4 

11.0 

3.4 

5.5 

2.5 

0.0 20.0

東部Ａ

東部Ｂ

北部Ａ

北部Ｂ

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

西部Ａ

西部Ｂ

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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問 33 あなたの住居についてお答えください。（○は１つ） 

 

全体では、「持家（戸建て・マンションなど）」が 71.5％で最も高く、次いで「民間

の賃貸住宅」が 21.1％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

「持家（戸建て・マンションなど）」の割合は、困窮層では 32.9％、周辺層では

65.7％、一般層では 76.3％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

また困窮層では、周辺層、一般層と比較して、「民間の賃貸住宅」（45.3％）、「市営・

県営住宅」（18.2％）の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 31 同じ世帯の人に介護または介助の必要な方がいますか。（○は１つ） 

 

全体では、「いる」は 5.6％、「いない」が 91.5％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「いない」の割合が高く、小学生は 92.7％、中学生では

90.0％となっている。 

 

  

71.5 

32.9 

65.7 

76.3 

21.1 

45.3 

22.0 

18.6 

2.9 

18.2 

5.1 

1.1 

0.3 

0.6 

0.3 

0.2 

1.6 

0.6 

2.0 

0.4 

1.8 

0.2 

1.3 

2.4 

2.7 

0.9 

0.9 

0.6 

1.8 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

持家（戸建て・マンションなど） 民間の賃貸住宅 市営・県営住宅
公社・公団 社宅・官舎 間借
その他 無回答

5.6 

4.4 

6.9 

91.5 

92.7 

90.0 

2.9 

2.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

いる いない 無回答
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2. 経済的な状況  
 

 

問 19 前年（平成２８年１月～１２月）のあなたの世帯の手取り収入（いわゆる可処分所

得）の合計額は、およそいくらでしたか。世帯の収入から、税金や社会保険料の額を

差し引いた後の額をお答えください。（○は１つ） 
 

全体では、「４００万円以上～５００万円未満」が 16.6％で最も高く、次いで「３０

０万円以上～４００万円未満」が 14.7％、「５００万円以上～６００万円未満」が

12.4％と続く。 
 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「４００万円以上～５００万円未満」の割合が最も高く、小学

生では 17.5％、中学生では 15.2％となっている。 

  

0.5 

2.4 

4.0 

4.4 

9.8 

14.7 

16.6 

12.4 

8.7 

4.8 

2.6 

2.3 

4.0 

7.5 

5.4 

0.6 

2.1 

3.9 

4.2 

9.4 

15.1 

17.5 

13.2 

8.6 

4.1 

2.4 

1.9 

4.6 

6.8 

5.5 

0.3 

2.6 

4.1 

4.8 

10.4 

14.1 

15.2 

11.3 

8.9 

5.8 

2.8 

3.0 

3.2 

8.4 

5.1 

0.0 20.0 40.0

収入はない

１００万円未満

１００万円以上～１５０万円未満

１５０万円以上～２００万円未満

２００万円以上～３００万円未満

３００万円以上～４００万円未満

４００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～６００万円未満

６００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～８００万円未満

８００万円以上～９００万円未満

９００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】 

困窮層では「１００万円以上～１５０万円未満」が 22.4％で最も高く、周辺層では

「２００万円以上～３００万円未満」が 26.8％で最も高い。 

 

 

 

 

  

0.5 

2.4 

4.0 

4.4 

9.8 

14.7 

16.6 

12.4 

8.7 

4.8 

2.6 

2.3 

4.0 

7.5 

5.4 

1.2 

8.8 

22.4 

17.6 

21.8 

12.9 

7.1 

2.4 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

2.4 

0.0 

11.4 

15.4 

17.2 

26.8 

11.4 

4.8 

5.1 

1.5 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

3.9 

2.1 

0.5 

0.1 

0.2 

0.8 

5.5 

15.4 

19.7 

14.7 

10.8 

6.0 

3.3 

3.0 

5.1 

8.6 

6.3 

0.0 20.0 40.0

収入はない

１００万円未満

１００万円以上～１５０万円未満

１５０万円以上～２００万円未満

２００万円以上～３００万円未満

３００万円以上～４００万円未満

４００万円以上～５００万円未満

５００万円以上～６００万円未満

６００万円以上～７００万円未満

７００万円以上～８００万円未満

８００万円以上～９００万円未満

９００万円以上～１，０００万円未満

１，０００万円以上

わからない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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【就労状況別】 

世帯の手取り収入について、回答者と配偶者それぞれの就労状況別に集計した。 

手取り収入４００万円以上でまとめると、全体結果では 51.4％となっているのに対

し、回答者が「自営業・家族従業者」の世帯では 42.5％、配偶者が「勤め（派遣・契

約等）」の世帯では 20.1％、配偶者が「自営業・家族従業者」の世帯では 37.9％にとど

まっている。 

 

 

 

  

0.5 

0.1 

1.1 

0.1 

1.3 

2.0 

1.1 

0.2 

1.6 

0.8 

2.4 

0.3 

2.3 

3.8 

2.6 

3.0 

3.3 

1.6 

1.2 

8.6 

2.3 

10.0 

9.1 

4.0 

2.5 

5.7 

6.1 

2.2 

9.1 

3.3 

0.5 

1.6 

5.7 

3.4 

4.4 

5.4 

9.1 

4.1 

5.7 

3.3 

1.6 

1.3 

8.6 

4.8 

5.4 

10.0 

9.1 

5.3 

9.8 

10.9 

17.0 

9.1 

11.0 

9.1 

7.2 

5.4 

6.3 

25.7 

12.9 

10.3 

10.0 

18.2 

10.5 

14.7 

15.5 

13.6 

15.1 

15.8 

6.1 

13.8 

10.3 

14.0 

25.7 

21.0 

19.2 

30.0 

9.1 

10.5 

16.6 

15.3 

17.0 

18.2 

12.3 

21.2 

17.8 

18.9 

19.3 

14.3 

12.9 

12.3 

9.1 

31.6 

12.4 

11.2 

14.8 

13.4 

9.6 

12.1 

15.1 

13.0 

16.1 

14.5 

6.9 

18.2 

10.5 

8.7 

11.0 

8.0 

8.0 

3.9 

6.1 

10.5 

10.3 

11.9 

2.9 

9.7 

3.8 

9.1 

5.3 

4.8 

6.4 

3.4 

4.5 

3.5 

4.6 

3.8 

6.0 

3.2 

3.4 

10.5 

2.6 

5.5 

1.1 

1.0 

1.8 

3.0 

2.6 

1.1 

3.2 

3.2 

2.7 

9.1 

2.3 

2.8 

1.7 

2.6 

3.0 

2.0 

4.9 

2.6 

3.2 

1.9 

30.0 

4.0 

3.1 

1.1 

2.2 

8.8 

9.1 

2.0 

12.4 

4.5 

2.9 

6.9 

10.5 

7.5 

6.4 

3.4 

7.4 

12.3 

15.2 

4.6 

9.7 

6.2 

11.3 

14.6 

10.0 

9.1 

5.3 

5.4 

3.6 

2.3 

5.3 

6.6 

3.0 

7.9 

5.4 

5.6 

5.7 

1.6 

6.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜就労状況（回答者）＞

勤め（常勤・正規職員）
(N=672)

勤め（派遣・契約等）
(N=88)

勤め（非常勤・パート・アルバイト等）
(N=880)

自営業・家族従業者
(N=228)

その他の就労形態
(N=33)

仕事をしていない（仕事を探している）
(N=152)

仕事をしていない（仕事を探していない）
(N=185)

＜就労状況（配偶者）＞

勤め（常勤・正規職員）
(N=1405)

勤め（派遣・契約等）
(N=35)

勤め（非常勤・パート・アルバイト等）
(N=62)

自営業・家族従業者
(N=261)

その他の就労形態
(N=10)

仕事をしていない（仕事を探している）
(N=11)

仕事をしていない（仕事を探していない）
(N=19)

収入はない １００万円未満 １００万円以上～１５０万円未満
１５０万円以上～２００万円未満 ２００万円以上～３００万円未満 ３００万円以上～４００万円未満
４００万円以上～５００万円未満 ５００万円以上～６００万円未満 ６００万円以上～７００万円未満
７００万円以上～８００万円未満 ８００万円以上～９００万円未満 ９００万円以上～１，０００万円未満
１，０００万円以上 わからない 無回答
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問 20 現在、どのような収入等がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「配偶者の就労収入」が 78.4％で最も高く、次いで「児童手当」が

76.9％、「あなたの就労収入」が 76.8％と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

「配偶者の就労収入」の割合は、困窮層では 48.8％、周辺層では 63.6％、一般層で

は 84.0％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「児童扶養手当」（35.9％）、「就学援助費」

（48.2％）、「金融機関からの借り入れ」（12.4％）の割合が高い。 

 

  76.8 

78.4 

5.0 

2.7 

76.9 

13.2 

16.3 

1.1 

0.2 

2.0 

1.0 

2.7 

3.0 

1.8 

0.2 

10.3 

0.5 

1.1 

0.9 

81.8 

48.8 

3.5 

7.6 

88.2 

35.9 

48.2 

5.3 

1.8 

1.8 

0.6 

0.0 

12.4 

5.9 

1.2 

17.1 

1.2 

1.2 

1.2 

78.6 

63.6 

5.1 

5.4 

84.6 

24.4 

33.1 

2.7 

0.3 

2.4 

1.5 

0.6 

4.2 

3.6 

0.3 

17.8 

0.9 

1.2 

0.3 

76.0 

84.0 

5.1 

1.8 

74.4 

8.9 

10.1 

0.4 

0.0 

2.0 

1.0 

3.3 

1.9 

1.0 

0.1 

8.3 

0.4 

1.1 

1.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

あなたの就労収入

配偶者の就労収入

あなたや配偶者以外の世帯員の就労収入

元夫・元妻からの養育費

児童手当

児童扶養手当

就学援助費

生活保護費

公的な福祉資金の貸付金

公的年金

遺族年金、保険金など

財産収入（家賃や株式の配当金等）

金融機関からの借り入れ

実家や親族からの仕送り

友人・知人からの支援

貯蓄の切り崩し

失業保険

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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【生活困難世帯別（ひとり親世帯）】 

ひとり親世帯の全体では、「児童手当」が 86.8％で最も高く、次いで「あなたの就労

収入」が 85.7％と続く。 

ひとり親世帯を生活困難世帯別に集計したところ、困窮層では、周辺層、一般層と比

較して「児童扶養手当」（83.8％）、「就学援助費」（72.1％）、「金融機関からの借り入

れ」（8.8％）の割合が高い。また「生活保護費」はひとり親世帯の困窮層で 11.8％、

周辺層で 9.6％、一般層で 2.9％と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

  

85.7 

3.8 

4.2 

18.1 

86.8 

64.8 

52.6 

7.0 

0.7 

3.1 

7.0 

0.7 

4.2 

2.8 

0.7 

15.0 

0.3 

0.7 

0.7 

80.9 

1.5 

0.0 

19.1 

92.6 

83.8 

72.1 

11.8 

2.9 

2.9 

1.5 

0.0 

8.8 

5.9 

0.0 

16.2 

1.5 

1.5 

0.0 

85.5 

1.2 

7.2 

19.3 

94.0 

72.3 

55.4 

9.6 

0.0 

4.8 

6.0 

1.2 

2.4 

2.4 

1.2 

14.5 

0.0 

1.2 

0.0 

88.2 

6.6 

4.4 

16.9 

79.4 

50.7 

41.2 

2.9 

0.0 

2.2 

10.3 

0.7 

2.9 

1.5 

0.7 

14.7 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

あなたの就労収入

配偶者の就労収入

あなたや配偶者以外の世帯員の就労収入

元夫・元妻からの養育費

児童手当

児童扶養手当

就学援助費

生活保護費

公的な福祉資金の貸付金

公的年金

遺族年金、保険金など

財産収入（家賃や株式の配当金等）

金融機関からの借り入れ

実家や親族からの仕送り

友人・知人からの支援

貯蓄の切り崩し

失業保険

その他

無回答

（％）

全体

(N=287)

困窮層

(N=68)

周辺層

(N=83)

一般層

(N=136)
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【生活困難世帯別（ふたり親世帯）】 

ふたり親世帯の全体では、「配偶者の就労収入」が 90.6％で最も高く、次いで「児童

手当」が 76.3％、「あなたの就労収入」が 76.1％と続く。 

ふたり親世帯の困窮層では、周辺層、一般層と比較して「児童扶養手当」（88.2％）、

「就学援助費」（33.3％）、「金融機関からの借り入れ」（14.0％）の割合が高い。一方、

「配偶者の就労収入」は困窮度が高まるにつれ低くなっており、ふたり親世帯の困窮層

で 80.6％、周辺層で 85.9％、一般層で 91.9％となっている。 

 

 

  

76.1 

90.6 

4.6 

0.5 

76.3 

5.6 

11.0 

0.2 

0.1 

1.3 

0.1 

3.1 

2.9 

1.6 

0.1 

9.9 

0.6 

1.0 

0.6 

81.7 

80.6 

6.5 

0.0 

88.2 

4.3 

33.3 

1.1 

1.1 

1.1 

0.0 

0.0 

14.0 

3.2 

2.2 

19.4 

1.1 

1.1 

1.1 

74.1 

85.9 

4.1 

0.9 

82.3 

7.3 

25.9 

0.5 

0.5 

0.9 

0.0 

0.5 

5.0 

4.5 

0.0 

20.5 

0.9 

0.5 

0.5 

76.1 

91.9 

4.6 

0.5 

74.7 

5.4 

7.5 

0.1 

0.0 

1.3 

0.1 

3.6 

1.9 

1.0 

0.0 

7.7 

0.5 

1.1 

0.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

あなたの就労収入

配偶者の就労収入

あなたや配偶者以外の世帯員の就労収入

元夫・元妻からの養育費

児童手当

児童扶養手当

就学援助費

生活保護費

公的な福祉資金の貸付金

公的年金

遺族年金、保険金など

財産収入（家賃や株式の配当金等）

金融機関からの借り入れ

実家や親族からの仕送り

友人・知人からの支援

貯蓄の切り崩し

失業保険

その他

無回答

（％）

全体

(N=1801)

困窮層

(N=93)

周辺層

(N=220)

一般層

(N=1488)
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問 21 家計において負担を感じる経費は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

全体では、「住居費（家賃、住宅ローン等）」が 46.7％で最も高く、次いで「食費」

が 41.7％、「税金」が 41.5％と続く。 
 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「住居費（家賃、住宅ローン等）」の割合が最も高く、小学生

では 47.3％、中学生では 46.0％となっている。 

中学生では、小学生と比較して「学校や保育園等に関する教育費」（23.8％）、「学校

や保育園以外に関する教育費」（39.5％）の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

  

41.7 

46.7 

24.7 

32.4 

7.8 

10.2 

8.0 

12.7 

20.5 

36.4 

14.8 

18.7 

33.5 

41.5 

22.1 

11.5 

1.3 

1.4 

6.5 

1.1 

40.8 

47.3 

23.4 

30.0 

8.2 

12.1 

7.9 

12.9 

18.1 

34.3 

14.1 

18.4 

33.2 

42.7 

21.7 

12.3 

0.8 

1.2 

7.0 

0.9 

43.0 

46.0 

26.5 

35.5 

7.3 

7.5 

8.0 

12.0 

23.8 

39.5 

15.9 

19.0 

34.0 

40.0 

22.8 

10.4 

2.0 

1.7 

5.9 

1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

食費

住居費（家賃、住宅ローン等）

光熱水費

通信費（携帯電話、インターネット料金含む）

交際費

娯楽費（レジャー、旅行代等含む）

被服費

生活用品費

学校や保育園等に関する教育費（保育料、学校給食費等含む）

学校や保育園以外に関する教育費（学習塾や習い事等の費用を含む）

医療費

交通費（自家用車等の維持費含む）

保険料（生命保険等）

税金

社会保険料

返済金（キャッシング・カードローン等）

仕送り

その他

負担を感じていない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】  

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「食費」（66.5％）、「住居費（家賃、住宅ロ

ーン）」（63.5％）、「高熱水費」「通信費（携帯電話、インターネット料金を含む）」（と

もに 59.4％）、「税金」（51.8％）、「学校や保育園等に関する教育費（保育料、給食費を

含む）」（47.1％）、「保険料（生命保険等）」（45.9％）、「生活用品費」「返済金（キャッ

シング・カードローン等）」（ともに 40.0％）の割合が非常に高く、いずれも 40％以上

となっている。 

 

 

 

  

41.7 

46.7 

24.7 

32.4 

7.8 

10.2 

8.0 

12.7 

20.5 

36.4 

14.8 

18.7 

33.5 

41.5 

22.1 

11.5 

1.3 

1.4 

6.5 

1.1 

66.5 

63.5 

59.4 

59.4 

13.5 

12.4 

27.1 

40.0 

47.1 

39.4 

34.7 

35.3 

45.9 

51.8 

34.1 

40.0 

0.6 

1.2 

0.6 

0.0 

52.1 

46.7 

36.1 

41.3 

12.3 

12.3 

15.7 

21.7 

29.8 

35.8 

19.9 

27.4 

40.7 

43.7 

25.6 

19.9 

0.3 

0.9 

3.0 

0.6 

37.4 

45.1 

19.3 

28.1 

6.4 

9.6 

4.7 

8.4 

16.2 

36.2 

12.0 

15.5 

31.0 

40.2 

20.3 

7.2 

1.6 

1.5 

7.7 

1.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

食費

住居費（家賃、住宅ローン等）

光熱水費

通信費（携帯電話、インターネット料金含む）

交際費

娯楽費（レジャー、旅行代等含む）

被服費

生活用品費

学校や保育園等に関する教育費（保育料、学校給食費等含む）

学校や保育園以外に関する教育費（学習塾や習い事等の費用を含む）

医療費

交通費（自家用車等の維持費含む）

保険料（生命保険等）

税金

社会保険料

返済金（キャッシング・カードローン等）

仕送り

その他

負担を感じていない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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サ
ン
プ
ル
数

食
費

住
居
費

（
家
賃

、
住
宅

ロ
ー

ン
等

）

光
熱
水
費

通
信
費

（
携
帯
電
話

、
イ

ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
料
金
含

む

）

交
際
費

娯
楽
費

（
レ
ジ

ャ
ー

、
旅

行
代
等
含
む

）

被
服
費

生
活
用
品
費

学
校
や
保
育
園
等
に
関
す

る
教
育
費

（
保
育
料

、
学

校
給
食
費
等
含
む

）

学
校
や
保
育
園
以
外
に
関

す
る
教
育
費

（
学
習
塾
や

習
い
事
等
の
費
用
を
含
む

2,272 948 1,062 562 735 177 232 181 289 465 826
100.0 41.7 46.7 24.7 32.4 7.8 10.2 8.0 12.7 20.5 36.4

672 275 342 146 216 58 82 56 96 135 260
100.0 40.9 50.9 21.7 32.1 8.6 12.2 8.3 14.3 20.1 38.7

88 44 36 27 33 7 6 7 13 23 36
100.0 50.0 40.9 30.7 37.5 8.0 6.8 8.0 14.8 26.1 40.9

880 389 438 245 308 61 87 69 104 187 332
100.0 44.2 49.8 27.8 35.0 6.9 9.9 7.8 11.8 21.3 37.7

228 83 66 46 47 20 22 12 19 34 64
100.0 36.4 28.9 20.2 20.6 8.8 9.6 5.3 8.3 14.9 28.1

33 12 16 11 12 5 2 8 5 8 15
100.0 36.4 48.5 33.3 36.4 15.2 6.1 24.2 15.2 24.2 45.5

152 68 83 41 58 12 10 10 25 38 51
100.0 44.7 54.6 27.0 38.2 7.9 6.6 6.6 16.4 25.0 33.6

185 68 74 38 47 12 22 15 21 33 59
100.0 36.8 40.0 20.5 25.4 6.5 11.9 8.1 11.4 17.8 31.9
1,405 574 732 330 458 109 153 95 149 289 551
100.0 40.9 52.1 23.5 32.6 7.8 10.9 6.8 10.6 20.6 39.2

35 13 18 9 14 4 4 2 3 7 16
100.0 37.1 51.4 25.7 40.0 11.4 11.4 5.7 8.6 20.0 45.7

62 30 33 16 24 12 10 8 13 15 22
100.0 48.4 53.2 25.8 38.7 19.4 16.1 12.9 21.0 24.2 35.5

261 95 71 61 52 12 17 11 30 41 77
100.0 36.4 27.2 23.4 19.9 4.6 6.5 4.2 11.5 15.7 29.5

10 3 5 1 4 0 0 0 2 3 5
100.0 30.0 50.0 10.0 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 30.0 50.0

11 5 5 4 6 3 1 3 4 5 3
100.0 45.5 45.5 36.4 54.5 27.3 9.1 27.3 36.4 45.5 27.3

19 9 10 3 6 1 1 1 2 6 9
100.0 47.4 52.6 15.8 31.6 5.3 5.3 5.3 10.5 31.6 47.4

仕事をしていない（仕事を
探していない）

就
労
状
況

（
回
答
者

）

就
労
状
況

（
配
偶
者

）

勤め（非常勤・パート・ア
ルバイト等）

自営業・家族従業者

その他の就労形態

仕事をしていない（仕事を
探している）

仕事をしていない（仕事を
探していない）

勤め（常勤・正規職員）

勤め（派遣・契約等）

上段：実数、下段：％

勤め（非常勤・パート・ア
ルバイト等）

自営業・家族従業者

その他の就労形態

仕事をしていない（仕事を
探している）

全　　体

勤め（常勤・正規職員）

勤め（派遣・契約等）

医
療
費

交
通
費

（
自
家
用
車
等
の

維
持
費
含
む

）

保
険
料

（
生
命
保
険
等

）

税
金

社
会
保
険
料

返
済
金

（
キ

ャ
ッ
シ
ン

グ
・
カ
ー

ド
ロ
ー

ン
等

）

仕
送
り

そ
の
他

負
担
を
感
じ
て
い
な
い

無
回
答

337 425 762 944 503 262 30 32 148 25
14.8 18.7 33.5 41.5 22.1 11.5 1.3 1.4 6.5 1.1

79 122 222 305 188 83 10 11 48 1
11.8 18.2 33.0 45.4 28.0 12.4 1.5 1.6 7.1 0.1

12 19 31 40 27 18 0 0 2 0
13.6 21.6 35.2 45.5 30.7 20.5 0.0 0.0 2.3 0.0
139 177 299 330 176 98 10 11 37 7

15.8 20.1 34.0 37.5 20.0 11.1 1.1 1.3 4.2 0.8
35 28 89 109 51 31 3 8 25 3

15.4 12.3 39.0 47.8 22.4 13.6 1.3 3.5 11.0 1.3
11 9 13 14 5 6 0 0 1 1

33.3 27.3 39.4 42.4 15.2 18.2 0.0 0.0 3.0 3.0
25 39 52 61 31 14 3 0 9 1

16.4 25.7 34.2 40.1 20.4 9.2 2.0 0.0 5.9 0.7
32 26 49 73 19 7 4 2 24 3

17.3 14.1 26.5 39.5 10.3 3.8 2.2 1.1 13.0 1.6
215 266 466 592 287 138 21 12 95 5

15.3 18.9 33.2 42.1 20.4 9.8 1.5 0.9 6.8 0.4
8 7 13 20 15 8 1 1 0 2

22.9 20.0 37.1 57.1 42.9 22.9 2.9 2.9 0.0 5.7
12 11 28 33 14 14 0 2 1 1

19.4 17.7 45.2 53.2 22.6 22.6 0.0 3.2 1.6 1.6
35 29 102 133 66 39 1 10 23 4

13.4 11.1 39.1 51.0 25.3 14.9 0.4 3.8 8.8 1.5
2 2 2 1 1 2 1 0 0 0

20.0 20.0 20.0 10.0 10.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0
3 2 4 5 2 1 0 1 0 0

27.3 18.2 36.4 45.5 18.2 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0
5 4 7 11 3 1 0 1 1 0

26.3 21.1 36.8 57.9 15.8 5.3 0.0 5.3 5.3 0.0
仕事をしていない（仕事を

探していない）

就
労
状
況

（
回
答
者

）

就
労
状
況

（
配
偶
者

）

勤め（非常勤・パート・ア
ルバイト等）

自営業・家族従業者

その他の就労形態

仕事をしていない（仕事を
探している）

仕事をしていない（仕事を
探していない）

勤め（常勤・正規職員）

勤め（派遣・契約等）

上段：実数、下段：％

勤め（非常勤・パート・ア
ルバイト等）

自営業・家族従業者

その他の就労形態

仕事をしていない（仕事を
探している）

全　　体

勤め（常勤・正規職員）

勤め（派遣・契約等）

 

【就労状況別】  

負担に感じる経費について、回答者と配偶者それぞれの就労状況別に集計した。 

「税金」の負担感が半数を超えたのは、配偶者の就労状況が「仕事をしていない（仕

事を探していない）」（57.9％）、「勤め（派遣・契約等）」（57.1％）、「勤め（非常勤・パ

ート・アルバイト等）」（53.2％）、「自営業・家族従業者」（51.0％）となっている。 
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問 22 あなたの世帯では、おおむね１年の間に、経済的な理由で、次のような経験をされ

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「新しい衣服や靴を買うのを減らした」が 38.2％、「趣味やレジャーの出

費を減らした」が 36.0％、「食費を切りつめた」が 30.5％となっている。なお、「特に

なし」が 41.1％存在する。 

 

【生活困難世帯別】 

困窮層ではほとんどの項目で周辺層、一般層と大きく差が開いており、特に「新しい

衣服や靴を買うのを減らした」（91.8％）、「食費を切りつめた」（90.0％）は 9 割以上、

「趣味やレジャーの出費を減らした」（76.5％）、「理髪店や美容院に行けなかった」

（75.9％）は 7 割以上にのぼる。 

 

 

  

1.2 

2.6 

6.0 

3.3 

2.2 

0.9 

30.5 

38.2 

8.3 

4.5 

4.8 

15.7 

5.8 

3.5 

36.0 

9.9 

0.9 

41.1 

4.0 

9.4 

17.6 

34.7 

30.6 

19.4 

2.9 

90.0 

91.8 

56.5 

27.1 

43.5 

75.9 

22.4 

27.6 

76.5 

42.9 

2.4 

0.6 

0.0 

2.4 

4.2 

10.2 

3.9 

1.8 

2.7 

50.9 

54.5 

15.4 

9.0 

7.5 

26.5 

12.3 

4.8 

52.7 

16.0 

1.2 

19.9 

2.7 

0.2 

0.9 

2.5 

0.5 

0.6 

0.4 

21.0 

30.1 

2.3 

1.5 

0.6 

7.9 

3.0 

1.0 

28.9 

5.6 

0.7 

49.0 

4.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

水道・電気・ガスのどれかが止められた

クレジットカードが使えなくなった

国民健康保険料や国民年金の支払いができなかった

電話（固定・携帯）などの通信料の支払いができなかった

家賃の支払いができなかった

住宅ローンの支払いができなかった

食費を切りつめた

新しい衣服や靴を買うのを減らした

新聞や雑誌が買えなかった

冠婚葬祭のつきあいを減らした

医療機関の受診ができなかった

理髪店や美容院に行けなかった

スマートフォンへの切替・利用を断念した

敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断念した

趣味やレジャーの出費を減らした

キャッシング・カードローンなどを利用した

その他

特になし

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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問６ あなたの世帯では、おおむね１年の間に、経済的な理由で、子どもに関して次のよ

うな経験をされたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「経験したことがない」が 55.3％で最も高い。経験したことについては、

「子どもを旅行やレジャーに連れていくことができなかった」が 23.4％、「子どもを学

習塾やスポーツなどの習い事に通わせることができなかった」が 13.9％と高くなって

いる。 

 

【生活困難世帯別】 

困窮層と一般層で差が大きい項目に着目し、数値をみると、「子どもを旅行やレジャ

ーに連れていくことができなかった」では 75.9％（一般層の 5.3 倍）、「子どもを学習

塾やスポーツなどの習い事に通わせることができなかった」では 67.6％（一般層の

10.6 倍）、「子どもへおこづかいを渡すことができなかった、渡す額を減らした」では

67.1％（一般層の 25.8 倍）となり、困窮層で高い項目が複数みられた。 

 

  
2.5 

1.1 

2.6 

6.6 

10.6 

2.1 

13.9 

1.5 

5.5 

23.4 

1.2 

55.3 

12.0 

24.7 

7.6 

24.7 

52.4 

67.1 

18.2 

67.6 

14.7 

48.8 

75.9 

2.4 

2.4 

1.8 

3.0 

1.8 

4.5 

11.7 

24.1 

3.9 

26.2 

2.7 

8.7 

44.6 

0.9 

33.4 

6.9 

0.3 

0.4 

0.1 

1.2 

2.6 

0.2 

6.4 

0.1 

0.7 

14.4 

1.2 

64.5 

14.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもを医療機関に受診させることができなかった

子どもの進路を変更した

子どものための本が買えなかった

子どものための服や靴を買えなかった

子どもへおこづかいを渡すことができなかった、渡す額を減らした

子どもを学校や地域のクラブ活動に参加させることができなかった

子どもを学習塾やスポーツなどの習い事に通わせることができなかった

子どもに必要とする文具や教材を買えなかった

子どもに誕生プレゼントやお年玉をあげることができなかった

子どもを旅行やレジャーに連れていくことができなかった

その他

経験したことがない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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【世帯類型別】 

ひとり親世帯では、ふたり親世帯、それ以外の世帯と比較して「経験したことがな

い」以外のすべての項目の割合が高く、「子どもを旅行やレジャーに連れていくことが

できなかった」では 39.4％、「子どもを学習塾やスポーツなどの習い事に通わせること

ができなかった」では 28.6％、「子どもへおこづかいを渡すことができなかった、渡す

額を減らした」では 25.1％の割合が特に高い。 

 

 

2.5 

1.1 

2.6 

6.6 

10.6 

2.1 

13.9 

1.5 

5.5 

23.4 

1.2 

55.3 

12.0 

2.6 

0.7 

1.9 

5.3 

8.7 

1.5 

11.8 

0.9 

4.1 

21.2 

1.2 

59.1 

11.4 

3.1 

3.5 

7.7 

15.3 

25.1 

5.9 

28.6 

5.6 

15.0 

39.4 

1.7 

36.2 

9.1 

0.7 

1.3 

1.3 

6.0 

6.0 

1.3 

11.4 

0.7 

4.7 

20.1 

0.7 

51.7 

18.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもを医療機関に受診させることができなかった

子どもの進路を変更した

子どものための本が買えなかった

子どものための服や靴を買えなかった

子どもへおこづかいを渡すことができなかった、渡す額を減らした

子どもを学校や地域のクラブ活動に参加させることができなかった

子どもを学習塾やスポーツなどの習い事に通わせることができなかった

子どもに必要とする文具や教材を買えなかった

子どもに誕生プレゼントやお年玉をあげることができなかった

子どもを旅行やレジャーに連れていくことができなかった

その他

経験したことがない

無回答

（％）

全体
(N=2272)

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)
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第３章  子ども編  

1. 属性  

 

 

問１ あなたは小学生ですか、それとも中学生ですか。（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「小学生」が 58.7％、「中学生」が 41.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの性別を教えてください。（あてはまる番号１つだけに○） 

 

全体では、「女」が 52.7％、「男」が 45.8％となっている。 

 

 

 

  

45.8 

47.6 

43.3 

52.7 

51.0 

55.4 

0.1 

0.2 

0.2 

0.4 

1.2 

1.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

男 女 その他 答えたくない 無回答

58.7 41.1 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

小学生 中学生 無回答
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2. 生活状況  

 

 

問４ あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、何時に起きていますか。（あてはまる番号 1

つだけに○） 

 

全体では、「午前６時台」が 59.6％で最も高く、次いで「午前７時台」が 31.7％と続

く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「午前６時台」の割合が最も高く、小学生では 59.8％、中学

生では 59.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「午前６時台」の割合は、困窮層では 50.3％、周辺層では 55.0％、一般層では

61.3％と、困窮度が高まるにつれて低くなり、「午前７時台」の割合は高くなる。 

  

0.5 

0.5 

0.5 

4.5 

2.9 

6.6 

59.6 

59.8 

59.2 

31.7 

33.2 

29.9 

0.4 

0.3 

0.6 

0.1 

0.2 

0.1 

2.5 

2.5 

2.5 

0.7 

0.7 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

午前５時より前 午前５時台 午前６時台 午前７時台

午前８時台 午前９時より後 決まっていない 無回答

0.5 

0.3 

0.6 

4.5 

5.4 

3.0 

4.7 

59.6 

50.3 

55.0 

61.3 

31.7 

38.3 

37.5 

30.0 

0.4 

1.8 

0.6 

0.3 

0.1 

0.3 

0.1 

2.5 

3.6 

2.4 

2.4 

0.7 

0.6 

0.9 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

午前５時より前 午前５時台 午前６時台 午前７時台

午前８時台 午前９時より後 決まっていない 無回答
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問５ あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、何時頃に家へ帰りますか。（あてはまる番号

1 つだけに○） 

 

全体では、「午後４時台」が 40.5％で最も高く、次いで「午後６時台」が 30.2％と続

く。 

 

【学年別】 

小学生では「午後４時台」が 64.3％で最も高く、中学生では「午後６時台」が

61.5％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「午後４時台」（34.1％）は低く、「午後５時

台」（20.4％）が高い。 

 

 

 

 

 

  

1.2 

1.5 

0.7 

40.5 

64.3 

6.6 

15.4 

19.0 

10.4 

30.2 

8.3 

61.5 

5.8 

1.4 

12.1 

0.6 

0.4 

1.0 

0.6 

0.3 

1.0 

4.8 

4.2 

5.7 

0.8 

0.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

午後４時より前 午後４時台 午後５時台 午後６時台 午後７時台

午後８時台 午後９時より後 決まっていない 無回答

1.2 

0.6 

0.9 

1.2 

40.5 

34.1 

41.4 

40.9 

15.4 

20.4 

17.8 

14.6 

30.2 

28.1 

30.8 

30.3 

5.8 

8.4 

5.1 

5.7 

0.6 

0.6 

0.3 

0.7 

0.6 

0.3 

0.7 

4.8 

6.6 

2.4 

5.1 

0.8 

1.2 

0.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

午後４時より前 午後４時台 午後５時台 午後６時台 午後７時台

午後８時台 午後９時より後 決まっていない 無回答
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1.8 

2.8 

0.4 

20.0 

31.1 

4.2 

39.9 

47.7 

28.5 

25.9 

13.0 

44.4 

7.0 

1.4 

15.1 

1.4 

0.2 

3.1 

3.9 

3.8 

4.1 

0.2 

0.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

午後９時より前 午後９時台 午後１０時台 午後１１時台

午前０時台 午前１時より後 決まっていない 無回答

2.8 

4.7 

2.1 

2.8 

31.1 

23.5 

33.5 

31.3 

47.7 

50.6 

42.3 

48.6 

13.0 

15.3 

16.0 

12.2 

1.4 

1.2 

3.1 

1.1 

0.2 

1.2 

0.1 

3.8 

3.5 

3.1 

3.8 

0.1 

0.0 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1333)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=85)

周辺層
(N=194)

一般層
(N=1050)

午後９時より前 午後９時台 午後１０時台 午後１１時台

午前０時台 午前１時より後 決まっていない 無回答

 

問６ あなたは、ふだん（月曜日～金曜日）、何時頃に寝ていますか。（あてはまる番号 1

つだけに○） 

 

全体では、「午後１０時台」が 39.9％で最も高く、次いで「午後１１時台」が 25.9％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「午後１０時台」が 47.7％で最も高く、中学生では「午後１１時台」が

44.4％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別（小学生）】 

小学生全体では「午後１０時台」（47.7％）が最も高いが、それよりも遅い時間に就

寝する小学生の割合（「午後１１時台」「午前０時台」「午前１時より後」を合わせた割

合）は、一般層（13.4％）に対して、困窮層（17.7％）、周辺層（19.1％）で比較的高

くなっている。 
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0.4 

0.7 

0.4 

4.2 

7.3 

3.0 

4.1 

28.5 

8.5 

32.6 

30.0 

44.4 

52.4 

37.8 

44.7 

15.1 

24.4 

16.3 

13.8 

3.1 

1.2 

5.2 

2.9 

4.1 

6.1 

3.0 

4.1 

0.2 

0.0 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=934)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=82)

周辺層
(N=135)

一般層
(N=716)

午後９時より前 午後９時台 午後１０時台 午後１１時台

午前０時台 午前１時より後 決まっていない 無回答

 

【生活困難世帯別（中学生）】 

中学生全体では「午後１１時台」（44.4％）が最も高いが、それよりも遅い時間に就

寝する中学生の割合（「午前０時台」「午前１時より後」を合わせた割合）は、一般層

（16.7％）に対して、困窮層（25.6％）、周辺層（21.5％）で比較的高くなっている。 
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問 11 あなたは、週にどのくらい、お風呂（シャワーのみの場合を含む）に入りますか。

（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「毎日・ほぼ毎日」が 95.8％で最も高い。 

 

【生活困難世帯別】 

困難度が高くなるほどわずかではあるが、お風呂に入る頻度が低くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、学校に遅刻することがありますか。（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「遅刻はしない」が 91.6％で最も高い。 

 

【生活困難世帯別】 

「遅刻はしない」の割合は、困窮層では 82.6％、周辺層では 90.6％、一般層では

92.8％と、困窮度が高まるにつれて低くなり、「月に 1 回程度」の割合は高くなる。 

 

  

95.8 

92.8 

94.6 

96.3 

2.3 

6.0 

2.4 

2.0 

0.7 

1.2 

0.9 

0.6 

0.2 

0.6 

0.1 0.1 

0.1 

0.3 

0.1 

0.9 

0.0 

1.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

毎日・ほぼ毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回程度 入らない その他 無回答

91.6 

82.6 

90.6 

92.8 

4.4 

10.2 

4.8 

3.7 

1.0 

1.2 

1.2 

0.9 

1.1 

2.4 

1.8 

0.9 

1.1 

2.4 

0.9 

1.1 

0.7 

1.2 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

遅刻はしない 月に１回程度 週に１回程度 週に２～３回 毎日・ほとんど毎日 無回答
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【困っていることについての相談者別】 

「遅刻はしない」の割合は、『子どもが通う学校等』では 77.7％、『インターネット

の子育てサイトや会員サービス（SNS）』では 81.8％、公的な相談窓口（市役所等）で

は 82.5％、『その他』では 77.2％となり、全体と比較してやや低くなっている。 

 

 

 

 

  

サ
ン

プ
ル

数

遅
刻

は
し

な

い

月
に

1
回

程

度

週
に

1
回

程

度

週
に

2
～

3

回

毎
日

・
ほ

と

ん
ど

毎
日

無
回

答

2,272 2,079 98 22 26 26 21

100.0 91.5 4.3 1.0 1.1 1.1 0.9

1,400 1,289 56 13 14 16 12

100.0 92.1 4.0 0.9 1.0 1.1 0.9

830 760 35 8 5 13 9

100.0 91.6 4.2 1.0 0.6 1.6 1.1

401 366 16 5 4 5 5

100.0 91.3 4.0 1.2 1.0 1.2 1.2

139 108 10 2 4 11 4

100.0 77.7 7.2 1.4 2.9 7.9 2.9

246 225 6 4 2 8 1

100.0 91.5 2.4 1.6 0.8 3.3 0.4

51 47 1 1 1 1 0

100.0 92.2 2.0 2.0 2.0 2.0 0.0

6 6 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 5 1 0 0 3 1

100.0 50.0 10.0 0.0 0.0 30.0 10.0

11 9 1 1 0 0 0

100.0 81.8 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0

6 3 0 0 0 1 2

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 16.7 33.3

57 47 4 1 2 2 1

100.0 82.5 7.0 1.8 3.5 3.5 1.8

119 104 8 2 2 3 0

100.0 87.4 6.7 1.7 1.7 2.5 0.0

296 262 16 2 8 4 4

100.0 88.5 5.4 0.7 2.7 1.4 1.4

57 44 5 0 0 4 4

100.0 77.2 8.8 0.0 0.0 7.0 7.0

上段：実数、下段：％

職場の人

子どもが通う学校等

子どもの友達の親

近所の人・地域の人

全　　体

家族・親族

友人・知人

困

っ
て
い

る
こ

と
に

つ

い
て

の
相

談
者

公的な相談窓口（市役所等）

適当な相談相手がいない

（いなかった）

相談しない（相談しなかっ
た）

その他

子育てサークル団体

ＮＰＯなど民間の団体

インターネットの子育てサイ

トや会員制サービス（ＳＮＳ）

民生委員・児童委員
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3. 健康の状況  

 

 

問５ お子さんに、むし歯はありますか。（○は１つ） 

 

全体では、「あった（治療済）」が 42.9％で最も高く、次いで「ない」が 41.7％と続

く。 

 

【学年別】 

小学生では「あった（治療済）」が 47.2％で最も高く、中学生では「ない」が 47.4％

で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「ある（未治療）」の割合は、一般層の 6.5％に対し、困窮層では 13.5％、周辺層で

は 12.0％と高くなっている。 

 

 

  

7.8 

7.8 

7.7 

5.2 

6.1 

4.0 

42.9 

47.2 

37.0 

41.7 

37.6 

47.4 

2.0 

1.0 

3.5 

0.4 

0.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ある（未治療） ある（治療中） あった（治療済） ない わからない 無回答

7.8 

13.5 

12.0 

6.5 

5.2 

6.5 

5.7 

5.0 

42.9 

42.9 

42.8 

42.9 

41.7 

33.5 

36.1 

43.5 

2.0 

3.5 

3.0 

1.7 

0.4 

0.0 

0.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ある（未治療） ある（治療中） あった（治療済） ない わからない 無回答
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【相談相手別（小学生）】 

小学生を対象に、後述する保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談

者」（p.122 参照）の回答別に、その子どもの虫歯の有無について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、おおむね全ての層で

「あった（治療中）」が最も高くなっている。一方、「ある（未治療）」に着目すると、

10％を超えたのは、保護者の相談相手が「近所の人・地域の人」の家庭の子どもで

11.5％、「インターネットの子育てサイトや会員制サービス（SNS）」の家庭の子どもで

11.1％、保護者が「相談しない（相談しなかった）」という家庭の子どもで 10.4％とな

っている。 

 

 

  

サ

ン

プ

ル

数

あ

る

（
未

治

療

）

あ

る

（
治

療

中

）

あ

っ
た

（
治

療

済

）

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

1,329 103 81 627 500 13 5

100.0 7.8 6.1 47.2 37.6 1.0 0.4

834 67 50 390 320 6 1

100.0 8.0 6.0 46.8 38.4 0.7 0.1

480 29 36 244 164 5 2

100.0 6.0 7.5 50.8 34.2 1.0 0.4

227 19 13 122 72 0 1

100.0 8.4 5.7 53.7 31.7 0.0 0.4

82 4 6 42 30 0 0

100.0 4.9 7.3 51.2 36.6 0.0 0.0

150 14 8 72 54 1 1

100.0 9.3 5.3 48.0 36.0 0.7 0.7

26 3 1 13 9 0 0

100.0 11.5 3.8 50.0 34.6 0.0 0.0

3 0 0 2 1 0 0

100.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0

3 0 0 0 2 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

9 1 2 2 4 0 0

100.0 11.1 22.2 22.2 44.4 0.0 0.0

2 0 0 2 0 0 0

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

37 3 0 20 14 0 0

100.0 8.1 0.0 54.1 37.8 0.0 0.0

66 6 3 33 23 1 0

100.0 9.1 4.5 50.0 34.8 1.5 0.0

163 17 11 72 59 4 0

100.0 10.4 6.7 44.2 36.2 2.5 0.0

24 2 1 13 8 0 0

100.0 8.3 4.2 54.2 33.3 0.0 0.0

民生委員・児童委員

上段：実数、下段：％

職場の人

子どもが通う学校等

子どもの友達の親

近所の人・地域の人

全　　体

家族・親族

友人・知人

困

っ
て

い

る

こ

と

に

つ

い

て

の

相

談

者

公的な相談窓口（市役所

等）

適当な相談相手がいない

（いなかった）

相談しない（相談しなかっ

た）

その他

子育てサークル団体

ＮＰＯなど民間の団体

インターネットの子育てサ

イトや会員制サービス（Ｓ

ＮＳ）
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【相談相手別（中学生）】 

中学生を対象に、保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」の回

答別に、その子どもの虫歯の有無について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「ある（未治療）」の割

合が 10％以上となったのは、保護者の相談相手が「公的な相談窓口（市役所等）」の家

庭の子どもで 10.0％、保護者が「相談しない（相談しなかった）」という家庭の子ども

で 10.7％、保護者の相談相手が「その他」の家庭の子どもで 15.6％となっている。 

 

 

 

  

サ

ン

プ

ル

数

あ

る

（
未

治

療

）

あ

る

（
治

療

中

）

あ

っ
た

（
治

療

済

）

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

933 72 37 345 442 33 4

100.0 7.7 4.0 37.0 47.4 3.5 0.4

562 37 26 214 264 20 1

100.0 6.6 4.6 38.1 47.0 3.6 0.2

345 24 10 148 151 11 1

100.0 7.0 2.9 42.9 43.8 3.2 0.3

171 9 6 74 79 3 0

100.0 5.3 3.5 43.3 46.2 1.8 0.0

57 5 2 21 25 4 0

100.0 8.8 3.5 36.8 43.9 7.0 0.0

95 5 2 43 42 3 0

100.0 5.3 2.1 45.3 44.2 3.2 0.0

25 2 0 10 12 1 0

100.0 8.0 0.0 40.0 48.0 4.0 0.0

3 0 0 1 2 0 0

100.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0

7 1 0 2 3 1 0

100.0 14.3 0.0 28.6 42.9 14.3 0.0

2 2 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 0 0 3 1 0 0

100.0 0.0 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0

20 2 0 8 9 1 0

100.0 10.0 0.0 40.0 45.0 5.0 0.0

53 3 2 21 25 2 0

100.0 5.7 3.8 39.6 47.2 3.8 0.0

131 14 5 46 64 2 0

100.0 10.7 3.8 35.1 48.9 1.5 0.0

32 5 1 14 12 0 0

100.0 15.6 3.1 43.8 37.5 0.0 0.0

民生委員・児童委員

上段：実数、下段：％

職場の人

子どもが通う学校等

子どもの友達の親

近所の人・地域の人

全　　体

家族・親族

友人・知人

困

っ
て

い

る

こ

と

に

つ

い

て

の

相

談

者

公的な相談窓口（市役所

等）

適当な相談相手がいない

（いなかった）

相談しない（相談しなかっ

た）

その他

子育てサークル団体

ＮＰＯなど民間の団体

インターネットの子育てサ

イトや会員制サービス（Ｓ

ＮＳ）
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問５－１ 「１．ある(未治療)」と答えた方は、治療の予定はありますか（○は１つ） 

 

全体では、「ある」が 77.5％、「ない」が 21.3％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「ある」の割合が最も高く、小学生では 74.8％、中学生では

80.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「ない」の割合は、困窮層では 30.4％、周辺層では 25.0％、一般層では 18.3％とな

り、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

 

  

77.5 

74.8 

80.6 

21.3 

23.3 

19.4 

1.1 

1.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=178)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=103)

中学生
(N=72)

ある ない 無回答

77.5 

69.6 

72.5 

80.9 

21.3 

30.4 

25.0 

18.3 

1.1 

0.0 

2.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=178)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=23)

周辺層
(N=40)

一般層
(N=115)

ある ない 無回答
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問５－２ 「２．ない」と答えた方は、治療していない理由は何ですか（○は１つ） 

 

全体では、「治療に行く時間がない」が 50.0％で最も高く、次いで「特に理由はな

い」が 10.5％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「治療に行く時間がない」の割合が最も高く、小学生では

41.7％、中学生では 64.3％となっている。 

「治療を受ける費用がない」の割合は、小学生では 4.2％であるのに対し、中学生で

は 14.3％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「治療を受ける費用がない」の割合は、困窮層では 28.6％、周辺層では 10.0％、一

般層では 0％と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

  

50.0 

41.7 

64.3 

7.9 

4.2 

14.3 

10.5 

12.5 

7.1 

26.3 

33.3 

14.3 

5.3 

8.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=38)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=24)

中学生
(N=14)

治療に行く時間がない 治療を受ける費用がない 特に理由はない その他 無回答

50.0 

42.9 

60.0 

47.6 

7.9 

28.6 

10.0 

10.5 

14.3 

30.0 

26.3 

14.3 

42.9 

5.3 

0.0 

0.0 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=38)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=7)

周辺層
(N=10)

一般層
(N=21)

治療に行く時間がない 治療を受ける費用がない 特に理由はない その他 無回答
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【生活困難世帯別（小学生）】 

小学生の生活困難世帯別の集計はサンプル数が少ないため、以下に図表を掲載するに

とどめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別（中学生）】 

中学生の生活困難世帯別の集計はサンプル数が少ないため、以下に図表を掲載するに

とどめる。 

 

 

  

41.7 

50.0 

57.1 

30.8 

4.2 

25.0 

12.5 

42.9 

33.3 

25.0 

53.8 

8.3 

0.0 

0.0 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=24)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=4)

周辺層
(N=7)

一般層
(N=13)

治療に行く時間がない 治療を受ける費用がない 特に理由はない その他 無回答

64.3 

33.3 

66.7 

75.0 

14.3 

33.3 

33.3 

7.1 

33.3 

14.3 

0.0 

0.0 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=14)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=3)

周辺層
(N=3)

一般層
(N=8)

治療に行く時間がない 治療を受ける費用がない 特に理由はない その他
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4. 食の状況  

 

 

問７ あなたは朝ごはんをいつも食べていますか。（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「毎日・ほぼ毎日」が 92.6％で最も高い。 

 

【生活困難世帯別】 

「毎日・ほぼ毎日」の割合は、困窮層では 83.2％、周辺層では 90.9％、一般層では

93.9％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

 

 

  92.6 

83.2 

90.9 

93.9 

2.8 

5.4 

3.6 

2.4 

2.4 

6.0 

2.4 

2.0 

1.1 

2.4 

0.9 

1.1 

0.8 

3.0 

1.8 

0.5 

0.2 

0.0 

0.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

毎日・ほぼ毎日 週に４～５日 週に２～３回 週に１回程度 食べない 無回答
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問７で「2～5（＝朝食を食べない日がある）」と答えた方におたずねします。 

問７－１ 朝ごはんを食べない理由は何ですか。（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「時間がない」が 42.3％で最も高く、次いで「おなかがすいていない」が

38.0％と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「おなかがすいていない」が 43.6％で最も高く、中学生では「時間がな

い」が 47.1％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

困窮層では「時間が無い」が 50.0％と、周辺層（37.9％）、一般層（41.9％）と比較

して高い。また困窮層のみ「食べる習慣がない」（3.6％）の回答がみられる。 

 

 

 

 

  

42.3 

50.0 

37.9 

41.9 

38.0 

25.0 

37.9 

41.0 

3.7 

7.1 

3.4 

2.9 

0.6 

3.6 

8.0 

7.1 

13.8 

6.7 

3.7 

3.6 

6.9 

2.9 

3.7 

3.6 

0.0 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=163)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=28)

周辺層
(N=29)

一般層
(N=105)

時間が無い おなかがすいていない
用意されていない・食べるものがない 食べる習慣がない
食べたくない その他
無回答

42.3 

37.2 

47.1 

38.0 

43.6 

32.9 

3.7 

5.1 

2.4 

0.6 

1.2 

8.0 

7.7 

8.2 

3.7 

2.6 

4.7 

3.7 

3.8 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=163)

＜学年＞

小学生
(N=78)

中学生
(N=85)

時間が無い おなかがすいていない
用意されていない・食べるものがない 食べる習慣がない
食べたくない その他
無回答
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問８ あなたは晩ごはんをいつも食べていますか。（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「毎日・ほぼ毎日」が 99.1％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「毎日・ほぼ毎日」の割合が最も高く、小学生では 99.4％、

中学生では 98.8％となっている。 

 

 

 

  

99.1 

99.4 

98.8 

0.2 

0.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0.6 

0.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

毎日・ほぼ毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回程度 食べない 無回答
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問８で「2～5（＝夕食を食べない日がある）」と答えた方におたずねします。 

問８－１ 晩ごはんを食べない日があるのはなぜですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

サンプル数が少ないため、以下に図表を掲載するにとどめる。 

 

【学年別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

  

14.3 

57.1 

0.0 

0.0 

14.3 

28.6 

0.0 

75.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

時間がない

おなかがすいていない

用意されていない

食べる習慣がない

食べたくない

その他

全体
(N=7)

小学生
(N=4)

中学生
(N=3)

（％）

14.3 

57.1 

0.0 

0.0 

14.3 

28.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

33.3 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

時間がない

おなかがすいていない

用意されていない

食べる習慣がない

食べたくない

その他

全体
(N=7)

困窮層
(N=1)

周辺層
(N=2)

一般層
(N=3)

（％）
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問９ あなたは学校がお休みの日にいつも昼ごはんを食べていますか。（夏休みなどの長

期のお休みの日を含みます）（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「必ず食べる」が 88.6％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「必ず食べる」の割合が最も高く、小学生では 91.1％、中学

生では 85.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「必ず食べる」の割合は、困窮層では 79.6％、周辺層では 86.1％、一般層では

90.0％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。一方、「食べないことが多い」の

割合は、困窮層では 6.0％、周辺層では 1.8％、一般層では 1.0％となり、困窮度が高

まるにつれて高くなる。 

 

 

 

  

88.6 

91.1 

85.2 

9.2 

7.3 

11.9 

1.5 

0.9 

2.4 

0.2 

0.2 

0.3 

0.3 

0.4 

0.1 

0.2 

0.2 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

必ず食べる 食べることが多い 食べないことが多い 食べない わからない 無回答

88.6 

79.6 

86.1 

90.0 

9.2 

13.2 

10.9 

8.4 

1.5 

6.0 

1.8 

1.0 

0.2 

0.6 

0.2 

0.3 

1.2 

0.3 

0.2 

0.2 

0.0 

0.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

必ず食べる 食べることが多い 食べないことが多い 食べない わからない 無回答
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問９で「2～5（＝昼食を食べない日がある）」と答えた方におたずねします。 

問９－１ 昼食を食べない日があるのはなぜですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「おなかがすいていない」が 63.0％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「おなかがすいていない」の割合が最も高く、小学生では

53.4％、中学生では 70.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

周辺層では、困窮層、一般層と比較して「用意されていない」（17.8％）の割合が高

い。 

 

 

 

  

6.3 

6.9 

5.8 

63.0 

53.4 

70.8 

7.5 

8.6 

6.6 

2.8 

3.4 

2.2 

1.2 

1.7 

0.7 

10.6 

12.1 

9.5 

8.7 

13.8 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=254)

＜学年＞

小学生
(N=116)

中学生
(N=137)

時間がない おなかがすいていない 用意されていない 食べる習慣がない 食べたくない その他 無回答

6.3 

5.9 

8.1 

63.0 

61.8 

62.2 

63.0 

7.5 

8.8 

17.8 

4.6 

2.8 

4.4 

2.9 

1.2 

2.9 

2.2 

0.6 

10.6 

8.8 

8.9 

11.6 

8.7 

11.8 

4.4 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=254)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=34)

周辺層
(N=45)

一般層
(N=173)

時間がない おなかがすいていない 用意されていない 食べる習慣がない 食べたくない その他 無回答
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問 10 あなたは、家でひとりでごはんを食べることがありますか。（あてはまる番号１つ

だけに○） 

 

全体では、「まったくない」が 38.2％で最も高く、次いで「ほとんどない」が 33.9％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「まったくない」が 48.8％で最も高く、中学生では「ほとんどない」が

39.5％で最も高い。 

「よくある」「ときどきある」を合わせた割合をみると、小学生では 19.1％、中学生

では 35.2％で、中学生の方がひとりでご飯を食べる頻度が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「よくある」「ときどきある」を合わせた割合をみると、困窮層では 37.7％、周辺層

では 28.4％、一般層では 24.1％と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

 

 

  

4.3 

2.2 

7.4 

21.4 

16.9 

27.8 

33.9 

30.0 

39.5 

38.2 

48.8 

23.2 

1.0 

1.2 

0.7 

1.1 

1.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

よくある ときどきある ほとんどない まったくない わからない 無回答

4.3 

8.4 

5.7 

3.7 

21.4 

29.3 

22.7 

20.4 

33.9 

24.6 

26.9 

36.0 

38.2 

34.7 

40.2 

38.3 

1.0 

1.8 

2.4 

0.7 

1.1 

1.2 

2.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

よくある ときどきある ほとんどない まったくない わからない 無回答
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問 10 で「1.よくある」「2.ときどきある」と答えた方におたずねします。 

問 10－１ ひとりでごはんを食べるとき、なにをよく食べていますか。 

 

全体では、「親やきょうだいが作ったもの」が 59.9％で最も高く、次いで「スーパ

ー・コンビニなどで買ったもの」が 14.2％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「親やきょうだいが作ったもの」の割合が最も高く、小学生で

は 62.6％、中学生では 58.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「親やきょうだいが作ったもの」の割合は、困窮層では 49.2％、周辺層では

58.5％、一般層では 62.0％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

 

 

 

  

59.9 

62.6 

58.1 

14.2 

13.0 

14.9 

8.7 

9.4 

8.2 

13.5 

10.6 

15.8 

2.1 

2.4 

1.8 

1.5 

2.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=584)

＜学年＞

小学生
(N=254)

中学生
(N=329)

親やきょうだいが作ったもの スーパー・コンビ二などで買ったもの 自分が作ったもの

外食 あまりきまっていない その他

無回答

59.9 

49.2 

58.5 

62.0 

14.2 

15.9 

13.8 

14.1 

8.7 

9.5 

5.3 

9.4 

13.5 

22.2 

17.0 

11.3 

2.1 

1.6 

3.2 

1.9 

1.5 

1.6 

2.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=584)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=63)

周辺層
(N=94)

一般層
(N=426)

親やきょうだいが作ったもの スーパー・コンビ二などで買ったもの 自分が作ったもの
外食 あまりきまっていない その他
無回答
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5. 子どもの学び  

 

 

問 24 あなたは、学校の授業がどのくらいわかりますか。（あてはまる番号１つだけに○） 

 

全体では、「だいたいわかる」が 45.8％で最も高く、次いで「よくわかる」が 31.6％

と続く。 

 

【学年別】 

「よくわかる」「だいたいわかる」を合わせた割合をみると、小学生では 84.1％、中

学生では 67.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「よくわかる」「だいたいわかる」を合わせた割合をみると、困窮層では 61.1％、周

辺層では 70.1％、一般層では 80.2％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

 

 

  

31.6 

39.4 

20.4 

45.8 

44.7 

47.2 

15.1 

12.1 

19.5 

5.2 

2.5 

9.1 

1.8 

1.1 

3.0 

0.5 

0.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

よくわかる だいたいわかる 半分くらいわかる わからないことが多い ほとんどわからない 無回答

31.6 

19.8 

22.4 

34.4 

45.8 

41.3 

47.7 

45.8 

15.1 

21.0 

19.3 

13.8 

5.2 

13.8 

7.6 

3.9 

1.8 

4.2 

2.1 

1.6 

0.5 

0.0 

0.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

よくわかる だいたいわかる 半分くらいわかる わからないことが多い ほとんどわからない 無回答
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【朝食の頻度別】 

前出の問 7「朝食を食べる頻度」（p.46 参照）の回答別に、学校の授業の理解度につ

いて集計した。朝食の頻度が下がるにつれ学校の授業が「よくわかる」割合は低くなる

傾向にあり、朝食を「毎日・ほぼ毎日」食べる層では授業が「よくわかる」割合が

32.8％であるのに対し、朝食を「食べない」層では授業が「よくわかる」割合は

10.5％にとどまっている。 

 

  

31.6 

32.8 

19.0 

16.4 

11.5 

10.5 

45.8 

46.0 

39.7 

41.8 

50.0 

47.4 

15.1 

14.5 

22.2 

23.6 

19.2 

26.3 

5.2 

4.7 

9.5 

14.5 

11.5 

10.5 

1.8 

1.5 

7.9 

3.6 

7.7 

5.3 

0.5 

0.5 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜朝食を食べる頻度＞

毎日・ほぼ毎日
(N=2105)

週に４～５回
(N=63)

週に２～３回
(N=55)

週に１回程度
(N=26)

食べない
(N=19)

よくわかる だいたいわかる 半分くらいわかる わからないことが多い ほとんどわからない 無回答
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問 18 あなたは、学校の授業時間以外に勉強をしますか。（あてはまる番号１つだけに○） 

 

全体では、「家で勉強をする」が 52.6％で最も高く、次いで「家と塾で勉強する」が

27.7％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「家で勉強する」の割合が最も高く、小学生では 58.7％、中

学生では 43.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「家と塾で勉強する」「塾で勉強する」を合わせた割合をみると、困窮層では

22.2％、周辺層では 25.4％、一般層では 39.9％と、困窮度が高まるにつれて低くなっ

ている。 

 

 

  

52.6 

58.7 

43.9 

27.7 

24.5 

32.2 

8.8 

5.1 

14.1 

2.0 

2.6 

1.2 

8.2 

8.4 

8.0 

0.7 

0.7 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

家で勉強する 家と塾で勉強する 塾で勉強する その他 まったくしない 無回答

52.6 

59.9 

58.6 

50.8 

27.7 

13.2 

17.8 

30.9 

8.8 

9.0 

7.6 

9.0 

2.0 

2.4 

2.4 

1.9 

8.2 

14.4 

13.3 

6.7 

0.7 

1.2 

0.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

家で勉強する 家と塾で勉強する 塾で勉強する その他 まったくしない 無回答
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問 18 で「1～4（＝勉強する）」と答えた人におたずねします。 

問 18－１ １日あたりどれくらい勉強をしますか。（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「1 時間以上 2 時間より少ない」が 35.0％で最も高く、次いで「30 分以上

1 時間より少ない」が 32.2％と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「30 分以上 1 時間より少ない」が 38.6％で最も高く、中学生では「１時

間以上２時間より少ない」が 35.1％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別（小学生）】 

小学生の生活困難世帯別では、困窮度による大きな差はみられないが、２時間未満で

まとめてみると、困窮層では 86.1％、周辺層で 93.0％、一般層で 83.3％となってお

り、周辺層では学校以外の学習時間が比較的少ないといえる。 

 

 

  

11.1 

11.5 

10.5 

32.2 

38.6 

23.2 

35.0 

34.8 

35.1 

13.6 

7.8 

21.9 

6.3 

5.4 

7.6 

1.8 

1.9 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2070)

＜学年＞

小学生
(N=1212)

中学生
(N=854)

３０分より少ない ３０分以上１時間より少ない １時間以上２時間より少ない

２時間以上３時間より少ない ３時間以上 無回答

11.5 

9.7 

12.9 

11.3 

38.6 

41.7 

42.7 

37.7 

34.8 

34.7 

37.4 

34.3 

7.8 

5.6 

4.1 

8.6 

5.4 

5.6 

2.3 

6.0 

1.9 

2.8 

0.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1212)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=72)

周辺層
(N=171)

一般層
(N=965)

３０分より少ない ３０分以上１時間より少ない １時間以上２時間より少ない

２時間以上３時間より少ない ３時間以上 無回答
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【生活困難世帯別（中学生）】 

中学生は困窮度が高まるにつれ学習時間が少なくなる傾向があり、１時間以上でまと

めてみると、困窮層では 56.4％、周辺層で 58.4％、一般層で 66.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

10.5 

15.9 

16.8 

8.9 

23.2 

27.5 

22.1 

22.9 

35.1 

36.2 

36.3 

34.8 

21.9 

18.8 

17.7 

22.9 

7.6 

1.4 

4.4 

8.8 

1.6 

0.0 

2.7 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=854)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=69)

周辺層
(N=113)

一般層
(N=672)

３０分より少ない ３０分以上１時間より少ない １時間以上２時間より少ない

２時間以上３時間より少ない ３時間以上 無回答
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問 25 あなたは、学習塾や家庭教師、習い事に通っていますか。（あてはまる番号すべて

に○） 

 

全体では、「野球、サッカー、水泳、ダンスなどのスポーツ系の習い事」が 39.0％で

最も高く、次いで「学習塾・家庭教師」が 37.8％と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「野球、サッカー、水泳、ダンスなどのスポーツ系の習い事」が 55.0％

で最も高く、中学生では「学習塾・家庭教師」が 49.0％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.8 

7.4 

10.2 

28.6 

39.0 

4.0 

21.4 

0.6 

30.0 

6.9 

13.1 

35.0 

55.0 

5.3 

16.7 

0.5 

49.0 

7.9 

6.0 

19.4 

16.0 

2.1 

28.2 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学習塾・家庭教師

通信制の家庭学習教材

英会話など語学の習い事

絵画、音楽、習字、そろばんなどの習い事

野球、サッカー、水泳、ダンスなどスポーツ系の習い事

その他の習い事

通っていない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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【生活困難世帯別】 

困窮層、周辺層では、一般層と比較して「通っていない」以外の項目の割合が低い。 

また、「通っていない」の割合は、困窮層では 44.9％、周辺層では 31.1％、一般層で

は 17.4％と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

  37.8 

7.4 

10.2 

28.6 

39.0 

4.0 

21.4 

0.6 

24.6 

3.0 

3.0 

13.2 

26.3 

3.0 

44.9 

1.8 

27.5 

3.3 

5.1 

20.2 

31.1 

3.6 

31.1 

0.6 

41.0 

8.5 

11.8 

31.6 

41.6 

4.1 

17.4 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学習塾・家庭教師

通信制の家庭学習教材

英会話など語学の習い事

絵画、音楽、習字、そろばんなどの習い事

野球、サッカー、水泳、ダンスなどスポーツ系の習い事

その他の習い事

通っていない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 25 で「7.通っていない」と答えた方におたずねします。 

問 25－１ 通っていない理由はなんですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「特に理由はない、わからない」が 50.6％で最も高く、次いで「通いたく

ない」が 30.7％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「特に理由はない、わからない」の割合が最も高く、小学生で

は 51.1％、中学生では 50.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「通いたいが通わせてもらえない」の割合は困窮層で特に高く、困窮層では

18.7％、周辺層では 6.8％、一般層では 5.5％となり、困窮度が高まるにつれて高くな

る。 

 

 

  

30.7 

7.8 

13.8 

50.6 

2.1 

32.7 

8.1 

9.4 

51.1 

2.7 

28.9 

7.6 

17.5 

50.2 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

通いたくない

通いたいが通わせてもらえない

その他

特に理由はない、わからない

無回答

全体
(N=486)

小学生
(N=223)

中学生
(N=263)

（％）

30.7 

7.8 

13.8 

50.6 

2.1 

29.3 

18.7 

14.7 

44.0 

2.7 

25.2 

6.8 

10.7 

64.1 

1.0 

32.8 

5.5 

14.6 

47.7 

2.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

通いたくない

通いたいが通わせてもらえない

その他

特に理由はない、わからない

無回答

全体
(N=486)

困窮層
(N=75)

周辺層
(N=103)

一般層
(N=308)

（％）
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問 29 あなたは、将来どの学校まで行きたいと思いますか。（あてはまる番号１つだけに

○） 

 

全体では、「大学」が 43.1％で最も高く、次いで「わからない・考えたことがない」

が 17.0％、「高等学校」が 16.2％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「大学」の割合が最も高く、小学生では 39.2％、中学生では

48.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

いずれの階層でも「大学」の割合が最も高いが、困窮層では 28.1％、周辺層では

33.5％、一般層では 46.4％と、困窮度が高まるにつれ低くなっている。また「高等学

校」については困窮度が高まるにつれて高くなり、困窮層では 24.0％、周辺層では

22.4％、一般層では 14.3％となっている。なお困窮層では、「わからない・考えたこと

がない」も 24.6％と比較的高い。 

 

 

 

  
0.9 

0.6 

1.2 

0.8 

16.2 

24.0 

22.4 

14.3 

3.0 

1.2 

3.6 

3.1 

43.1 

28.1 

33.5 

46.4 

3.3 

3.0 

3.0 

3.4 

13.7 

17.4 

13.3 

13.4 

0.8 

0.3 

1.0 

17.0 

24.6 

19.9 

15.8 

1.8 

1.2 

2.7 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

中学校 高等学校 短期大学 大学 大学院 専門学校 その他 わからない・考えたことがない 無回答

0.9 

1.4 

0.2 

16.2 

15.1 

18.0 

3.0 

2.3 

4.0 

43.1 

39.2 

48.6 

3.3 

3.6 

3.0 

13.7 

14.9 

11.9 

0.8 

1.0 

0.6 

17.0 

20.6 

12.1 

1.8 

2.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

中学校 高等学校 短期大学 大学 大学院 専門学校 その他 わからない・考えたことがない 無回答
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6. 子どもの生活  

 

 

問 13 あなたは、毎日の生活でどのようなときに楽しいと思いますか。（あてはまる番号

すべてに○） 

 

全体では、「友だちと過ごしているとき」が 87.8％で最も高く、次いで「テレビを観

ているとき」が 76.1％、「おうちの人と過ごしているとき」が 67.6％と続く 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「友だちと過ごしているとき」の割合が最も高く、小学生では

89.0％、中学生では 86.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

87.8 

67.6 

46.9 

20.7 

28.4 

36.8 

47.8 

76.1 

65.1 

51.4 

15.0 

43.1 

11.2 

28.3 

0.6 

3.7 

0.5 

89.0 

76.7 

45.9 

27.8 

34.5 

35.3 

50.1 

77.3 

69.9 

42.7 

20.1 

46.0 

13.2 

23.1 

0.2 

3.2 

0.6 

86.1 

54.8 

48.5 

10.7 

19.7 

39.2 

44.6 

74.5 

58.4 

63.9 

7.7 

39.2 

8.2 

35.7 

1.1 

4.6 

0.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

友だちと過ごしているとき

お家の人と過ごしているとき

学校で授業を受けているときや、クラブ活動に参加しているとき

地域の行事に参加しているとき

塾で勉強をしているときや習い事に通っているとき

買い物をしているとき

本を読んでいるとき

テレビを観ているとき

ゲームをしているとき

インターネットをしているとき（スマートフォンを含む）

地域のスポーツクラブに参加しているとき

食事をしているとき

勉強をしているとき

ひとりでいるとき

特に楽しいと思うときはない

その他

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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【生活困難世帯別】 

困窮層では、周辺層、一般層と比較して、「友達と過ごしているとき」（80.2％）、「お

家の人と過ごしているとき」（59.3％）、「学校で授業を受けているときや、クラブ活動

に参加しているとき」（38.9％）、「地域の行事に参加しているとき」（13.2％）、「塾で勉

強をしているときや習い事に通っているとき」（21.6％）、「本を読んでいるとき」

（37.7％）、「地域のスポーツクラブに参加しているとき」（10.2％）、「勉強していると

き」（5.4％）、の割合が低いが、「買い物をしているとき」（39.5％）、「ゲームをしてい

るとき」（67.7％）、「インターネットをしているとき（スマートフォン含む）」

（59.9％）、「ひとりでいるとき」（31.7％）、の割合は高い。 

 

 

 

 

  

87.8 

67.6 

46.9 

20.7 

28.4 

36.8 

47.8 

76.1 

65.1 

51.4 

15.0 

43.1 

11.2 

28.3 

0.6 

3.7 

0.5 

80.2 

59.3 

38.9 

13.2 

21.6 

39.5 

37.7 

74.9 

67.7 

59.9 

10.2 

41.9 

5.4 

31.7 

1.2 

2.4 

0.6 

85.5 

64.0 

44.4 

21.1 

24.2 

38.1 

44.7 

71.6 

65.6 

54.1 

12.1 

38.7 

10.0 

29.0 

0.6 

3.9 

1.2 

89.0 

69.0 

48.2 

21.4 

29.8 

36.2 

49.3 

77.2 

64.8 

50.1 

16.0 

44.1 

11.9 

27.8 

0.5 

3.8 

0.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

友だちと過ごしているとき

お家の人と過ごしているとき

学校で授業を受けているときや、クラブ活動に参加しているとき

地域の行事に参加しているとき

塾で勉強をしているときや習い事に通っているとき

買い物をしているとき

本を読んでいるとき

テレビを観ているとき

ゲームをしているとき

インターネットをしているとき（スマートフォンを含む）

地域のスポーツクラブに参加しているとき

食事をしているとき

勉強をしているとき

ひとりでいるとき

特に楽しいと思うときはない

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 14 あなたは放課後ふだん誰と過ごすことが多いですか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「学校の友だち」が 65.0％で最も高く、次いで「おうちの大人」が 57.6％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「学校の友だち」の割合が最も高く、小学生では 61.4％、中

学生では 70.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.0 

6.3 

57.6 

39.3 

2.9 

15.0 

2.5 

1.0 

61.4 

6.6 

59.3 

42.5 

3.6 

15.1 

2.0 

0.9 

70.0 

5.9 

55.2 

34.7 

2.0 

14.9 

3.2 

1.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の友だち

学校以外の友だち

おうちの大人

きょうだい

おうちの人以外の大人

ひとりでいる

その他

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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【生活困難世帯別】 

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「おうちの大人」（49.7％）の割合が低く、

「ひとりでいる」（19.2％）の割合が高い。 

 

 

  
65.0 

6.3 

57.6 

39.3 

2.9 

15.0 

2.5 

1.0 

62.3 

6.6 

49.7 

39.5 

0.6 

19.2 

3.6 

0.0 

64.7 

2.1 

57.4 

37.8 

2.7 

14.8 

2.4 

1.2 

65.3 

7.1 

58.3 

39.4 

3.2 

14.7 

2.4 

1.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の友だち

学校以外の友だち

おうちの大人

きょうだい

おうちの人以外の大人

ひとりでいる

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 15 あなたは放課後どこで過ごすことが多いですか。（あてはまる番号を３つまで選ん

で○） 

 

全体では、「自分の家」が 89.0％で最も高く、次いで「学校（クラブ活動など）」が

30.9％、「塾・習い事」が 30.5％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「自分の家」の割合が最も高く、小学生では 90.5％、中学生

では 87.3％となっている。 

また、小学生では「友だちの家」33.8％）、中学生では「学校（クラブ活動など）」

（59.1％）の割合も高い。 

  

89.0 

7.9 

0.7 

22.9 

30.5 

30.9 

0.8 

9.9 

1.4 

0.9 

0.6 

1.6 

0.8 

0.7 

5.4 

1.9 

0.4 

90.5 

10.1 

0.6 

33.8 

31.6 

11.1 

1.3 

15.3 

0.9 

1.1 

0.4 

2.0 

1.3 

1.1 

6.0 

2.2 

0.3 

87.3 

4.8 

1.0 

7.6 

28.9 

59.1 

0.1 

2.4 

2.1 

0.6 

1.0 

1.1 

0.1 

0.1 

4.6 

1.6 

0.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分の家

おばあさん・おじいさんの家

親せきの家（おばあさん・おじいさんの家を除く）

友だちの家

塾・習い事

学校（クラブ活動など）

学童保育所

公園

ゆめタウンなどのショッピングモール

コンビニ

ゲームセンター

図書館

コミュニティセンター

児童センターやくるめっ子館などの子どもの施設

地域のスポーツクラブ

その他

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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【生活困難世帯別】 

「公園」で過ごす割合は、困窮層では 14.4％、周辺層では 11.2％、一般層では

9.3％と、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

 

  

89.0 

7.9 

0.7 

22.9 

30.5 

30.9 

0.8 

9.9 

1.4 

0.9 

0.6 

1.6 

0.8 

0.7 

5.4 

1.9 

0.4 

90.4 

7.2 

0.6 

19.2 

22.2 

29.9 

0.6 

14.4 

1.2 

3.0 

1.8 

2.4 

1.2 

1.2 

3.6 

3.0 

0.0 

87.9 

9.4 

0.9 

24.8 

21.1 

32.6 

1.2 

11.2 

0.6 

1.2 

0.3 

1.8 

0.9 

0.6 

5.1 

2.1 

0.6 

89.0 

7.6 

0.7 

23.0 

33.0 

30.7 

0.7 

9.3 

1.6 

0.7 

0.6 

1.5 

0.7 

0.6 

5.7 

1.8 

0.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分の家

おばあさん・おじいさんの家

親せきの家（おばあさん・おじいさんの家を除く）

友だちの家

塾・習い事

学校（クラブ活動など）

学童保育所

公園

ゆめタウンなどのショッピングモール

コンビニ

ゲームセンター

図書館

コミュニティセンター

児童センターやくるめっ子館などの子どもの施設

地域のスポーツクラブ

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 22 あなたは、学校の授業時間以外に、１日あたりどれくらい読書をしますか（教科書

や参考書、マンガや雑誌をのぞきます）。（あてはまる番号 1 つだけに○） 

 

全体では、「30 分より少ない」が 33.7％で最も高く、次いで「まったくしない」が

29.4％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「30 分より少ない」（ともに 33.7％）の割合が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「まったくしない」の割合は、困窮層では 38.3％、周辺層では 30.8％、一般層では

28.3％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

  

29.4 

38.3 

30.8 

28.3 

33.7 

29.3 

31.1 

34.6 

22.1 

15.6 

22.1 

22.7 

9.9 

9.6 

10.3 

9.9 

2.0 

2.4 

1.8 

2.0 

2.2 

4.2 

2.7 

1.9 

0.7 

0.6 

1.2 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

まったくしない ３０分より少ない ３０分以上、１時間より少ない
１時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない ３時間以上
無回答

29.4 

26.7 

33.5 

33.7 

33.7 

33.7 

22.1 

24.8 

18.3 

9.9 

10.1 

9.6 

2.0 

1.9 

2.0 

2.2 

2.2 

2.1 

0.7 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

まったくしない ３０分より少ない ３０分以上、１時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない ３時間以上

無回答
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問 23 あなたは１日あたりどれくらいゲーム機や携帯電話（スマートフォン）を使います

か。（あてはまる番号１つだけに○） 

 

全体では、「1 時間以上、2 時間より少ない」が 23.6％で最も高く、次いで「30 分以

上、1 時間より少ない」が 21.7％と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「30 分以上、1 時間より少ない」が 23.6％で最も高く、中学生では「1 時

間以上、2 時間より少ない」が 24.7％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「１時間以上、２時間より少ない」「２時間以上、３時間より少ない」「３時間以上」

を合わせた割合をみると、困窮層では 63.5％、周辺層では 53.5％、一般層では 46.7％

と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

  

10.9 

13.1 

7.7 

17.3 

19.7 

14.0 

21.7 

23.6 

19.1 

23.6 

22.9 

24.7 

13.1 

10.1 

17.5 

12.1 

9.5 

16.0 

1.2 

1.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

まったくしない ３０分より少ない ３０分以上、１時間より少ない
１時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない ３時間以上
無回答

10.9 

10.2 

7.3 

11.6 

17.3 

10.2 

14.8 

18.5 

21.7 

16.2 

23.0 

22.0 

23.6 

24.0 

22.7 

23.9 

13.1 

14.4 

17.5 

12.1 

12.1 

25.1 

13.3 

10.7 

1.2 

0.0 

1.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

まったくしない ３０分より少ない ３０分以上、１時間より少ない
１時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない ３時間以上
無回答
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問 19 あなたのおこづかいについておたずねします。あなたの毎月のおこづかいはいくら

ですか。（時々もらう場合は、１か月あたりにするとどのくらいかで選んでください。

ただし、お年玉など臨時にもらうお金はのぞきます）（あてはまる番号１つだけに○） 

 

全体では、「必要なときにもらう」が 31.3％で最も高く、次いで「もらっていない」

が 19.3％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「必要なときにもらう」の割合が最も高く、小学生では

29.9％、中学生では 33.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

定額でおこづかいをもらっている割合は、困窮層では 54.6％、周辺層では 48.3％、

一般層では 47.3％と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

  

18.1 

27.2 

5.1 

15.1 

12.9 

18.3 

8.0 

3.1 

15.1 

4.4 

2.0 

7.9 

0.8 

0.2 

1.6 

1.5 

0.8 

2.5 

31.3 

29.9 

33.3 

19.3 

22.3 

15.1 

1.4 

1.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

１，０００円より少ない １，０００円台 ２，０００円台
３，０００円台 ４，０００円台 ５，０００円以上
必要な時にもらう もらっていない 無回答

18.1 

15.6 

16.0 

18.8 

15.1 

16.8 

17.2 

14.6 

8.0 

12.6 

8.2 

7.5 

4.4 

7.8 

4.2 

4.2 

0.8 

1.2 

0.8 

1.5 

1.8 

1.5 

1.4 

31.3 

28.7 

30.5 

31.7 

19.3 

15.6 

19.6 

19.6 

1.4 

1.2 

1.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

１，０００円より少ない １，０００円台 ２，０００円台
３，０００円台 ４，０００円台 ５，０００円以上
必要な時にもらう もらっていない 無回答



第３章 子ども編 

 

72 

 

問 19 で「1～7（おこづかいをもらっている）」と答えた方におたずねします。 

問 19－１ おこづかいは何に使っていますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「菓子やジュース」が 54.2％で最も高く、次いで「貯金」が 41.8％と続

く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「菓子やジュース」の割合が最も高く、小学生では 58.8％、

中学生では 48.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.3 

16.1 

29.5 

26.5 

54.2 

13.5 

22.2 

6.3 

41.8 

11.4 

0.4 

11.7 

2.0 

24.2 

21.6 

24.4 

25.9 

58.8 

6.8 

23.2 

2.0 

44.3 

5.4 

0.2 

7.9 

2.4 

35.8 

9.1 

35.9 

27.3 

48.4 

22.3 

20.8 

11.9 

38.3 

19.2 

0.8 

16.7 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校で使う必要なもの

おもちゃ（ボールなど運動・遊び道具も含む）

本

マンガ

菓子やジュース

食事

ゲーム関連

音楽関連

貯金

衣服・バック等

携帯電話代

その他

無回答

全体
(N=1801)

小学生
(N=1015)

中学生
(N=783)

（％）
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【生活困難世帯別】 

「貯金」の割合は、困窮層では 36.0％、周辺層では 40.2％、一般層では 42.7％とな

り、困窮度が高まるにつれて低くなる。 

一方、「学校で使う必要なもの」の割合は、困窮層では 33.1％、周辺層では 31.8％、

一般層では 28.3％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「菓子やジュース」の割合も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層

では 56.8％、周辺層では 55.9％、一般層では 53.6％となっている。 

「衣服・バック等」も同様の傾向を示し、困窮層では 13.7％、周辺層では 11.9％、

一般層では 11.0％となっている。 

 

 

  

29.3 

16.1 

29.5 

26.5 

54.2 

13.5 

22.2 

6.3 

41.8 

11.4 

0.4 

11.7 

2.0 

33.1 

17.3 

24.5 

25.2 

56.8 

19.4 

27.3 

7.2 

36.0 

13.7 

0.7 

10.1 

2.9 

31.8 

11.1 

31.0 

23.0 

55.9 

11.9 

20.7 

4.2 

40.2 

11.9 

0.0 

8.8 

2.3 

28.3 

17.0 

29.7 

27.4 

53.6 

13.2 

22.0 

6.6 

42.7 

11.0 

0.5 

12.5 

1.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校で使う必要なもの

おもちゃ（ボールなど運動・遊び道具も含む）

本

マンガ

菓子やジュース

食事

ゲーム関連

音楽関連

貯金

衣服・バック等

携帯電話代

その他

無回答

全体
(N=1801)

困窮層
(N=139)

周辺層
(N=261)

一般層
(N=1397)

（％）
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問 20 あなたが持っているものや、自由に使うことができるものを教えてください。（あ

てはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「自転車」が 87.4％で最も高く、次いで「子ども部屋」が 74.1％、「本」

が 71.3％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「自転車」の割合が最も高く、小学生では 86.9％、中学生で

は 88.3％となっている。また、中学生では小学生と比較して「スマートフォン・タブ

レット機器」（59.0％）、「インターネットにつながるパソコン」（33.2％）、「化粧品・ア

クセサリー」（28.5％）の割合が特に高い。 

 

 

 

  

71.3 

67.2 

74.1 

22.2 

64.0 

67.7 

87.4 

65.4 

33.2 

42.1 

21.7 

38.3 

62.2 

0.3 

2.0 

68.1 

64.0 

70.7 

14.6 

63.6 

68.5 

86.9 

63.0 

30.8 

30.4 

17.0 

40.2 

65.6 

0.3 

1.7 

76.1 

71.9 

79.0 

33.2 

64.6 

66.9 

88.3 

69.1 

36.8 

59.0 

28.5 

35.7 

57.4 

0.3 

2.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

本（学校の教科書やマンガはのぞく）

マンガ・雑誌

子ども部屋（ひとり部屋や、きょうだいと一緒に使っている部屋）

インターネットにつながるパソコン

運動用具（ボール・ラケットなど）

ゲーム機

自転車

テレビ

携帯電話

スマートフォン・タブレット機器（ラインやツイッター、フェイスブックなどができるもの）

化粧品・アクセサリー

習い事などの道具（ピアノなど）

キャラクターグッズ（文具・雑貨・おもちゃなど）

あてはまるものがない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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【生活困難世帯別】 

「インターネットにつながるパソコン」「運動用具（ボール・ラケットなど）」「自転

車」「テレビ」「習い事などの道具（ピアノなど）」「キャラクターグッズ（文具・雑貨・

おもちゃなど）」は、困窮度が高まるにつれ低くなる。特に「習い事などの道具（ピア

ノなど）」について、困窮層は 21.0％、一般層は 41.5％と大きな差がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.3 

67.2 

74.1 

22.2 

64.0 

67.7 

87.4 

65.4 

33.2 

42.1 

21.7 

38.3 

62.2 

0.3 

2.0 

65.9 

64.1 

65.3 

16.2 

49.7 

63.5 

81.4 

60.5 

32.9 

47.9 

20.4 

21.0 

54.5 

0.6 

2.4 

65.3 

60.4 

63.4 

19.0 

58.6 

75.2 

83.7 

62.2 

32.6 

46.2 

23.3 

29.3 

59.2 

0.9 

1.8 

73.0 

68.7 

76.8 

23.3 

66.4 

66.8 

88.6 

66.6 

33.2 

40.7 

21.4 

41.5 

63.5 

0.2 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

本（学校の教科書やマンガはのぞく）

マンガ・雑誌

子ども部屋（ひとり部屋や、きょうだいと一緒に使っている部屋）

インターネットにつながるパソコン

運動用具（ボール・ラケットなど）

ゲーム機

自転車

テレビ

携帯電話

スマートフォン・タブレット機器（ラインやツイッター、フェイスブックなどができるもの）

化粧品・アクセサリー

習い事などの道具（ピアノなど）

キャラクターグッズ（文具・雑貨・おもちゃなど）

あてはまるものがない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 21 今欲しいものがあって、お金がない場合はどうしていますか。（あてはまる番号 1

つだけに○） 

 

全体では、「家族などに買ってもらう」が 31.0％で最も高く、次いで「誕生日などに

プレゼントしてもらう」が 27.1％と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「誕生日などにプレゼントしてもらう」が 35.2％で最も高く、中学生で

は「家族などに買ってもらう」が 38.0％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「買うことをあきらめる」の割合は、周辺層の 18.1％、一般層の 17.8％に対し、困

窮層では 24.6％と高くなっている。 

 

 

 

  

31.0 

26.2 

38.0 

17.9 

15.5 

21.5 

27.1 

35.2 

15.5 

18.4 

17.2 

20.1 

4.9 

5.3 

4.3 

0.7 

0.8 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

家族などに買ってもらう おこづかいやお年玉などでやりくりをして買う
誕生日などにプレゼントしてもらう 買うことをあきらめる
その他 無回答

31.0 

25.1 

34.7 

30.9 

17.9 

21.0 

14.5 

18.3 

27.1 

25.1 

27.5 

27.2 

18.4 

24.6 

18.1 

17.8 

4.9 

3.6 

4.2 

5.1 

0.7 

0.6 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

家族などに買ってもらう おこづかいやお年玉などでやりくりをして買う
誕生日などにプレゼントしてもらう 買うことをあきらめる
その他 無回答
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問 16 親せきのことについて教えてください（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「親せきからおこづかいやお年玉をもらう」が 74.7％で最も高く、次いで

「親せきの家へ遊びにいく」が 64.2％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「親せきからおこづかいやお年玉をもらう」の割合が最も高

く、小学生で 73.6％、中学生では 76.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「親せきからおこづかいやお年玉をもらう」の割合は、困窮層では 62.9％、周辺祖

では 70.4％、一般層では 76.7％となり、困窮度が高まるにつれて低くなる。「親せきと

一緒に遊びにいく」も同様に困窮度が高まるにつれて低くなっており、困窮層では

41.9％、周辺層では 44.4％、一般層では 46.5％となっている。 

 

 

 

 

  

42.3 

64.2 

74.7 

46.0 

8.2 

2.4 

44.0 

65.7 

73.6 

51.2 

7.7 

2.3 

40.1 

62.2 

76.3 

38.5 

9.0 

2.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

親せきが自分の家に遊びにくる

親せきの家へ遊びにいく

親せきからおこづかいやお年玉をもらう

親せきと一緒に遊びにいく

親せきと付き合いがない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）

42.3 

64.2 

74.7 

46.0 

8.2 

2.4 

37.1 

59.9 

62.9 

41.9 

16.2 

3.6 

36.3 

59.5 

70.4 

44.4 

10.3 

3.9 

43.9 

65.5 

76.7 

46.5 

7.1 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

親せきが自分の家に遊びにくる

親せきの家へ遊びにいく

親せきからおこづかいやお年玉をもらう

親せきと一緒に遊びにいく

親せきと付き合いがない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 17 近所の人のことについて教えてください（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「あいさつをする」が 87.5％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「あいさつをする」の割合が最も高く、小学生では 87.5％、

中学生では 87.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「近所の人と付き合いがない」の割合は、困窮層では 21.0％、周辺層では 15.7％、

一般層では 10.7％と、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

 

 

  

87.5 

9.8 

12.2 

11.0 

12.1 

1.3 

87.5 

12.6 

17.3 

15.2 

11.9 

1.4 

87.7 

5.8 

5.0 

5.1 

12.5 

1.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

あいさつをする

近所の人がよく家に遊びにくる

近所の人の家へ遊びにいく

近所の人と一緒に遊びにいくことがある

近所の人と付き合いがない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）

87.5 

9.8 

12.2 

11.0 

12.1 

1.3 

81.4 

5.4 

9.6 

9.0 

21.0 

0.6 

87.3 

5.7 

11.2 

6.9 

15.7 

1.2 

88.2 

10.9 

12.7 

11.9 

10.7 

1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

あいさつをする

近所の人がよく家に遊びにくる

近所の人の家へ遊びにいく

近所の人と一緒に遊びにいくことがある

近所の人と付き合いがない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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7. 自己肯定感  

 

 

問 30 あなたは、自分自身のことをどう思いますか。（それぞれ１つに○） 

１.自分に自信がある 

 

全体では、「あてはまる」（20.1％）、「どちらかといえばあてはまる」（41.1％）を合

わせると 61.5％となっている。 

 

【学年別】 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合をみると、小学生で

は 69.3％、中学生では 50.3％と、小学生の方が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、困窮層では

46.7％、周辺層では 56.8％、一般層では 63.6％と、困窮度が高まるにつれて自己肯定

感は低くなっている。 

 

 

 

 

  

20.1 

25.3 

12.8 

41.4 

44.0 

37.5 

25.6 

19.7 

34.2 

10.5 

8.5 

13.5 

2.4 

2.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

20.1 

10.8 

17.2 

21.4 

41.4 

35.9 

39.6 

42.2 

25.6 

29.3 

28.7 

24.7 

10.5 

21.6 

11.8 

9.3 

2.4 

2.4 

2.7 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【学校の授業時間外の読書時間別】 

前出の問 22「学校の授業時間外の読書時間」（p.69 参照）の回答別に、自己肯定感

【自分に自信がある】について集計した。「あてはまる」と「どちらかといえばあては

まる」を合わせた割合をみると、授業時間外の読書を「まったくしない」と回答したグ

ループで比較的低く、55.5％となっている。その他のグループではいずれも 60％以上

となっている。 

 

 

 

  

20.1 

15.4 

20.8 

23.1 

24.8 

22.2 

24.5 

41.4 

40.1 

42.8 

43.2 

38.1 

37.8 

36.7 

25.6 

28.4 

24.9 

24.5 

23.5 

26.7 

20.4 

10.5 

13.8 

8.4 

7.6 

12.4 

13.3 

16.3 

2.4 

2.4 

3.1 

1.6 

1.3 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学校の授業時間外の読書時間＞

まったくしない
(N=669)

３０分より少ない
(N=766)

３０分以上、１時間より少ない
(N=502)

１時間以上、２時間より少ない
(N=226)

２時間以上、３時間より少ない
(N=45)

３時間以上
(N=49)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談

者」（p.122 参照）の回答別に、その子どもの自己肯定感【自分に自信がある】につい

て集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合が低いのは、保護者が相談相手に「公的な

相談窓口（市役所等）」を選んだグループで 27.8％、「子どもが通う学校等」を選んだ

グループで 30.8％となっており、保護者が公的機関に相談するという家庭の子ども

は、【自分に自信がある】という自己肯定感が比較的低いといえる。 

 

 

 

 

 

 

  

11.8 

17.3 

7.4 

7.7 

9.1 

10.3 

33.3 

30.8 

25.9 

23.1 

36.4 

50.0 

50.0 

27.8 

69.2 

30.8 

28.6 

32.3 

28.8 

48.1 

46.2 

54.5 

50.0 

50.0 

38.9 

3.8 

33.3 

42.9 

19.4 

19.2 

11.1 

23.1 

50.0 

50.0 

22.2 

26.9 

20.5 

14.3 

3.2 

3.8 

7.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

11.1 

0.0 

5.1 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=93)

友人・知人
(N=52)

職場の人
(N=27)

子どもが通う学校等
(N=13)

子どもの友達の親
(N=11)

近所の人・地域の人
(N=2)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=2)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=2)

民生委員・児童委員
(N=1)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=18)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=26)

相談しない（相談しなかった）
(N=39)

その他
(N=7)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分に自信がある】について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合が低いのは、保護者が相談相手に「職場の

人」を選んだグループで 43.8％、「公的な相談窓口（市役所等）」を選んだグループで

46.2％となっている。 

 

 

 

  18.3 

13.9 

10.5 

21.7 

28.0 

33.3 

100.0 

7.7 

15.6 

12.9 

37.7 

37.4 

33.3 

30.4 

32.0 

33.3 

100.0 

50.0 

38.5 

43.8 

46.8 

50.0 

30.4 

30.4 

38.6 

30.4 

36.0 

33.3 

33.3 

50.0 

23.1 

21.9 

27.4 

50.0 

11.0 

14.8 

14.0 

13.0 

33.3 

30.8 

18.8 

9.7 

2.6 

3.5 

3.5 

4.3 

4.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=191)

友人・知人
(N=115)

職場の人
(N=57)

子どもが通う学校等
(N=23)

子どもの友達の親
(N=25)

近所の人・地域の人
(N=6)

子育てサークル団体
(N=1)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=3)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=1)

民生委員・児童委員
(N=2)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=13)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=32)

相談しない（相談しなかった）
(N=62)

その他
(N=4)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分に自信がある】について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、保護者が「適当な相談相手がいない

（いなかった）」を選んだグループでも 50.8％となるなど、自己肯定感のある子どもが

おおむね半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

  

21.9 

21.3 

20.5 

21.4 

23.3 

20.9 

20.0 

20.0 

25.0 

33.3 

15.4 

18.0 

15.4 

23.9 

43.0 

42.2 

41.0 

35.0 

41.4 

39.5 

20.0 

25.0 

33.3 

50.0 

32.8 

42.6 

32.6 

23.5 

24.7 

22.7 

19.4 

23.8 

30.2 

20.0 

60.0 

37.5 

26.9 

26.2 

30.8 

19.6 

9.0 

10.0 

12.3 

19.4 

8.6 

7.0 

40.0 

20.0 

12.5 

33.3 

7.7 

21.3 

9.2 

13.0 

2.7 

1.8 

3.5 

4.9 

2.9 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

2.1 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=1116)

友人・知人
(N=663)

職場の人
(N=317)

子どもが通う学校等
(N=103)

子どもの友達の親
(N=210)

近所の人・地域の人
(N=43)

子育てサークル団体
(N=5)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=5)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=8)

民生委員・児童委員
(N=3)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=26)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=61)

相談しない（相談しなかった）
(N=195)

その他
(N=46)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【近所での付き合いの状況別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状

況」（p.149 参照）の回答別に、その子どもの自己肯定感【自分に自信がある】につい

て集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、近所付き合いの程度が

浅い家庭ほど子どもの自己肯定感が低くなる傾向がみられ、「あてはまる」と「どちら

かといえばあてはまる」を合わせた割合は、近所付き合いについて「ほとんど付き合い

がない」としたグループで 26.9％、「挨拶をする程度」というグループで 43.2％など、

半数を下回る結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近所での付き合いの状況別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状況」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分に自信がある】について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、近所付き合いについて「ほとんど付き

合いがない」とした家庭の子どもで 43.4％と低く、半数を下回る結果となった。 

 

 

  

50.0 

27.3 

7.7 

6.2 

11.5 

50.0 

31.8 

46.2 

37.0 

15.4 

27.3 

30.8 

28.4 

30.8 

13.6 

12.8 

21.0 

42.3 

0.0 

0.0 

2.6 

7.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=2)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=22)

世間話をする程度
(N=39)

挨拶をする程度
(N=81)

ほとんど付き合いがない
(N=26)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

30.8 

15.9 

20.4 

13.8 

21.7 

23.1 

44.4 

36.6 

44.2 

21.7 

30.8 

28.6 

30.1 

25.4 

43.5 

7.7 

9.5 

9.7 

14.5 

8.7 

7.7 

1.6 

3.2 

2.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=13)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=63)

世間話をする程度
(N=93)

挨拶をする程度
(N=138)

ほとんど付き合いがない
(N=23)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【近所での付き合いの状況別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状況」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分に自信がある】について集計したところ、「あ

てはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、近所付き合いについ

て「ほとんど付き合いがない」とした家庭の子どもで 56.7％と比較的低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体への所属経験別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 15「団体への所属経験」（p.150 参

照）の回答別に、その子どもの自己肯定感【自分に自信がある】について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、保護者が団体に「所属

したことがない」と回答した家庭の子どもは、自己肯定感【自分に自信がある】が比較

的低く、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は 35.8％に

とどまっている。 

 

 

  

20.0 

15.3 

13.2 

5.7 

4.8 

20.0 

36.1 

39.6 

48.6 

31.0 

40.0 

25.0 

25.3 

25.7 

31.0 

20.0 

19.4 

16.5 

14.3 

33.3 

0.0 

4.2 

5.5 

5.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=15)

自治会
(N=72)

子ども会
(N=91)

校区で活動する組織
(N=35)

所属したことがない
(N=42)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

19.4 

24.0 

20.0 

21.1 

21.6 

48.6 

40.0 

44.2 

42.1 

35.1 

19.4 

25.3 

24.4 

25.3 

23.0 

6.9 

8.7 

9.5 

9.0 

14.9 

5.6 

2.1 

1.9 

2.5 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=72)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=438)

世間話をする程度
(N=525)

挨拶をする程度
(N=648)

ほとんど付き合いがない
(N=74)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【団体への所属経験別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 15「団体への所属経験の回答別に、その子ど

もの自己肯定感【自分に自信がある】について集計したところ、保護者が団体に「所属

したことがない」と回答した家庭の子どもは、自己肯定感【自分に自信がある】が比較

的低く、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は 50.7％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体への所属経験別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 15「団体への所属経験の回答別に、その子ど

もの自己肯定感【自分に自信がある】について集計したところ、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、いずれのグループでも 60％を超えて

いる。 

 

 

 

 

  

21.5 

20.3 

20.5 

23.8 

26.1 

42.7 

43.7 

43.0 

38.3 

35.9 

23.2 

25.5 

24.8 

27.1 

26.5 

9.3 

8.1 

9.1 

8.1 

9.4 

3.3 

2.5 

2.6 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=246)

自治会
(N=893)

子ども会
(N=1088)

校区で活動する組織
(N=420)

所属したことがない
(N=287)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

23.5 

23.9 

18.2 

26.5 

12.7 

35.3 

38.1 

40.7 

32.4 

38.0 

32.4 

26.9 

29.2 

32.4 

26.6 

8.8 

11.2 

10.5 

8.8 

15.2 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=34)

自治会
(N=134)

子ども会
(N=209)

校区で活動する組織
(N=68)

所属したことがない
(N=79)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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問 30 あなたは、自分自身のことをどう思いますか。（それぞれ１つに○） 

２. 自分の将来の夢や目標を持っている 

 

全体では、「あてはまる」（50.3％）、「どちらかといえばあてはまる」（24.6％）を合

わせると 74.9％となっている。 

 

【学年別】 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合をみると、小学生で

は 82.6％、中学生では 63.9％と、小学生の方が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、困窮層では

69.5％、周辺層では 73.8％、一般層では 75.6％と、困窮度が高まるにつれて自己肯定

感は低くなっている。 

 

 

 

  

50.3 

60.1 

36.4 

24.6 

22.5 

27.5 

14.3 

8.7 

22.2 

8.8 

6.7 

11.9 

2.1 

2.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

50.3 

44.9 

52.3 

50.4 

24.6 

24.6 

21.5 

25.2 

14.3 

18.0 

14.2 

14.0 

8.8 

10.8 

9.4 

8.5 

2.1 

1.8 

2.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【学校の授業時間外の読書時間別】 

前出の問 22「学校の授業時間外の読書時間」の回答別に、自己肯定感【自分の将来

の夢や目標を持っている】について集計した。「あてはまる」と「どちらかといえばあ

てはまる」を合わせた割合をみると、授業時間外の読書を「まったくしない」と回答し

たグループで比較的低く、65.7％となっている。その他のグループではいずれも 75％

を超えている。 

 

 

 

 

  
50.3 

40.1 

52.7 

56.6 

57.1 

57.8 

57.1 

24.6 

25.6 

25.5 

21.7 

26.1 

26.7 

18.4 

14.3 

17.3 

14.2 

12.7 

9.3 

11.1 

10.2 

8.8 

14.6 

5.4 

7.4 

6.6 

4.4 

12.2 

2.1 

2.4 

2.2 

1.6 

0.9 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学校の授業時間外の読書時間＞

まったくしない
(N=669)

３０分より少ない
(N=766)

３０分以上、１時間より少ない
(N=502)

１時間以上、２時間より少ない
(N=226)

２時間以上、３時間より少ない
(N=45)

３時間以上
(N=49)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談

者」の回答別に、その子どもの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】につ

いて集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合が低いのは、「相談しない（相談しなかっ

た）」と回答した家庭の子どもで 61.6％、「適当な相談相手がいない（いなかった）」と

回答した家庭の子どもで 65.4％、「公的な相談窓口（市役所等）」と回答した家庭の子

どもで 66.7％などとなっている。 

 

 

  45.2 

42.3 

40.7 

46.2 

9.1 

50.0 

38.9 

30.8 

38.5 

57.1 

22.6 

28.8 

33.3 

30.8 

72.7 

50.0 

100.0 

27.8 

34.6 

23.1 

14.3 

20.4 

21.2 

18.5 

7.7 

18.2 

50.0 

16.7 

19.2 

12.8 

14.3 

9.7 

5.8 

3.7 

15.4 

50.0 

5.6 

15.4 

20.5 

2.2 

1.9 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

11.1 

0.0 

5.1 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=93)

友人・知人
(N=52)

職場の人
(N=27)

子どもが通う学校等
(N=13)

子どもの友達の親
(N=11)

近所の人・地域の人
(N=2)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=2)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=2)

民生委員・児童委員
(N=1)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=18)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=26)

相談しない（相談しなかった）
(N=39)

その他
(N=7)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】について集計

した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合が低いのは、「相談しない（相談しなかっ

た）」と回答した家庭の子どもで 66.2％、「公的な相談窓口（市役所等）」と回答した家

庭の子どもで 69.3％となっている。 

 

 

  52.4 

51.3 

56.1 

56.5 

56.0 

100.0 

33.3 

100.0 

100.0 

46.2 

65.6 

46.8 

25.0 

22.5 

22.6 

24.6 

17.4 

20.0 

23.1 

12.5 

19.4 

75.0 

14.1 

16.5 

7.0 

13.0 

12.0 

33.3 

7.7 

9.4 

17.7 

8.4 

6.1 

8.8 

8.7 

8.0 

100.0 

23.1 

12.5 

12.9 

2.6 

3.5 

3.5 

4.3 

4.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=191)

友人・知人
(N=115)

職場の人
(N=57)

子どもが通う学校等
(N=23)

子どもの友達の親
(N=25)

近所の人・地域の人
(N=6)

子育てサークル団体
(N=1)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=3)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=1)

民生委員・児童委員
(N=2)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=13)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=32)

相談しない（相談しなかった）
(N=62)

その他
(N=4)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】について集計

した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、保護者が「公的な相談窓口（市役所

等）」に相談すると回答した家庭の子どもで比較的低く、69.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.7 

50.5 

47.9 

45.6 

56.2 

53.5 

20.0 

20.0 

62.5 

33.3 

23.1 

45.9 

47.2 

39.1 

24.7 

24.1 

25.6 

30.1 

24.3 

20.9 

40.0 

40.0 

25.0 

46.2 

27.9 

26.7 

21.7 

14.2 

15.1 

13.6 

10.7 

10.0 

14.0 

20.0 

20.0 

12.5 

66.7 

11.5 

11.5 

13.3 

15.2 

8.1 

8.7 

9.5 

8.7 

7.1 

9.3 

20.0 

20.0 

19.2 

13.1 

10.8 

13.0 

2.3 

1.5 

3.5 

4.9 

2.4 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

2.1 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=1116)

友人・知人
(N=663)

職場の人
(N=317)

子どもが通う学校等
(N=103)

子どもの友達の親
(N=210)

近所の人・地域の人
(N=43)

子育てサークル団体
(N=5)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=5)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=8)

民生委員・児童委員
(N=3)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=26)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=61)

相談しない（相談しなかった）
(N=195)

その他
(N=46)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【近所での付き合いの状況別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状

況」の回答別に、その子どもの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】につ

いて集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、近所付き合いについて

「ほとんど付き合いがない」とした家庭の子どもでは、「あてはまる」の割合が 38.5％

と比較的低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近所での付き合いの状況別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状況」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】について集計

した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、近所付き合いについて

「ほとんど付き合いがない」とした家庭の子どもでは、「あてはまる」の割合が 26.1％

で最も低い。 

 

 

 

 

  

59.1 

41.0 

44.4 

38.5 

50.0 

27.3 

17.9 

24.7 

26.9 

50.0 

9.1 

28.2 

16.0 

11.5 

4.5 

10.3 

8.6 

23.1 

0.0 

0.0 

2.6 

6.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=2)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=22)

世間話をする程度
(N=39)

挨拶をする程度
(N=81)

ほとんど付き合いがない
(N=26)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

76.9 

52.4 

49.5 

56.5 

26.1 

7.7 

17.5 

23.7 

19.6 

43.5 

7.7 

17.5 

12.9 

13.8 

17.4 

11.1 

10.8 

8.0 

8.7 

7.7 

1.6 

3.2 

2.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=13)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=63)

世間話をする程度
(N=93)

挨拶をする程度
(N=138)

ほとんど付き合いがない
(N=23)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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46.7 

43.1 

48.4 

40.0 

45.2 

20.0 

27.8 

26.4 

28.6 

23.8 

26.7 

11.1 

13.2 

17.1 

19.0 

6.7 

13.9 

6.6 

11.4 

11.9 

0.0 

4.2 

5.5 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=15)

自治会
(N=72)

子ども会
(N=91)

校区で活動する組織
(N=35)

所属したことがない
(N=42)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

 

【近所での付き合いの状況別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状況」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】について集計

した。 

近所付き合いの程度が浅くなるほど子どもの自己肯定感は低くなる傾向がみられ、

「ほとんど付き合いがない」とした家庭の子どもでは、「あてはまる」の割合が 40.5％

と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体への所属経験別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 15「団体への所属経験」の回答別

に、その子どもの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】について集計し

た。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合をみると、「校区で活動する組織」や、団

体に「所属したことがない」と回答した家庭の子どもで比較的低く、70％未満となって

いる。 

 

 

 

 

  

58.3 

52.3 

51.4 

48.3 

40.5 

19.4 

24.2 

24.0 

26.9 

29.7 

11.1 

13.0 

14.7 

14.4 

16.2 

6.9 

8.7 

8.6 

8.3 

8.1 

4.2 

1.8 

1.3 

2.2 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=72)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=438)

世間話をする程度
(N=525)

挨拶をする程度
(N=648)

ほとんど付き合いがない
(N=74)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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58.8 

59.7 

54.5 

52.9 

43.0 

17.6 

17.9 

20.1 

10.3 

25.3 

14.7 

14.9 

14.8 

20.6 

13.9 

8.8 

7.5 

9.1 

16.2 

10.1 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=34)

自治会
(N=134)

子ども会
(N=209)

校区で活動する組織
(N=68)

所属したことがない
(N=79)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

48.8 

49.4 

49.2 

51.0 

53.0 

22.8 

26.2 

26.2 

25.7 

22.0 

16.3 

13.2 

12.8 

13.3 

17.4 

10.2 

9.2 

9.7 

7.6 

5.9 

2.0 

2.0 

2.1 

2.4 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=246)

自治会
(N=893)

子ども会
(N=1088)

校区で活動する組織
(N=420)

所属したことがない
(N=287)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

 

【団体への所属経験別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 15「団体への所属経験の回答別に、その子ど

もの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】について集計したところ、保護

者が団体に「所属したことがない」と回答した家庭の子どもは、「あてはまる」と回答

した割合が特徴的に低く、43.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体への所属経験別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 15「団体への所属経験の回答別に、その子ど

もの自己肯定感【自分の将来の夢や目標を持っている】について集計したところ、「あ

てはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、いずれのグループで

も 70％を超えている。 
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問 30 あなたは、自分自身のことをどう思いますか。（それぞれ１つに○） 

３. 将来のためにも、今、頑張りたいと思う 

 

全体では、「あてはまる」（50.8％）、「どちらかといえばあてはまる」（33.3％）を合

わせると 84.1％となっている。 

 

【学年別】 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合をみると、小学生で

は 83.3％、中学生では 85.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】 

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、困窮層では

77.8％、周辺層では 82.7％、一般層では 84.9％と、困窮度が高まるにつれて自己肯定

感は低くなっている。 

 

 

 

 

 

  

50.8 

53.4 

47.0 

33.3 

29.9 

38.4 

9.2 

9.4 

8.8 

4.1 

4.6 

3.5 

2.6 

2.8 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

50.8 

43.7 

47.1 

52.2 

33.3 

34.1 

35.6 

32.7 

9.2 

9.6 

10.0 

9.0 

4.1 

9.0 

4.2 

3.7 

2.6 

3.6 

3.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【学校の授業時間外の読書時間別】 

前出の問 22「学校の授業時間外の読書時間」の回答別に、自己肯定感【将来のため

にも、今、頑張りたいと思う】について集計した。授業時間外の読書を「まったくしな

い」と回答したグループでは、「あてはまる」の割合が 40.4％と比較的低い。「あては

まる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせてみると、授業時間外の読書時間の

違いによる大きな差はみられない。 

 

 

 

  
50.8 

40.4 

54.4 

57.2 

55.3 

55.6 

55.1 

33.3 

37.1 

32.6 

29.7 

34.1 

26.7 

28.6 

9.2 

12.1 

8.4 

7.8 

7.1 

8.9 

6.1 

4.1 

7.9 

1.4 

3.2 

2.2 

8.9 

8.2 

2.6 

2.5 

3.1 

2.2 

1.3 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学校の授業時間外の読書時間＞

まったくしない
(N=669)

３０分より少ない
(N=766)

３０分以上、１時間より少ない
(N=502)

１時間以上、２時間より少ない
(N=226)

２時間以上、３時間より少ない
(N=45)

３時間以上
(N=49)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談

者」の回答別に、その子どもの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】

について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、自己肯定感が比較的低

いのは、保護者が相談相手に「公的な相談窓口（市役所等）」と回答した家庭の子ども

で、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせて 61.1％となってい

る。 

 

 

 

 

  

45.2 

46.2 

40.7 

53.8 

36.4 

50.0 

50.0 

33.3 

34.6 

30.8 

57.1 

36.6 

32.7 

37.0 

23.1 

27.3 

50.0 

27.8 

46.2 

41.0 

28.6 

6.5 

9.6 

14.8 

7.7 

36.4 

50.0 

50.0 

11.1 

11.5 

2.6 

7.5 

7.7 

15.4 

50.0 

11.1 

7.7 

17.9 

4.3 

3.8 

7.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

16.7 

0.0 

7.7 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=93)

友人・知人
(N=52)

職場の人
(N=27)

子どもが通う学校等
(N=13)

子どもの友達の親
(N=11)

近所の人・地域の人
(N=2)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=2)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=2)

民生委員・児童委員
(N=1)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=18)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=26)

相談しない（相談しなかった）
(N=39)

その他
(N=7)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（周辺層）】  

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】について

集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、「相談しない（相談しなかった）」と回

答した家庭の子どもで 75.8％と比較的低くなっている。 

 

 

 

 

 

  

49.2 

46.1 

43.9 

43.5 

48.0 

83.3 

100.0 

100.0 

46.2 

53.1 

37.1 

50.0 

35.6 

35.7 

36.8 

34.8 

36.0 

16.7 

100.0 

33.3 

46.2 

37.5 

38.7 

25.0 

7.9 

9.6 

12.3 

8.7 

8.0 

33.3 

6.3 

14.5 

25.0 

4.7 

5.2 

3.5 

8.7 

4.0 

7.7 

3.1 

4.8 

2.6 

3.5 

3.5 

4.3 

4.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=191)

友人・知人
(N=115)

職場の人
(N=57)

子どもが通う学校等
(N=23)

子どもの友達の親
(N=25)

近所の人・地域の人
(N=6)

子育てサークル団体
(N=1)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=3)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=1)

民生委員・児童委員
(N=2)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=13)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=32)

相談しない（相談しなかった）
(N=62)

その他
(N=4)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【相談相手別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】について

集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」を合わせた割合が低いのは、保護者の相談先を「公的な相

談窓口（市役所等）」と回答した家庭の子どもで 76.9％、相談先を「子どもが通う学校

等」と回答した家庭の子どもで 77.7％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.6 

50.4 

49.8 

44.7 

50.5 

53.5 

20.0 

40.0 

50.0 

66.7 

34.6 

47.5 

51.3 

52.2 

33.8 

33.6 

33.8 

33.0 

35.2 

39.5 

60.0 

40.0 

37.5 

33.3 

42.3 

39.3 

34.4 

26.1 

9.1 

9.8 

6.3 

9.7 

8.1 

2.3 

20.0 

20.0 

12.5 

11.5 

8.2 

9.2 

8.7 

3.8 

4.4 

6.3 

6.8 

2.9 

2.3 

11.5 

3.3 

3.6 

2.2 

2.8 

1.8 

3.8 

5.8 

3.3 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

1.5 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族
(N=1116)

友人・知人
(N=663)

職場の人
(N=317)

子どもが通う学校等
(N=103)

子どもの友達の親
(N=210)

近所の人・地域の人
(N=43)

子育てサークル団体
(N=5)

ＮＰＯなど民間の団体
(N=5)

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）
(N=8)

民生委員・児童委員
(N=3)

公的な相談窓口（市役所等）
(N=26)

適当な相談相手がいない（いなかった）
(N=61)

相談しない（相談しなかった）
(N=195)

その他
(N=46)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【近所での付き合いの状況別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状

況」の回答別に、その子どもの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】

について集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、近所付き合いの程度が

浅い家庭ほど子どもの自己肯定感が低くなる傾向がみられ、「あてはまる」と「どちら

かといえばあてはまる」を合わせた割合は、近所付き合いについて「ほとんど付き合い

がない」としたグループで 65.4％、「挨拶をする程度」というグループで 74.1％などと

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近所での付き合いの状況別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状況」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】について

集計した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、「あてはまる」の割合

は、近所付き合いについて「ほとんど付き合いがない」とした家庭の子どもで最も低

く、43.5％となっている。 

 

  

54.5 

41.0 

45.7 

30.8 

50.0 

40.9 

38.5 

28.4 

34.6 

12.8 

9.9 

11.5 

50.0 

4.5 

5.1 

7.4 

19.2 

0.0 

0.0 

2.6 

8.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=2)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=22)

世間話をする程度
(N=39)

挨拶をする程度
(N=81)

ほとんど付き合いがない
(N=26)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

53.8 

54.0 

44.1 

46.4 

43.5 

30.8 

30.2 

34.4 

38.4 

43.5 

7.7 

11.1 

9.7 

10.1 

8.7 

3.2 

7.5 

2.9 

7.7 

1.6 

4.3 

2.2 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=13)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=63)

世間話をする程度
(N=93)

挨拶をする程度
(N=138)

ほとんど付き合いがない
(N=23)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【近所での付き合いの状況別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状況」の回

答別に、その子どもの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】について

集計したところ、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合

は、いずれのグループでも 80％を超えており、近所付き合いの程度による大きな差は

みられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体への所属経験別（困窮層）】 

困窮層を対象に、後述する保護者向け調査の問 15「団体への所属経験」の回答別

に、その子どもの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】について集計

した。 

サンプル数が少ない層もあるため注意してみる必要があるが、保護者が団体に「所属

したことがない」と回答した家庭の子どもは、自己肯定感が比較的低く、「あてはま

る」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は 69.1％となっている。 

 

 

 

  

51.4 

51.8 

55.6 

50.2 

50.0 

31.9 

32.0 

30.3 

34.7 

37.8 

5.6 

10.3 

8.8 

9.1 

4.1 

2.8 

3.9 

3.4 

3.7 

4.1 

8.3 

2.1 

1.9 

2.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=72)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=438)

世間話をする程度
(N=525)

挨拶をする程度
(N=648)

ほとんど付き合いがない
(N=74)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

46.7 

45.8 

49.5 

45.7 

38.1 

46.7 

34.7 

31.9 

34.3 

31.0 

4.2 

7.7 

5.7 

19.0 

6.7 

11.1 

5.5 

8.6 

9.5 

0.0 

4.2 

5.5 

5.7 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=15)

自治会
(N=72)

子ども会
(N=91)

校区で活動する組織
(N=35)

所属したことがない
(N=42)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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【団体への所属経験別（周辺層）】 

周辺層を対象に、保護者向け調査の問 15「団体への所属経験の回答別に、その子ど

もの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】について集計したところ、

保護者が団体に「所属したことがない」と回答した家庭の子どもで自己肯定感は比較的

低く、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は 72.1％とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【団体への所属経験別（一般層）】 

一般層を対象に、保護者向け調査の問 15「団体への所属経験の回答別に、その子ど

もの自己肯定感【将来のためにも、今、頑張りたいと思う】について集計したところ、

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、いずれのグルー

プでも 80％を超えている。 

 

 

 

 

 

  

49.2 

49.7 

50.3 

54.3 

55.7 

34.1 

35.1 

33.3 

28.6 

32.1 

9.8 

9.2 

9.5 

10.5 

7.0 

4.1 

3.6 

4.1 

3.8 

3.1 

2.8 

2.5 

2.8 

2.9 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=246)

自治会
(N=893)

子ども会
(N=1088)

校区で活動する組織
(N=420)

所属したことがない
(N=287)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

58.8 

59.7 

52.2 

54.4 

32.9 

32.4 

28.4 

33.5 

33.8 

39.2 

8.8 

9.0 

8.1 

8.8 

15.2 

3.0 

4.8 

2.9 

3.8 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや市民活動などのサークル団体
(N=34)

自治会
(N=134)

子ども会
(N=209)

校区で活動する組織
(N=68)

所属したことがない
(N=79)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答



第３章 子ども編 

 

103 

 

問 30 あなたは、自分自身のことをどう思いますか。（それぞれ１つに○） 

４. さみしさや不安を感じることがない 

 

全体では、「あてはまる」（26.5％）、「どちらかといえばあてはまる」（27.6％）を合

わせると 54.1％となっている。 

 

【学年別】 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合をみると、小学生で

は 56.6％、中学生では 50.5％と、小学生の方が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、困窮層では

46.7％、周辺層では 52.9％、一般層では 55.1％と、困窮度が高まるにつれて自己肯定

感は低くなっている。 

 

 

  

26.5 

31.2 

20.0 

27.6 

25.4 

30.5 

25.3 

23.2 

28.4 

17.5 

16.7 

18.6 

3.1 

3.5 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

26.5 

16.8 

27.2 

27.3 

27.6 

29.9 

25.7 

27.8 

25.3 

26.3 

27.2 

24.8 

17.5 

23.4 

16.9 

17.1 

3.1 

3.6 

3.0 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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問 30 あなたは、自分自身のことをどう思いますか。（それぞれ１つに○） 

５. 将来、働きたいと思う 

 

全体では、「あてはまる」（83.4％）、「どちらかといえばあてはまる」（11.4％）を合

わせると 94.8％となっている。 

 

【学年別】 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合をみると、小学生で

は 94.4％、中学生では 95.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合は、困窮層では

93.4％、周辺層では 94.0％、一般層では 95.1％で、いずれも９割を超えており、困窮

度の違いにより大きな差はみられない。 

 

 

 

  

83.4 

82.7 

84.5 

11.4 

11.7 

11.0 

1.5 

2.0 

0.9 

1.5 

1.4 

1.5 

2.2 

2.3 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜学年＞

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答

83.4 

79.0 

83.7 

83.7 

11.4 

14.4 

10.3 

11.4 

1.5 

2.4 

1.5 

1.4 

1.5 

2.4 

2.1 

1.2 

2.2 

1.8 

2.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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8. 子どもの困っていること  

 

 

問 26 あなたは、いやなことやこまっていることがありますか。（あてはまる番号すべて

に○） 

 

全体では、「いやなことやこまっていることはない」が 54.7％で最も高く、次いで

「学校や勉強のこと」が 20.9％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「いやなことやこまっていることはない」の割合が最も高い

（小学生では 61.4％、中学生では 45.0％）が、中学生では「学校や勉強のこと」

（31.4％）、「進学・進路のこと」（27.7％）の割合も高い。 

 

 

  
9.0 

20.9 

7.0 

11.4 

15.0 

5.1 

15.6 

2.6 

54.7 

2.5 

7.4 

13.6 

4.2 

9.0 

14.8 

5.5 

7.2 

2.0 

61.4 

2.6 

11.2 

31.4 

11.1 

14.8 

15.3 

4.7 

27.7 

3.5 

45.0 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

おうちのこと・家族のこと

学校や勉強のこと

学校以外の習い事やクラブ活動などのこと

自分のこと

友だちのこと

好きな人のこと

進学・進路のこと

その他のこと

いやなことやこまっていることはない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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【放課後過ごす場所別】 

放課後過ごす場所が『学校（クラブ活動など）』では、「学校や勉強のこと」が

28.4％、「進学・進路のこと」が 25.7％でとなり、全体と比較してやや高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ン

プ
ル

数

お
う

ち
の

こ
と

・
家

族
の

こ

と

学
校

や
勉

強
の

こ
と

学
校

以
外

の
習

い
事

や
ク

ラ

ブ

活
動

な
ど

の
こ

と

自
分

の
こ

と

友
だ

ち
の

こ
と

好
き

な
人

の
こ

と

進
学

・
進

路
の

こ
と

そ
の

他
の

こ
と

い
や

な
こ

と
や

こ
ま

っ
て

い

る

こ
と

は
な

い

無
回

答

2,272 204 474 160 258 340 117 355 60 1,242 57

100.0 9.0 20.9 7.0 11.4 15.0 5.1 15.6 2.6 54.7 2.5

2,022 176 434 137 234 305 100 315 59 1,098 50

100.0 8.7 21.5 6.8 11.6 15.1 4.9 15.6 2.9 54.3 2.5

179 18 35 15 27 32 14 25 4 103 1

100.0 10.1 19.6 8.4 15.1 17.9 7.8 14.0 2.2 57.5 0.6

17 2 6 1 2 4 3 6 2 4 1

100.0 11.8 35.3 5.9 11.8 23.5 17.6 35.3 11.8 23.5 5.9

521 49 81 24 46 84 30 37 16 306 15

100.0 9.4 15.5 4.6 8.8 16.1 5.8 7.1 3.1 58.7 2.9

692 65 147 57 81 98 36 117 15 373 17

100.0 9.4 21.2 8.2 11.7 14.2 5.2 16.9 2.2 53.9 2.5

701 72 199 81 97 115 44 180 26 337 16

100.0 10.3 28.4 11.6 13.8 16.4 6.3 25.7 3.7 48.1 2.3

18 2 4 0 1 2 1 1 0 11 0

100.0 11.1 22.2 0.0 5.6 11.1 5.6 5.6 0.0 61.1 0.0

226 26 36 10 26 30 7 21 7 143 4

100.0 11.5 15.9 4.4 11.5 13.3 3.1 9.3 3.1 63.3 1.8

32 5 6 5 3 4 3 8 2 21 0

100.0 15.6 18.8 15.6 9.4 12.5 9.4 25.0 6.3 65.6 0.0

21 6 6 3 4 4 2 3 0 11 0

100.0 28.6 28.6 14.3 19.0 19.0 9.5 14.3 0.0 52.4 0.0

14 2 3 1 1 2 1 1 0 8 0

100.0 14.3 21.4 7.1 7.1 14.3 7.1 7.1 0.0 57.1 0.0

36 6 13 4 6 10 2 9 3 13 2

100.0 16.7 36.1 11.1 16.7 27.8 5.6 25.0 8.3 36.1 5.6

18 2 1 1 2 4 3 1 1 11 0

100.0 11.1 5.6 5.6 11.1 22.2 16.7 5.6 5.6 61.1 0.0

15 1 2 1 2 3 1 2 0 7 0

100.0 6.7 13.3 6.7 13.3 20.0 6.7 13.3 0.0 46.7 0.0

123 4 25 14 9 12 3 13 1 80 3

100.0 3.3 20.3 11.4 7.3 9.8 2.4 10.6 0.8 65.0 2.4

44 7 9 4 7 9 4 4 3 18 1

100.0 15.9 20.5 9.1 15.9 20.5 9.1 9.1 6.8 40.9 2.3

地域のスポーツクラブ

その他

放

課

後

過

ご

す
場

所

ゲームセンター

図書館

コミュニティセンター

児童センターやくるめっ子
館などの子どもの施設

学童保育所

公園

ゆめタウンなどのショッピ

ングモール

上段：実数、下段：％

コンビニ

親せきの家（おばあさん・

おじいさんの家を除く）

友だちの家

塾・習い事

学校（クラブ活動など）

全　　体

自分の家

おばあさん・おじいさんの
家
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【生活困難世帯別】  

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「学校以外の習い事やクラブ活動などのこ

と」「いやなことやこまっていることはない」以外のすべての項目の割合が高く、特に

「学校や勉強のこと」が 27.5％、「友だちのこと」が 18.6％、「おうちのこと・家族の

こと」が 13.8％、「好きな人のこと」が 9.6％と割合が高い。 

「いやなことやこまっていることはない」の割合は、困窮層では 45.5％、周辺層で

は 52.9％、一般層では 55.9％と、困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

 

 

  
9.0 

20.9 

7.0 

11.4 

15.0 

5.1 

15.6 

2.6 

54.7 

2.5 

13.8 

27.5 

7.2 

13.8 

18.6 

9.6 

18.0 

3.6 

45.5 

2.4 

6.6 

21.5 

7.3 

13.0 

14.5 

5.4 

17.8 

0.9 

52.9 

3.6 

9.0 

20.1 

7.0 

10.9 

14.6 

4.6 

14.9 

2.9 

55.9 

2.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

おうちのこと・家族のこと

学校や勉強のこと

学校以外の習い事やクラブ活動などのこと

自分のこと

友だちのこと

好きな人のこと

進学・進路のこと

その他のこと

いやなことやこまっていることはない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 27 あなたは、家族のことなどで、こまっていることはありますか。（あてはまる番号

すべてに○） 

 

全体では、「特にない」が 68.8％で最も高い。 

 

【生活困難世帯別】  

困窮層では一般層と比較して困っていることが多く挙げられており、特に「きょうだ

いとの仲がよくない」については一般層の 9.3％に対して困窮層では 18.6％、「家族と

の会話が少ない」については一般層の 2.1％に対して困窮層では 7.2％などとなってい

る。 

 

 

 

 

  

2.6 

7.3 

9.7 

2.9 

9.8 

2.4 

3.9 

0.5 

0.3 

2.5 

1.1 

1.5 

6.4 

1.6 

68.8 

3.4 

7.2 

9.0 

13.2 

4.2 

18.6 

5.4 

7.2 

1.2 

1.2 

3.6 

2.4 

3.6 

10.8 

1.2 

58.1 

1.8 

2.7 

4.8 

6.6 

2.4 

7.9 

1.5 

2.4 

0.0 

0.3 

2.4 

0.9 

0.9 

6.9 

2.1 

74.6 

3.0 

2.1 

7.6 

9.9 

2.8 

9.3 

2.3 

3.9 

0.6 

0.2 

2.4 

1.1 

1.4 

5.9 

1.6 

68.7 

3.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族との会話が少ない

親が自分に対してきびしい

親が自分の気持ちをわかってくれない

親どうしの仲が良くない

きょうだいとの仲が良くない

家に帰ると落ち着かない

きょうだいのお世話をしないといけない

きょうだい以外の家族のお世話をしないといけない

病気の家族のお世話をしないといけない

自分の自由な時間がない

食べるごはんがないときがある

着る服が洗濯されていないことがある

家の中が散らかっている

その他

特にない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=167)

周辺層
(N=331)

一般層
(N=1769)

（％）
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問 28 こまっていることやいやなことがあった場合、あなたはどうしますか。（あてはま

る番号すべてに○） 

 

全体では、「だれかに相談する」が 53.7％で最も高く、次いで「自分で解決する」が

41.5％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「だれかに相談する」の割合が最も高く、小学生では

55.9％、中学生では 50.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.5 

53.7 

30.2 

2.8 

3.4 

36.3 

55.9 

27.9 

2.8 

3.2 

48.9 

50.4 

33.7 

2.8 

3.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分で解決する

だれかに相談する

何もしない、がまんする

その他

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1333)

中学生
(N=934)

（％）
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問 28 で「2.だれかに相談する」と答えた方におたずねします。 

問 28－１ だれに相談しますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 

全体では、「お母さん・お父さん」が 76.8％で最も高く、次いで「学校の友だち」が

66.5％と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「お母さん・お父さん」が 80.7％で最も高く、中学生では「学校の友だ

ち」が 78.8％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.8 

20.7 

16.2 

5.7 

66.5 

6.0 

27.4 

1.8 

3.9 

1.1 

0.8 

2.1 

1.1 

0.2 

80.7 

22.1 

18.4 

5.8 

58.7 

5.1 

30.6 

1.7 

2.4 

1.1 

0.9 

0.7 

0.8 

0.3 

70.7 

18.5 

12.7 

5.7 

78.8 

7.2 

22.5 

1.9 

6.2 

1.1 

0.6 

4.5 

1.7 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

お母さん・お父さん

きょうだい

おばあさん・おじいさん

親せき

学校の友だち

学校以外の友だち

学校の先生

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

塾や習い事の先生

近所の人

電話相談

インターネットなど

その他

無回答

全体
(N=1219)

小学生
(N=745)

中学生
(N=471)

（％）
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【生活困難世帯別】  

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「スクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカー」の割合が 5.6％と高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.8 

20.7 

16.2 

5.7 

66.5 

6.0 

27.4 

1.8 

3.9 

1.1 

0.8 

2.1 

1.1 

0.2 

80.9 

23.6 

15.7 

4.5 

62.9 

7.9 

28.1 

5.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

71.9 

21.6 

14.6 

1.2 

63.7 

3.5 

29.8 

1.2 

4.1 

0.6 

0.0 

2.9 

1.2 

0.6 

77.2 

20.2 

16.5 

6.7 

67.2 

6.3 

27.0 

1.6 

4.2 

1.3 

1.0 

2.2 

1.2 

0.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

お母さん・お父さん

きょうだい

おばあさん・おじいさん

親せき

学校の友だち

学校以外の友だち

学校の先生

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

塾や習い事の先生

近所の人

電話相談

インターネットなど

その他

無回答

全体
(N=1219)

困窮層
(N=89)

周辺層
(N=171)

一般層
(N=955)

（％）
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第４章  保護者編  

1. 属性  
 

 

問１ お子さんからみたあなたの関係について教えてください。（○は１つ） 
 

全体では、「お母さん」が 91.9％で最も高い。 

 

 

 

 

 
 

問８ あなたの年齢は現在おいくつですか。（○は１つ） 
 

全体では、「４０～４４歳」が 39.5％で最も高く、次いで「４５～４９歳」が 26.3％

と続く。 
 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「４０～４４歳」の割合が最も高く、小学生では 40.6％、中

学生では 38.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【生活困難世帯別】  

「３９歳以下」の割合は、困窮度が高まるにつれ高くなる。 

 

 

 

 

 

  

0.4 

0.5 

0.3 0.1 

0.1 

0.2 

5.0 

6.8 

2.4 

19.7 

24.8 

12.3 

39.5 

40.6 

38.0 

26.3 

20.8 

34.4 

7.1 

4.8 

10.3 

0.5 

0.4 

0.8 

0.7 

0.8 

0.5 

0.1 

0.1 

0.2 

0.2 

0.1 

0.4 

0.2 

0.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

１９歳以下 ２０歳～２４歳 ２５歳～２９歳 ３０歳～３４歳 ３５歳～３９歳 ４０歳～４４歳 ４５歳～４９歳

５０歳～５４歳 ５５歳～５９歳 ６０歳～６４歳 ６５歳～６９歳 ７０歳以上 無回答

0.4 

0.6 

1.2 

0.3 

0.3 

0.1 

0.3 

0.1 

5.0 

12.9 

7.5 

3.8 

19.7 

24.7 

22.6 

18.6 

39.5 

30.0 

37.3 

40.8 

26.3 

21.8 

20.2 

27.9 

7.1 

8.8 

7.8 

6.8 

0.5 

0.6 

1.2 

0.4 

0.7 

0.6 

1.5 

0.5 

0.1 

0.2 

0.2 

0.3 

0.2 

0.0 

0.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

１９歳以下 ２０歳～２４歳 ２５歳～２９歳 ３０歳～３４歳 ３５歳～３９歳 ４０歳～４４歳 ４５歳～４９歳

５０歳～５４歳 ５５歳～５９歳 ６０歳～６４歳 ６５歳～６９歳 ７０歳以上 無回答

91.9 6.8 

0.7 0.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

お母さん お父さん おばあさん おじいさん 親せき 施設職員 里親 その他 無回答
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問９ 初めて親となった年齢はおいくつですか（実子以外も含む）。（○は１つ） 

 

全体では、「２５～２９歳」が 43.3％で最も高く、次いで「３０～３４歳」が 27.9％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「２５～２９歳」の割合が最も高く、小学生では 42.1％、中

学生では 44.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「１９歳以下」の割合は、困窮層では 11.2％、周辺層では 4.2％、一般層では 1.2％

と、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

 

  

2.4 

2.4 

2.0 

18.0 

17.5 

19.1 

43.3 

42.1 

44.8 

27.9 

28.7 

26.9 

6.6 

7.4 

5.6 

1.3 

1.6 

1.0 

0.4 

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

１９歳以下 ２０歳～２４歳 ２５歳～２９歳 ３０歳～３４歳 ３５歳～３９歳 ４０歳以上 無回答

2.4 

11.2 

4.2 

1.2 

18.0 

26.5 

26.2 

15.7 

43.3 

36.5 

41.3 

44.3 

27.9 

20.0 

24.1 

29.4 

6.6 

5.3 

3.0 

7.5 

1.3 

1.2 

1.5 

0.4 

0.6 

0.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

１９歳以下 ２０歳～２４歳 ２５歳～２９歳 ３０歳～３４歳 ３５歳～３９歳 ４０歳以上 無回答
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2. 保護者の意識  

 

 

問 10 子育てをしていて特に大変だと感じることは何ですか。（あてはまるものすべてに

○） 

 

全体では、「子どもの生活態度・生活習慣のしつけ」が 55.1％で最も高く、次いで

「将来の進学に向けた学資の準備」が 50.4％、「子どもの学力・学習習慣」が 50.3％と

続く。 

 

【学年別】 

小学生では「子どもの生活態度・生活習慣のしつけ」が 59.1％で最も高く、中学生

では「将来の進学に向けた学資の準備」が 52.0％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.8 

55.1 

50.3 

44.5 

19.2 

35.5 

50.4 

21.3 

24.9 

40.7 

3.9 

1.4 

0.3 

41.8 

59.1 

49.4 

44.9 

16.9 

34.4 

49.3 

21.5 

26.6 

43.4 

4.0 

1.6 

0.2 

44.2 

49.7 

51.6 

43.8 

22.4 

37.4 

52.0 

20.9 

22.2 

36.7 

3.9 

1.1 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの健康管理・食生活の管理

子どもの生活態度・生活習慣のしつけ

子どもの学力・学習習慣

反抗期や思春期の子どもへの接し方

校納金、学費など学校にかかる費用

学習塾や習い事の費用

将来の進学に向けた学資の準備

生活費全般の確保

子どもと一緒に過ごす時間の確保

仕事と子育ての両立

特にない

その他

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】  

多くの項目で、困窮度が上がるほど割合が高くなる傾向がみられる。特に困窮層の上

位３項目は周辺層、一般層と比較して困窮層の割合が突出して高く、困窮層の第１位

「将来の進学に向けた学資の準備」は困窮層で 82.9％、周辺層では 62.7％、一般層で

は 45.0％、困窮層の第２位「生活費全般の確保」は困窮層で 78.8％、周辺層では

37.3％、一般層では 12.8％、困窮層の第３位「校納金、学費など学校にかかる費用」

は困窮層で 64.1％、周辺層では 31.3％、一般層では 12.6％となっている。 

 

  
42.8 

55.1 

50.3 

44.5 

19.2 

35.5 

50.4 

21.3 

24.9 

40.7 

3.9 

1.4 

0.3 

43.5 

56.5 

60.0 

45.3 

64.1 

58.2 

82.9 

78.8 

36.5 

60.6 

0.6 

1.8 

0.0 

45.5 

51.2 

53.6 

47.9 

31.3 

43.7 

62.7 

37.3 

28.6 

48.5 

1.8 

1.2 

0.3 

42.2 

55.8 

48.8 

43.7 

12.6 

31.8 

45.0 

12.8 

23.1 

37.3 

4.6 

1.4 

0.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの健康管理・食生活の管理

子どもの生活態度・生活習慣のしつけ

子どもの学力・学習習慣

反抗期や思春期の子どもへの接し方

校納金、学費など学校にかかる費用

学習塾や習い事の費用

将来の進学に向けた学資の準備

生活費全般の確保

子どもと一緒に過ごす時間の確保

仕事と子育ての両立

特にない

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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【世帯類型別】  

ひとり親世帯では、ふたり親世帯、それ以外の世帯と比較して「校納金、学費など学

校にかかる費用」（29.6％）、「学習塾や習い事の費用」（40.1％）、「将来の進学に向けた

学資の準備」（62.0％）、「生活費全般の確保」（42.5％）、「子どもと一緒に過ごす時間の

確保」（34.5％）、「仕事と子育ての両立」（55.7％）の割合が高い。 

 

 

 

 

  

42.8 

55.1 

50.3 

44.5 

19.2 

35.5 

50.4 

21.3 

24.9 

40.7 

3.9 

1.4 

0.3 

42.0 

56.1 

50.2 

45.5 

17.2 

35.3 

48.7 

18.0 

22.9 

38.8 

4.3 

1.4 

0.1 

41.8 

48.4 

49.8 

39.7 

29.6 

40.1 

62.0 

42.5 

34.5 

55.7 

2.1 

1.7 

0.7 

55.7 

58.4 

55.0 

44.3 

20.8 

28.9 

49.0 

16.8 

28.2 

35.6 

2.7 

0.7 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの健康管理・食生活の管理

子どもの生活態度・生活習慣のしつけ

子どもの学力・学習習慣

反抗期や思春期の子どもへの接し方

校納金、学費など学校にかかる費用

学習塾や習い事の費用

将来の進学に向けた学資の準備

生活費全般の確保

子どもと一緒に過ごす時間の確保

仕事と子育ての両立

特にない

その他

無回答

（％）

全体
(N=2272)

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)
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問 11 あなたは、現在、お子さんに関してどのようなことに困っていますか。（あてはま

るものすべてに○） 

 

全体では、「学力・学習習慣」が 49.3％で最も高く、次いで「しつけ」が 23.1％と続

く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「学力・学習習慣」の割合が最も高く、小学生では 44.8％、

中学生では 55.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.3 

12.1 

23.1 

12.0 

0.7 

7.0 

2.1 

1.5 

0.4 

1.5 

0.4 

18.6 

16.2 

21.6 

2.7 

22.9 

1.1 

44.8 

7.8 

26.2 

12.1 

0.5 

5.9 

2.0 

0.5 

0.4 

0.9 

0.5 

19.2 

17.8 

19.4 

2.3 

25.7 

1.1 

55.7 

18.0 

18.6 

11.9 

1.1 

8.6 

2.0 

2.7 

0.4 

2.3 

0.3 

17.7 

13.7 

24.3 

3.4 

19.1 

1.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学力・学習習慣

進学

しつけ

友人関係

異性関係

病気・健康問題

いじめ

不登校

非行・家庭内暴力

就職

結婚

生活習慣

子どもと関わる時間

教育に要する費用

その他

特にない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】  

困窮層では、周辺層、一般層と比較して教育関連の項目が非常に高く、「学力・学習

習慣」（67.6％）、「教育に要する費用」（66.5％）、「進学」（34.1％）などとなってい

る。また、「特にない」と回答した世帯は困窮層で 4.1％と特徴的に低い。 

 

 

 

  

49.3 

12.1 

23.1 

12.0 

0.7 

7.0 

2.1 

1.5 

0.4 

1.5 

0.4 

18.6 

16.2 

21.6 

2.7 

22.9 

1.1 

67.6 

34.1 

25.9 

20.0 

1.8 

15.9 

4.1 

5.3 

1.2 

4.7 

1.2 

29.4 

28.2 

66.5 

2.4 

4.1 

0.6 

53.9 

15.4 

26.5 

16.3 

0.3 

10.5 

5.4 

1.8 

0.0 

2.4 

0.6 

17.2 

16.9 

33.7 

1.5 

17.5 

0.6 

46.7 

9.3 

22.1 

10.4 

0.7 

5.5 

1.2 

1.0 

0.4 

1.0 

0.3 

17.9 

14.9 

15.0 

3.0 

25.7 

1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学力・学習習慣

進学

しつけ

友人関係

異性関係

病気・健康問題

いじめ

不登校

非行・家庭内暴力

就職

結婚

生活習慣

子どもと関わる時間

教育に要する費用

その他

特にない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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【世帯類型別】  

ひとり親世帯では、ふたり親世帯、それ以外の世帯と比較して「子どもと関わる時間

の確保」（29.6％）、「教育に要する費用」（38.0％）の割合が非常に高い。 

 

 

 

 

  

49.3 

12.1 

23.1 

12.0 

0.7 

7.0 

2.1 

1.5 

0.4 

1.5 

0.4 

18.6 

16.2 

21.6 

2.7 

22.9 

1.1 

48.5 

11.0 

23.0 

12.3 

0.6 

6.4 

1.4 

1.3 

0.4 

1.2 

0.3 

18.3 

14.1 

18.8 

2.9 

24.6 

1.0 

55.7 

17.4 

24.4 

11.8 

1.7 

10.1 

4.2 

2.4 

0.7 

3.1 

0.7 

20.6 

29.6 

38.0 

3.1 

12.9 

0.3 

48.3 

12.8 

18.8 

9.4 

0.7 

8.1 

4.0 

1.3 

0.0 

1.3 

1.3 

18.8 

14.8 

20.8 

0.0 

24.8 

0.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学力・学習習慣

進学

しつけ

友人関係

異性関係

病気・健康問題

いじめ

不登校

非行・家庭内暴力

就職

結婚

生活習慣

子どもと関わる時間

教育に要する費用

その他

特にない

無回答

（％）

全体
(N=2272)

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)
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問 12 あなたは、現在、ご自身の生活に関して、どのようなことについて困っていますか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「子どもの養育にかかる費用に関すること」が 37.6％で最も高く、次いで

「生活に関すること」が 30.9％と続く。 

 

【生活困難世帯別】 

おおむねすべての項目で、困窮度が高まるにつれ回答割合は高くなる傾向がある。と

くに困窮層では「生活費に関すること」（88.8％）、「子どもの養育にかかる費用に関す

ること」（85.3％）が突出して高く、いずれも 8 割を超える。他に困窮層では「仕事に

関すること」（47.6％）、「住宅に関すること」（37.1％）、「老後に関すること」

（45.3％）なども目立つ。また、「特に困っていることはない」と回答した世帯は困窮

層で 1.2％と特徴的に低い。 

 

 

 

  

30.9 

37.6 

24.4 

13.6 

19.2 

8.1 

18.1 

19.0 

18.5 

10.3 

1.7 

25.7 

1.1 

88.8 

85.3 

47.6 

37.1 

35.3 

15.3 

45.3 

29.4 

35.3 

18.8 

2.4 

1.2 

0.0 

56.6 

56.9 

33.1 

20.2 

26.5 

11.1 

25.6 

22.9 

24.7 

13.6 

1.2 

10.5 

0.3 

20.5 

29.4 

20.6 

10.2 

16.3 

6.8 

14.1 

17.2 

15.8 

8.9 

1.8 

31.0 

1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

生活費に関すること

子どもの養育にかかる費用に関すること

仕事に関すること

住宅に関すること

健康に関すること

対人関係に関すること

老後に関すること

家族・親族等に関すること

子どもに関すること

家事に関すること

その他

特に困っていることはない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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【世帯類型別】 

ふたり親世帯とひとり親世帯の割合に着目すると、「対人関係に関すること」「家族・

親族等に関すること」「その他」「特に困っていることはない」以外のすべての項目でひ

とり親世帯の割合が高く、特に「生活費に関すること」は、ふたり親世帯では 27.2％

に対しひとり親世帯は 54.4％、「子どもの教育にかかる費用に関すること」は、ふたり

親世帯では 34.9％に対しひとり親世帯は 56.8％と非常に大きな差がみられる。 

 

 

 

 

  

30.9 

37.6 

24.4 

13.6 

19.2 

8.1 

18.1 

19.0 

18.5 

10.3 

1.7 

25.7 

1.1 

27.2 

34.9 

22.2 

12.7 

17.4 

8.1 

15.5 

18.9 

16.9 

10.0 

1.9 

28.0 

0.9 

54.4 

56.8 

39.7 

23.0 

30.0 

8.0 

30.0 

16.7 

27.2 

12.5 

0.7 

11.1 

0.3 

29.5 

32.9 

21.5 

8.7 

17.4 

6.7 

23.5 

24.8 

19.5 

7.4 

1.3 

28.9 

1.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

生活費に関すること

子どもの養育にかかる費用に関すること

仕事に関すること

住宅に関すること

健康に関すること

対人関係に関すること

老後に関すること

家族・親族等に関すること

子どもに関すること

家事に関すること

その他

特に困っていることはない

無回答

（％）

全体
(N=2272)

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)
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問 13 あなたは、問 11・12 の困っていることをどなた（どこ）に相談されていますか（さ

れましたか）。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「家族・親族」が 61.6％で最も高く、次いで「友人・知人」が 36.5％と続

く。 

 

【生活困難世帯別】  

「適当な相談相手がいない（いなかった）」の割合は、困窮層では 15.3％、周辺層で

は 9.6％、一般層では 3.4％となり、困窮度が高まるにつれ高くなる。 

「相談しない（相談しなかった）」も同様に困窮度が高まるにつれ高くなり、困窮層で

は 22.9％、周辺層では 18.7％、一般層では 11.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.6 

36.5 

17.6 

6.1 

10.8 

2.2 

0.3 

0.4 

0.5 

0.3 

2.5 

5.2 

13.0 

2.5 

10.3 

54.7 

30.6 

15.9 

7.6 

6.5 

1.2 

0.0 

1.2 

1.2 

0.6 

10.6 

15.3 

22.9 

4.1 

0.6 

57.5 

34.6 

17.2 

6.9 

7.5 

1.8 

0.3 

0.9 

0.3 

0.6 

3.9 

9.6 

18.7 

1.2 

5.1 

63.1 

37.5 

17.9 

5.8 

11.9 

2.4 

0.3 

0.3 

0.5 

0.2 

1.5 

3.4 

11.0 

2.6 

12.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族・親族

友人・知人

職場の人

子どもが通う学校等

子どもの友達の親

近所の人・地域の人

子育てサークル団体

ＮＰＯなど民間の団体

インターネットの子育てサイトや会員制サービス（ＳＮＳ）

民生委員・児童委員

公的な相談窓口（市役所等）

適当な相談相手がいない（いなかった）

相談しない（相談しなかった）

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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問 13－１ その理由を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「相談しても事態は変わらないから」が 59.6％で最も高く、次いで「プラ

イベートな話をすることが負担だから」が 25.6％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

すべての層で「相談しても事態は変わらないから」の割合が最も高いが、困窮層、周

辺層では、一般層と比較して「信頼できる人がいないから」「悩んでいることを知られ

たくないから」「相談しても事態は変わらないから」「相談できる場所を知らないから」

の割合が高く、特に「信頼できる人がいないから」は、困窮層では 28.8％、周辺層で

は 28.6％であるのに対し、一般層では 11.9％、また「悩んでいることを知られたくな

い」は、困窮層では 20.3％、周辺層では 23.8％であるのに対し、一般層では 8.2％と

大きな差がみられる。また、周辺層では、困窮層、一般層と比較して「理解してもらえ

ないから」（19.0％）、「最初からすべてのことを話すことが負担だから」（26.2％）の割

合が高い。 

 

 

 

 

  

18.1 

13.2 

18.1 

25.6 

13.5 

59.6 

12.4 

9.3 

7.5 

3.4 

28.8 

15.3 

11.9 

18.6 

20.3 

66.1 

15.3 

15.3 

6.8 

1.7 

28.6 

19.0 

26.2 

25.0 

23.8 

64.3 

9.5 

15.5 

8.3 

2.4 

11.9 

10.7 

16.9 

27.6 

8.2 

56.4 

12.8 

5.8 

7.4 

4.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

信頼できる人がいないから

理解してもらえないから

最初からすべてのことを話すことが負担だから

プライベートな話をすることが負担だから

悩んでいることを知られたくないから

相談しても事態は変わらないから

時間がないから

相談できる場所を知らないから

その他

無回答

全体
(N=386)

困窮層
(N=59)

周辺層
(N=84)

一般層
(N=243)

（％）
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問 17 あなたの現在の生活意識について教えてください。（それぞれ１つに○） 

 

【生活困難世帯別（困窮層）】 

「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせた割合をみると、『働いても働いても生活

が楽にならない』が 86.4％で最も高く、次いで『仕事と子育てで、時間に余裕がな

い』が 79.4％、『どこまでがんばればよいのかわからない』が 71.2％、『いろいろなプ

レッシャーに押しつぶされそうな気持ちになる』が 70.6％と続く。 

 

 

 

 

  

4.7 

8.2 

25.9 

28.2 

67.6 

50.6 

38.8 

22.4 

40.6 

24.1 

18.8 

28.8 

38.2 

18.8 

28.8 

31.8 

24.7 

30.6 

32.9 

27.1 

18.8 

23.5 

7.1 

11.2 

12.4 

21.2 

11.2 

35.3 

35.9 

15.3 

8.2 

1.8 

7.1 

15.3 

27.1 

13.5 

2.9 

9.4 

11.2 

1.8 

4.7 

1.8 

1.8 

4.7 

4.1 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、自分の生活は充

実している
(N=170)

将来に希望を持っている
(N=170)

ありのままの自分を認め

てくれる人がいる
(N=170)

今の生活でつらいことの

ほうが多い
(N=170)

働いても働いても生活が

楽にならない
(N=170)

仕事と子育てで、時間に

余裕がない
(N=170)

いろいろなプレッシャーに

押しつぶされそうな気持

ちになる
(N=170)

いつもまわりの人の目が

気になる
(N=170)

どこまでがんばればよい

のかわからない
(N=170)

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 無回答
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【生活困難世帯別（周辺層）】 

「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせた割合をみると、『仕事と子育てで、時間

に余裕がない』が 67.1％で最も高く、次いで『ありのままの自分を認めてくれる人が

いる』が 66.5％、『働いても働いても生活が楽にならない』が 65.0％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.3 

11.7 

29.2 

12.3 

34.0 

29.8 

19.6 

11.4 

22.3 

44.9 

31.3 

37.3 

28.6 

31.0 

37.3 

28.3 

25.9 

21.1 

24.7 

32.8 

15.4 

35.5 

18.1 

18.1 

28.3 

33.7 

28.0 

13.6 

16.9 

8.4 

20.2 

10.8 

12.0 

20.2 

25.3 

22.6 

3.0 

6.6 

8.7 

3.0 

4.5 

1.5 

2.7 

3.0 

4.8 

1.5 

0.6 

0.9 

0.3 

1.5 

1.2 

0.9 

0.6 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、自分の生活は充

実している
(N=332)

将来に希望を持っている
(N=332)

ありのままの自分を認め

てくれる人がいる
(N=332)

今の生活でつらいことの

ほうが多い
(N=332)

働いても働いても生活が

楽にならない
(N=332)

仕事と子育てで、時間に

余裕がない
(N=332)

いろいろなプレッシャーに

押しつぶされそうな気持

ちになる
(N=332)

いつもまわりの人の目が

気になる
(N=332)

どこまでがんばればよい

のかわからない
(N=332)

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 無回答
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【生活困難世帯別（一般層）】 

「あてはまる」「ややあてはまる」を合わせた割合をみると、『ありのままの自分を認

めてくれる人がいる』が 80.5％で最も高く、次いで『現在、自分の生活は充実してい

る』が 77.8％、『将来に希望を持っている』が 63.5％と続く。 

 

 

 

  
25.8 

20.3 

43.0 

3.6 

8.6 

19.1 

7.1 

4.2 

8.9 

52.0 

43.2 

37.5 

15.1 

22.1 

30.1 

25.1 

22.7 

21.4 

15.0 

24.3 

11.0 

39.0 

31.1 

25.3 

33.9 

36.2 

31.4 

4.8 

6.9 

2.9 

38.5 

32.8 

22.8 

30.9 

34.1 

33.3 

1.5 

4.4 

4.5 

2.7 

3.9 

1.8 

2.1 

2.0 

4.1 

1.0 

1.0 

1.2 

1.0 

1.5 

1.0 

1.0 

0.9 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、自分の生活は充

実している
(N=1770)

将来に希望を持っている
(N=1770)

ありのままの自分を認め

てくれる人がいる
(N=1770)

今の生活でつらいことの

ほうが多い
(N=1770)

働いても働いても生活が

楽にならない
(N=1770)

仕事と子育てで、時間に

余裕がない
(N=1770)

いろいろなプレッシャーに

押しつぶされそうな気持

ちになる
(N=1770)

いつもまわりの人の目が

気になる
(N=1770)

どこまでがんばればよい

のかわからない
(N=1770)

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない わからない 無回答
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3. 子どもとの過ごし方  

 

 

問２ お子さんが家にいるとき、主にお子さんと過ごす時間が長いのはどなたですか。 

（お子さんから見た関係で）（○は１つ） 

 

全体では、「お母さん」が 74.1％で最も高く、次いで「きょうだい」が 13.7％と続

く。 

 

【生活困難世帯別】  

「お母さん」の割合は、困窮層では 65.3％、周辺層では 65.4％、一般層では 76.6％

となり、困窮度が高まるにつれて低くなる。一方「きょうだい」の割合は、困窮層では

24.1％、周辺層では 19.6％、一般層では 11.6％となり、困窮度が高まるにつれて高く

なる。 

 

 

 

 

 

  

74.1 

65.3 

65.4 

76.6 

2.3 

2.4 

1.8 

2.4 

7.8 

5.9 

9.6 

7.7 

13.7 

24.1 

19.6 

11.6 

0.1 

0.3 

0.1 

1.0 

1.2 

2.1 

0.8 

0.3 

0.6 

0.2 

0.6 

1.2 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

お母さん お父さん おばあさん・おじいさん
きょうだい おば、おじなどの親せき 近所の人
お子さんがひとりでいる その他 無回答
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問３ あなたから見て、お子さんが頼りにしていると思われる大人がいますか。 

（子どもからみた関係で、あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「お母さん」が 89.2％で最も高く、次いで「お父さん」が 70.2％、「おば

あさん・おじいさん」が 55.0％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「お母さん」の割合が最も高く、小学生では 90.4％、中学生

では 87.4％となっている。 

 

 

  89.2 

70.2 

55.0 

17.6 

26.1 

0.7 

13.6 

0.1 

6.6 

5.9 

0.0 

3.8 

0.1 

0.8 

0.7 

90.4 

73.2 

59.0 

18.2 

28.1 

1.1 

13.4 

0.1 

6.5 

7.4 

0.0 

3.1 

0.1 

0.5 

0.7 

87.4 

66.3 

49.3 

16.6 

22.9 

0.1 

13.8 

0.2 

6.8 

3.6 

0.0 

4.8 

0.1 

1.4 

0.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

お母さん

お父さん

おばあさん・おじいさん

おじ・おば・いとこなどの親族

学校の先生

学童保育所等の職員・スタッフ

塾や習い事の先生

子育て支援団体や子育てサークルのスタッフ

あなたの友人・知人

近所の人・地域の人

市役所などの職員

その他

特にいない

わからない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】  

「お母さん」「お父さん」「おばあさん・おじいさん」「学校の先生」「塾の習い事の先

生」の割合は、困窮度が高まるにつれ低くなり、特に「お父さん」は困窮層では

42.9％、一般層では 74.8％と大きな差がみられる。 

 

 

 

 

  

89.2 

70.2 

55.0 

17.6 

26.1 

0.7 

13.6 

0.1 

6.6 

5.9 

0.0 

3.8 

0.1 

0.8 

0.7 

84.1 

42.9 

48.8 

21.2 

21.8 

1.8 

8.8 

0.0 

6.5 

7.1 

0.0 

4.1 

0.0 

1.8 

1.2 

89.2 

59.9 

55.4 

19.9 

23.5 

0.6 

11.7 

0.0 

5.4 

3.9 

0.0 

4.8 

0.0 

0.6 

0.6 

89.7 

74.8 

55.5 

16.8 

27.1 

0.6 

14.4 

0.2 

6.9 

6.1 

0.0 

3.6 

0.1 

0.8 

0.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

お母さん

お父さん

おばあさん・おじいさん

おじ・おば・いとこなどの親族

学校の先生

学童保育所等の職員・スタッフ

塾や習い事の先生

子育て支援団体や子育てサークルのスタッフ

あなたの友人・知人

近所の人・地域の人

市役所などの職員

その他

特にいない

わからない

無回答

全体

(N=2272)

困窮層

(N=170)

周辺層

(N=332)

一般層

(N=1770)

（％）
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【世帯類型別】  

ふたり親世帯とひとり親世帯の割合に着目すると、「お母さん」「お父さん」「学校の

先生」「塾や習い事の先生」「近所の人・地域の人」ではひとり親世帯よりもふたり親世

帯の割合が高く、特に「お父さん」はふたり親世帯では 78.7％であるのに対し、ひと

り親世帯では 18.1％と非常に大きな差がみられる。 

 

 

 

  

89.2 

70.2 

55.0 

17.6 

26.1 

0.7 

13.6 

0.1 

6.6 

5.9 

0.0 

3.8 

0.1 

0.8 

0.7 

91.7 

78.7 

54.0 

17.5 

27.6 

0.6 

14.2 

0.2 

6.4 

6.3 

0.0 

3.7 

0.1 

0.8 

0.6 

79.4 

18.1 

58.5 

18.5 

19.9 

1.0 

10.1 

0.0 

10.8 

4.2 

0.0 

5.9 

0.0 

1.0 

0.7 

81.9 

69.8 

60.4 

18.8 

20.8 

2.0 

16.1 

0.0 

2.0 

4.0 

0.0 

2.0 

0.7 

1.3 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

お母さん

お父さん

おばあさん・おじいさん

おじ・おば・いとこなどの親族

学校の先生

学童保育所等の職員・スタッフ

塾や習い事の先生

子育て支援団体や子育てサークルのスタッフ

あなたの友人・知人

近所の人・地域の人

市役所などの職員

その他

特にいない

わからない

無回答

（％）

全体

(N=2272)

ふたり親世帯

(N=1801)

ひとり親世帯

(N=287)

それ以外の世帯

(N=149)
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

１.お子さんの勉強をみる 

 

全体では、「週に 1～2 回」が 23.9％で最も高く、次いで「めったにない」が 22.5％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「週に 1～2 回」が 29.6％で最も高く、中学生では「めったにない」が

37.9％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「めったにない」の割合は、困窮層では 28.8％、周辺層では 23.5％、一般層では

21.7％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「まったくない」も同様に困窮度が高まるつれて高くなっており、困窮層では

9.4％、周辺層では 5.7％、一般層では 5.0％となっている。 

 

 

 

  

16.4 

25.0 

4.3 

13.5 

18.6 

6.3 

23.9 

29.6 

16.0 

17.5 

13.5 

23.2 

22.5 

11.5 

37.9 

5.4 

1.1 

11.4 

0.7 

0.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

16.4 

14.1 

12.7 

17.3 

13.5 

12.4 

9.9 

14.3 

23.9 

18.8 

27.4 

23.8 

17.5 

15.3 

20.2 

17.2 

22.5 

28.8 

23.5 

21.7 

5.4 

9.4 

5.7 

5.0 

0.7 

1.2 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

２.お子さんと運動をする 

 

全体では、「めったにない」が 44.8％で最も高く、次いで「月に１～２回」が 24.2％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「めったにない」の割合が最も高く、小学生では 39.7％、中

学生では 51.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「まったくない」の割合は、困窮層では 20.0％、周辺層では 13.6％、一般層では

13.0％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

  

1.3 

1.7 

0.8 

2.6 

3.4 

1.5 

12.7 

17.5 

5.9 

24.2 

28.7 

18.0 

44.8 

39.7 

51.4 

13.6 

8.1 

21.5 

0.8 

0.8 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

1.3 

1.8 

0.6 

1.4 

2.6 

3.5 

2.4 

2.5 

12.7 

10.0 

10.5 

13.4 

24.2 

20.0 

23.8 

24.6 

44.8 

44.1 

47.9 

44.2 

13.6 

20.0 

13.6 

13.0 

0.8 

0.6 

1.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

３.お子さんと電子機器で遊ぶ 

 

全体では、「めったにない」が 38.1％で最も高く、次いで「まったくない」が 25.0％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「めったにない」の割合が最も高く、小学生では 36.6％、中

学生では 40.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「ほぼ毎日」「週に 3～4 回」「週に 1～2 回」をあわせた「週に 1 回以上」の割合は困

窮層が最も高く、困窮層では 27.0％、周辺層では 19.8％、一般層では 20.1％となって

いる。 

 

 

 

  

3.1 

3.6 

2.4 

4.9 

6.0 

3.1 

12.6 

15.0 

9.2 

15.3 

16.3 

13.7 

38.1 

36.6 

40.6 

25.0 

21.5 

29.8 

1.1 

1.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

3.1 

3.5 

3.9 

2.9 

4.9 

10.0 

4.2 

4.5 

12.6 

13.5 

11.7 

12.7 

15.3 

11.8 

19.9 

14.8 

38.1 

31.8 

36.1 

39.0 

25.0 

28.2 

22.9 

25.1 

1.1 

1.2 

1.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

４.お子さんと電子機器以外で遊ぶ 

 

全体では、「めったにない」が 39.1％で最も高く、次いで「月に１～２回」が 33.2％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「月に 1～2 回」が 40.6％で最も高く、中学生では「めったにない」が

51.1％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「まったくない」の割合は、困窮層では 17.1％、周辺層では 12.7％、一般層では

10.2％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

  

1.0 

1.4 

0.4 

2.3 

3.5 

0.8 

12.1 

17.2 

5.1 

33.2 

40.6 

22.6 

39.1 

30.6 

51.1 

11.1 

5.9 

18.5 

1.1 

1.0 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

1.0 

2.4 

1.8 

0.7 

2.3 

4.7 

2.7 

2.0 

12.1 

10.0 

7.5 

13.2 

33.2 

27.6 

34.9 

33.4 

39.1 

37.1 

38.9 

39.4 

11.1 

17.1 

12.7 

10.2 

1.1 

1.2 

1.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

５.お子さんと学校生活の話をする 

 

全体では、「ほぼ毎日」が 62.1％で最も高く、次いで「週に３～４回」が 20.2％と続

く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「ほぼ毎日」の割合が最も高く、小学生では 65.8％、中学生

では 57.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「ほぼ毎日」の割合は、困窮層では 53.5％、周辺層では 53.9％、一般層では 64.5％

となり、困窮度が高まるにつれて低くなる。 

 

 

 

 

  

62.1 

65.8 

57.1 

20.2 

19.6 

21.0 

12.5 

11.1 

14.4 

3.3 

2.2 

4.9 

0.9 

0.6 

1.4 

0.2 

0.4 

0.7 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

62.1 

53.5 

53.9 

64.5 

20.2 

17.1 

28.6 

18.9 

12.5 

19.4 

12.3 

11.8 

3.3 

6.5 

3.6 

3.0 

0.9 

1.8 

0.3 

1.0 

0.2 

0.6 

0.3 

0.2 

0.7 

1.2 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答



第４章 保護者編 

 

136 

 

問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

６. お子さんと政治、経済、社会問題などのニュースの話をする 

 

全体では、「週に１～２回」が 26.1％で最も高く、次いで「週に３～４回」が

19.3％、「月に１～２回」が 17.3％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「週に 1～2 回」の割合が最も高く、小学生では 25.8％、中学

生では 26.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「めったにない」「まったくない」を合わせた割合は、困窮層では 25.2％、周辺層で

は 26.2％、一般層では 19.6％となり、困窮層・周辺層と比較して一般層の割合が低

い。 

  

15.7 

15.1 

16.3 

19.3 

18.9 

19.9 

26.1 

25.8 

26.5 

17.3 

17.2 

17.5 

16.5 

17.8 

14.8 

4.5 

4.4 

4.4 

0.7 

0.7 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

15.7 

17.6 

10.8 

16.4 

19.3 

23.5 

16.0 

19.5 

26.1 

17.6 

28.3 

26.4 

17.3 

15.3 

18.1 

17.4 

16.5 

17.6 

20.5 

15.6 

4.5 

7.6 

5.7 

4.0 

0.7 

0.6 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

７.お子さんとテレビ（ニュースを除く）の話をする 

 

全体では、「ほぼ毎日」が 36.2％で最も高く、次いで「週に３～４回」が 26.3％、

「週に１～２回」が 23.7％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「ほぼ毎日」の割合が最も高く、小学生では 37.4％、中学生

では 34.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

生活困難世帯別にみても、特に大きな差はみられないが、困窮層では「めったいにな

い」「まったくない」を合わせた割合が 9.5％となり、周辺層・一般層と比較してやや

高い。 

 

 

 

 

  

36.2 

37.4 

34.5 

26.3 

26.6 

25.9 

23.7 

22.5 

25.4 

7.1 

6.8 

7.4 

4.8 

4.5 

5.1 

1.2 

1.4 

1.0 

0.7 

0.8 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

36.2 

31.8 

35.2 

36.8 

26.3 

26.5 

25.6 

26.4 

23.7 

21.8 

22.9 

24.0 

7.1 

10.0 

9.0 

6.4 

4.8 

7.1 

4.2 

4.7 

1.2 

2.4 

1.8 

1.0 

0.7 

0.6 

1.2 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

８.お子さんといっしょに料理をする 

 

全体では、「月に１～２回」が 35.8％で最も高く、次いで「めったにない」が 34.4％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「月に１～２回」が 39.9％で最も高く、中学生では「めったにない」が

43.9％で最も高い。 

 

 

 

 

」 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「ほぼ毎日」「週に 3～4 回」を合わせた割合は、困窮層では 11.8％、周辺層では

7.8％、一般層では 5.1％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

 

  

1.4 

1.8 

0.8 

4.6 

5.6 

3.2 

15.7 

19.9 

9.6 

35.8 

39.9 

30.1 

34.4 

27.8 

43.9 

7.4 

4.4 

11.5 

0.7 

0.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

1.4 

2.4 

2.1 

1.1 

4.6 

9.4 

5.7 

4.0 

15.7 

10.6 

18.1 

15.7 

35.8 

30.0 

35.2 

36.4 

34.4 

35.9 

31.9 

34.7 

7.4 

11.2 

6.3 

7.2 

0.7 

0.6 

0.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

９.お子さんといっしょに外出する（遊びやイベント等） 

 

全体では、「月に１～２回」が 43.0％で最も高く、次いで「週に１～２回」が 39.0％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「週に１～２回」が 48.1％で最も高く、中学生では「月に１～２回」が

50.5％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「めったにない」の割合は、困窮層では 18.2％、周辺層では 9.0％、一般層では

8.2％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

 

  

2.0 

2.6 

1.3 

5.5 

6.5 

4.2 

39.0 

48.1 

26.0 

43.0 

37.7 

50.5 

9.1 

4.2 

16.1 

0.8 

0.4 

1.3 

0.6 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

2.0 

2.9 

2.1 

1.9 

5.5 

9.4 

7.2 

4.8 

39.0 

29.4 

35.8 

40.5 

43.0 

37.1 

44.3 

43.3 

9.1 

18.2 

9.0 

8.2 

0.8 

1.8 

0.6 

0.7 

0.6 

1.2 

0.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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問４ あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（それぞれ○は１つ） 

１０.お子さんといっしょに外出する（食事や買い物等） 

 

全体では、「週に１～２回」が 50.5％で最も高く、次いで「月に１～２回」が 32.2％

と続く。 

 

【学年別】 

小学生では「週に１～２回」が 58.4％で最も高く、中学生では「月に１～２回」が

46.0％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「ほぼ毎日」「週に 3～4 回」を合わせた割合は、困窮層では 19.4％、周辺層では

16.5％、一般層では 12.1％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

 

  

2.9 

3.6 

1.7 

10.5 

13.5 

6.1 

50.5 

58.4 

39.3 

32.2 

22.6 

46.0 

3.2 

1.4 

5.6 

0.3 

0.6 

0.5 

0.4 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答

2.9 

4.7 

4.2 

2.4 

10.5 

14.7 

12.3 

9.7 

50.5 

38.2 

48.8 

52.0 

32.2 

32.4 

30.1 

32.6 

3.2 

7.6 

3.9 

2.6 

0.3 

1.8 

0.3 

0.1 

0.5 

0.6 

0.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～２回 めったにない まったくない 無回答
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4. 子どもの進路  

 

 

問７ あなたは、お子さんの最終進路としてどの学校を希望していますか。（○は１つ） 

 

全体では、「大学」が 53.9％で最も高く、次いで「専修学校・各種学校」が 12.2％、

「高等学校」が 11.9％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

「高等学校」の割合は、困窮層では 27.1％、周辺層では 21.1％、一般層では 8.7％

となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。「大学」の割合は、困窮層が 41.2％、周辺

層が 38.6％に対し、一般層では 58.0％と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯類型別】  

ふたり親世帯とひとり親世帯の割合に着目すると、「高校」の割合はふたり親世帯が

10.5％、ひとり親世帯が 19.5％とひとり親世帯の方が高く、「大学」の割合はふたり親

世帯が 56.6％、ひとり親世帯が 41.8％とふたり親世帯の方が高くなっている。 

 

 

 

 

  

0.3 

0.6 

0.2 

11.9 

27.1 

21.1 

8.7 

4.4 

6.5 

4.8 

4.1 

53.9 

41.2 

38.6 

58.0 

1.5 

0.9 

1.8 

12.2 

11.2 

17.8 

11.3 

2.6 

2.4 

3.0 

2.5 

7.8 

8.2 

6.6 

8.0 

5.1 

3.5 

6.6 

5.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

中学校 高等学校 短期大学 大学 大学院

専修学校・各種学校 その他 わからない 特にない 無回答

0.3 

0.2 

0.3 

0.7 

11.9 

10.5 

19.5 

11.4 

4.4 

4.2 

5.9 

3.4 

53.9 

56.6 

41.8 

51.0 

1.5 

1.5 

1.0 

2.0 

12.2 

11.8 

13.6 

15.4 

2.6 

2.9 

2.1 

7.8 

7.4 

9.4 

7.4 

5.1 

4.8 

6.3 

8.1 

0.4 

0.2 

0.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜世帯類型＞

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)

中学校 高等学校 短期大学 大学 大学院

専修学校・各種学校 その他 わからない 特にない 無回答
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問７で「1～7」と答えた方（＝希望最終学歴を回答した方）におたずねします。 

問７－１ あなたはお子さんが問７の希望どおりの学校まで進むことになると思いますか。

（○は１つ） 

 

 

【生活困難世帯別】  

全体では、「思う」が 77.5％、「思わない」が 18.7％となっている。 

「思わない」の割合は、困窮層では 42.0％、周辺層では 25.3％、一般層では 15.1％

となり、困窮度が高まるにつれ高くなっている。 

 

 

 

 

  

77.5 

55.3 

70.1 

81.0 

18.7 

42.0 

25.3 

15.1 

3.9 

2.7 

4.5 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=1971)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=150)

周辺層
(N=288)

一般層
(N=1533)

思う 思わない 無回答
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問７－１で「2.思わない」と答えた方におたずねします。 

問７－２ その理由を教えてください。（○は１つ） 

 

全体では、「経済的に余裕がないから」が 33.7％で最も高く、次いで「お子さんの希

望と異なるから」が 23.6％、「お子さんの能力から考えて」が 22.6％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「経済的に余裕がないから」の割合が最も高く、小学生では

28.9％、中学生では 40.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「経済的に余裕がないから」の割合は困窮層で突出して高く、困窮層では 81.0％、

周辺層では 43.8％、一般層では 17.7％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.6 

26.2 

19.7 

22.6 

20.9 

25.4 

33.7 

28.9 

40.8 

3.3 

3.6 

2.8 

15.2 

18.7 

9.9 

1.6 

1.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=368)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=225)

中学生
(N=142)

お子さんの希望と異なるから お子さんの能力から考えて 経済的に余裕がないから

勉強のサポートができないから その他 無回答

23.6 

4.8 

21.9 

29.3 

22.6 

12.7 

19.2 

26.3 

33.7 

81.0 

43.8 

17.7 

3.3 

1.4 

4.7 

15.2 

1.6 

13.7 

19.4 

1.6 

0.0 

0.0 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=368)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=63)

周辺層
(N=73)

一般層
(N=232)

お子さんの希望と異なるから お子さんの能力から考えて 経済的に余裕がないから

勉強のサポートができないから その他 無回答
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5. これまでの家族との関わり  

 

 

問 18 あなた自身の、家族との関わり等についてお答えください。（それぞれ１つに○） 

 

【生活困難世帯別（困窮層・ひとり親世帯）】  

「経験がある」割合は、『あなたが成人になる前に父または母が亡くなった』以外の

項目でそれぞれ 2 割以上となっており、『あなたの両親が離婚した・親と疎遠になって

いる（なっていた）』がそれぞれ 29.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別（困窮層・ふたり親世帯）】  

「経験がある」の割合は、『親と疎遠になっている（なっていた）』が 25.8％で最も

高く、次いで『あなたの両親が離婚した』『親から暴力を振るわれたことがある』がそ

れぞれ 24.7％と続く。 

 

 

 

 

 

 

  

29.4 

2.9 

23.5 

26.5 

29.4 

67.6 

94.1 

75.0 

72.1 

70.6 

2.9 

2.9 

1.5 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの両親が離婚した
(N=68)

あなたが成人になる前に

父または母が亡くなった
(N=68)

家庭内の事情により親と

離れて暮らしたことがある
(N=68)

親から暴力を振るわれた

ことがある
(N=68)

親と疎遠になっている

（なっていた）
(N=68)

経験がある 経験はない 無回答

24.7 

4.3 

18.3 

24.7 

25.8 

74.2 

93.5 

79.6 

73.1 

72.0 

1.1 

2.2 

2.2 

2.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの両親が離婚した
(N=93)

あなたが成人になる前に

父または母が亡くなった
(N=93)

家庭内の事情により親と

離れて暮らしたことがある
(N=93)

親から暴力を振るわれた

ことがある
(N=93)

親と疎遠になっている

（なっていた）
(N=93)

経験がある 経験はない 無回答
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【生活困難世帯別（周辺層・ひとり親世帯）】  

「経験がある」の割合は、『親から暴力を振るわれたことがある』が 26.5％で最も高

く、次いで『あなたの両親が離婚した』が 22.9％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別（周辺層・ふたり親世帯）】  

「経験がある」の割合は、『親から暴力を振るわれたことがある』が 13.6％で最も高

く、次いで『あなたの両親が離婚した』が 12.3％と続く。 

 

 

 

 

 

  

22.9 

7.2 

18.1 

26.5 

15.7 

74.7 

89.2 

79.5 

72.3 

81.9 

2.4 

3.6 

2.4 

1.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの両親が離婚した
(N=83)

あなたが成人になる前に

父または母が亡くなった
(N=83)

家庭内の事情により親と離

れて暮らしたことがある
(N=83)

親から暴力を振るわれたこ

とがある
(N=83)

親と疎遠になっている（なっ

ていた）
(N=83)

経験がある 経験はない 無回答

12.3 

5.9 

6.4 

13.6 

11.4 

86.8 

93.2 

92.7 

85.5 

88.2 

0.9 

0.9 

0.9 

0.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの両親が離婚

した
(N=220)

あなたが成人になる

前に父または母が亡

くなった
(N=220)

家庭内の事情により

親と離れて暮らしたこ

とがある
(N=220)

親から暴力を振るわ

れたことがある
(N=220)

親と疎遠になってい

る（なっていた）
(N=220)

経験がある 経験はない 無回答
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【生活困難世帯別（一般層・ひとり親世帯）】  

「経験がある」の割合は、『あなたの両親が離婚した』が 21.3％で最も高く、次いで

『親から暴力を振るわれたことがある』が 19.1％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別（一般層・ふたり親世帯）】  

「経験がある」の割合は、『親から暴力を振るわれたことがある』が 12.2％で最も高

く、次いで『あなたの両親が離婚した』が 10.8％と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.3 

10.3 

10.3 

19.1 

5.1 

77.9 

88.2 

89.0 

79.4 

93.4 

0.7 

1.5 

0.7 

1.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの両親が離婚した
(N=136)

あなたが成人になる前に

父または母が亡くなった
(N=136)

家庭内の事情により親と

離れて暮らしたことがある
(N=136)

親から暴力を振るわれた

ことがある
(N=136)

親と疎遠になっている

（なっていた）
(N=136)

経験がある 経験はない 無回答

10.8 

5.0 

5.3 

12.2 

7.5 

88.2 

93.9 

93.6 

86.6 

91.5 

0.9 

1.1 

1.1 

1.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの両親が離婚した
(N=1488)

あなたが成人になる前に

父または母が亡くなった
(N=1488)

家庭内の事情により親と

離れて暮らしたことがある
(N=1488)

親から暴力を振るわれたこ

とがある
(N=1488)

親と疎遠になっている

（なっていた）
(N=1488)

経験がある 経験はない 無回答
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6. 近所とのつながり  

 

 

問 34 住まいの近く（車や徒歩でおおむね３０分以内で行き来できる範囲）に、子どもを

預かってもらえる親族や友人・知人などがいますか。（○は１つ） 

 

全体では、「はい」が 73.7％、いいえ」が 24.5％となっている。 

 

【生活困難世帯別】  

「はい」の割合は、困窮層では 57.6％、周辺層では 73.5％、一般層では 75.3％と、

困窮度が高まるにつれて低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近所での付き合いの状況別】 

「はい」の割合は、近所・地域での付合いの程度が浅くなるにつれて低くなってい

る。 

 

  

73.7 

57.6 

73.5 

75.3 

24.5 

38.8 

24.1 

23.2 

1.8 

3.5 

2.4 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

はい いいえ 無回答

73.7 

88.5 

80.9 

75.2 

69.9 

53.7 

24.5 

6.9 

18.2 

23.6 

28.3 

43.1 

1.8 

4.6 

1.0 

1.2 

1.8 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜近所での付き合いの状況＞

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=87)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=523)

世間話をする程度
(N=657)

挨拶をする程度
(N=867)

ほとんど付き合いがない
(N=123)

はい いいえ 無回答
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問 34 で「1.はい」と回答した方にお尋ねします。 

問 34－１ 子どもを預かってもらえる親族や友人・知人はどなたですか。 

（あなたから見た関係で、あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「あなたの母」が 54.2％で最も高く、次いで「配偶者の母」が 34.5％、

「あなたの父」が 33.2％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

「配偶者の父」の割合は、困窮層では 13.3％、周辺層では 20.1％、一般層では

23.3％と、困窮度が高まるにつれて低くなっており、「配偶者の母」も同様に、困窮層

では 25.5％、周辺層では 29.9％、一般層では 36.0％と、困窮度が高まるにつれて低く

なっている。 

 

 

 

 

 

  

33.2 

54.2 

22.3 

34.5 

3.9 

21.9 

22.0 

7.0 

5.3 

0.4 

28.6 

60.2 

13.3 

25.5 

1.0 

28.6 

20.4 

6.1 

4.1 

0.0 

34.0 

51.6 

20.1 

29.9 

3.3 

23.4 

20.9 

4.9 

9.0 

0.0 

33.4 

54.3 

23.3 

36.0 

4.2 

21.1 

22.3 

7.5 

4.7 

0.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

あなたの父

あなたの母

配偶者の父

配偶者の母

あなた・配偶者の祖父母

あなたの兄弟姉妹

友人・知人

近所・地域の人

その他

無回答

全体
(N=1674)

困窮層
(N=98)

周辺層
(N=244)

一般層
(N=1332)

（％）
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問 14 あなたと「近所・地域」の人との付き合いについて教えてください。（○は１つ） 

 

全体では、「挨拶をする程度」が 38.2％で最も高く、次いで「世間話をする程度」が

28.9％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「困ったときに、内容によっては相談し助け

合える」（12.9％）、「世間話をする程度」（22.9％）の割合が低く、「挨拶をする程度」

（47.6％）、「ほとんど付き合いがない」（15.3％）の割合が高く、あいさつ以上の付き

合いをしている世帯の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯類型別】  

ひとり親世帯では、ふたり親世帯、それ以外の世帯と比較して「困ったときに、何で

も相談し助け合える」（3.1％）、「困ったときに、内容によっては相談し助け合える」

（14.3％）、「世間話をする程度」（20.9％）の割合が低く、「挨拶をする程度」

（48.8％）、「ほとんど付き合いがない」（12.2％）の割合が高い。 

 

 

  

3.8 

1.2 

3.9 

4.1 

23.0 

12.9 

19.0 

24.7 

28.9 

22.9 

28.0 

29.7 

38.2 

47.6 

41.6 

36.6 

5.4 

15.3 

6.9 

4.2 

0.7 

0.0 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

困ったときに、何でも相談し助け合える 困ったときに、内容によっては相談し助け合える
世間話をする程度 挨拶をする程度
ほとんど付き合いがない 無回答

3.8 

3.9 

3.1 

4.7 

23.0 

24.3 

14.3 

24.8 

28.9 

30.6 

20.9 

26.2 

38.2 

36.4 

48.8 

37.6 

5.4 

4.2 

12.2 

6.7 

0.7 

0.5 

0.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜世帯類型＞

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)

困ったときに、何でも相談し助け合える 困ったときに、内容によっては相談し助け合える

世間話をする程度 挨拶をする程度

ほとんど付き合いがない 無回答
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問 15 あなたは次の団体などに所属したことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「子ども会」が 61.1％で最も高く、次いで「自治会」が 48.4％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

「所属したことがない」の割合は、困窮層が 24.7％、周辺層が 23.8％、一般層が

16.2％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯類型別】 

ふたり親世帯とひとり親世帯の割合に着目すると、「所属したことがない」以外のす

べての項目でふたり親世帯の割合が高く、特に「自治会」はふたり親世帯が 51.7％、

ひとり親世帯が 33.4％、「子ども会」ではふたり親世帯が 62.8％、ひとり親世帯が

50.2％とそれぞれ非常に大きな差がみられる。 

 

 

 

 

 

  

13.0 

48.4 

61.1 

23.0 

18.0 

1.1 

8.8 

42.4 

53.5 

20.6 

24.7 

2.4 

10.2 

40.4 

63.0 

20.5 

23.8 

0.6 

13.9 

50.5 

61.5 

23.7 

16.2 

1.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子育てや市民活動などのサークル団体

自治会

子ども会

校区で活動する組織

所属したことがない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）

13.0 

48.4 

61.1 

23.0 

18.0 

1.1 

14.3 

51.7 

62.8 

24.2 

15.8 

0.7 

4.5 

33.4 

50.2 

17.4 

32.1 

1.7 

13.4 

40.9 

64.4 

23.5 

18.1 

1.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子育てや市民活動などのサークル団体

自治会

子ども会

校区で活動する組織

所属したことがない

無回答

（％）

全体
(N=2272)

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)
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問 16 あなたは次の役員などを経験したことがありますか（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「幼稚園・保育園などの保護者会役員」が 49.4％で最も高く、次いで

「PTA 役員」が 43.8％、「子ども会の役員」が 41.4％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「幼稚園・保育園などの保護者会役員」の割合が最も高く、小

学生では 50.0％、中学生では 48.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.8 

49.4 

6.9 

41.4 

27.2 

15.1 

12.4 

1.1 

41.2 

50.0 

6.5 

37.8 

24.0 

12.9 

13.8 

1.2 

47.3 

48.4 

7.4 

46.5 

31.5 

18.2 

10.4 

1.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ＰＴＡ役員

幼稚園・保育園などの保護者会役員

学童保育所の保護者会役員

子ども会の役員

自治会役員

校区で活動する組織の役員

経験したことがない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】  

「学童保育所の保護者会役員」の割合は、困窮層が 10.0％、周辺層が 9.0％、一般層

が 6.2％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「校区で活動する組織の役員」も同様に困窮度が高まるにつれ高くなっており、困窮層

では 16.5％、周辺層では 16.3％、一般層では 14.7％となっている。 

 

 

 

  

43.8 

49.4 

6.9 

41.4 

27.2 

15.1 

12.4 

1.1 

45.9 

47.6 

10.0 

37.6 

34.1 

16.5 

11.8 

0.6 

39.2 

48.2 

9.0 

44.0 

23.8 

16.3 

16.0 

1.2 

44.5 

49.8 

6.2 

41.3 

27.1 

14.7 

11.8 

1.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ＰＴＡ役員

幼稚園・保育園などの保護者会役員

学童保育所の保護者会役員

子ども会の役員

自治会役員

校区で活動する組織の役員

経験したことがない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）



第４章 保護者編 

153 

 

【世帯類型別】  

ふたり親世帯とひとり親世帯の割合に着目すると、「経験したことがない」以外のす

べての項目で、ふたり親世帯での割合が高く、特に「幼稚園・保育園などの保護者会役

員」はふたり親世帯では 52.4％、ひとり親世帯では 32.8％と非常に大きな差がみられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.8 

49.4 

6.9 

41.4 

27.2 

15.1 

12.4 

1.1 

44.1 

52.4 

7.3 

43.2 

28.7 

15.6 

10.6 

0.8 

40.1 

32.8 

4.2 

31.0 

22.0 

13.2 

22.6 

2.1 

49.0 

49.7 

6.7 

40.3 

20.1 

13.4 

15.4 

0.7 

0.0 20.0 40.0 60.0

ＰＴＡ役員

幼稚園・保育園などの保護者会役員

学童保育所の保護者会役員

子ども会の役員

自治会役員

校区で活動する組織の役員

経験したことがない

無回答

（％）

全体
(N=2272)

ふたり親世帯
(N=1801)

ひとり親世帯
(N=287)

それ以外の世帯
(N=149)
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上段：実数、下段：％

サ
ン
プ
ル
数

利
用
し
た
こ

と
が
あ
る

利
用
資
格
等

が
な
い

制
度
や
施
設

等
を
知
ら
な

い 時
間
が
な
い

手
続
き
が
わ

か
ら
な
い

利
用
料
が
高

い そ
の
他

無
回
答

2272 2099 52 5 0 4 16 96
100.0 92.4 2.3 0.2 0.0 0.2 0.7 4.2

2272 587 992 117 3 49 141 383
100.0 25.8 43.7 5.1 0.1 2.2 6.2 16.9

2272 472 1018 146 0 37 143 456
100.0 20.8 44.8 6.4 0.0 1.6 6.3 20.1

2272 156 1299 131 2 32 170 482
100.0 6.9 57.2 5.8 0.1 1.4 7.5 21.2

2272 34 1553 37 1 30 141 476
100.0 1.5 68.4 1.6 0.0 1.3 6.2 21.0

2272 61 1515 41 0 22 143 490
100.0 2.7 66.7 1.8 0.0 1.0 6.3 21.6

2272 1679 255 14 1 11 1 71 240
100.0 73.9 11.2 0.6 0.0 0.5 0.0 3.1 10.6

2272 1025 616 20 2 9 30 263 307
100.0 45.1 27.1 0.9 0.1 0.4 1.3 11.6 13.5

2272 663 286 281 95 50 476 421
100.0 29.2 12.6 12.4 4.2 2.2 21.0 18.5

2272 522 248 359 128 51 526 438
100.0 23.0 10.9 15.8 5.6 2.2 23.2 19.3

2272 838 184 319 88 45 414 384
100.0 36.9 8.1 14.0 3.9 2.0 18.2 16.9

2272 545 199 449 94 53 490 442
100.0 24.0 8.8 19.8 4.1 2.3 21.6 19.5

2272 279 176 647 121 58 527 464
100.0 12.3 7.7 28.5 5.3 2.6 23.2 20.4

2272 183 249 744 59 58 500 479
100.0 8.1 11.0 32.7 2.6 2.6 22.0 21.1

2272 71 323 671 52 76 1 582 496
100.0 3.1 14.2 29.5 2.3 3.3 0.0 25.6 21.8

2272 239 462 317 24 103 57 599 471
100.0 10.5 20.3 14.0 1.1 4.5 2.5 26.4 20.7

2272 440 348 295 18 82 40 588 461
100.0 19.4 15.3 13.0 0.8 3.6 1.8 25.9 20.3

2272 118 299 538 20 95 22 682 498
100.0 5.2 13.2 23.7 0.9 4.2 1.0 30.0 21.9

2272 72 366 518 12 96 22 688 498
100.0 3.2 16.1 22.8 0.5 4.2 1.0 30.3 21.9

2272 9 335 712 10 84 10 609 503
100.0 0.4 14.7 31.3 0.4 3.7 0.4 26.8 22.1

2272 338 230 482 56 79 607 480
100.0 14.9 10.1 21.2 2.5 3.5 26.7 21.1

2272 328 312 203 63 42 873 451
100.0 14.4 13.7 8.9 2.8 1.8 38.4 19.9

2272 34 327 399 46 63 898 505
100.0 1.5 14.4 17.6 2.0 2.8 39.5 22.2

2272 513 199 407 98 59 1 563 432
100.0 22.6 8.8 17.9 4.3 2.6 0.0 24.8 19.0

2272 7 795 412 7 43 0 505 503
100.0 0.3 35.0 18.1 0.3 1.9 0.0 22.2 22.1

2272 22 582 510 12 49 596 501
100.0 1.0 25.6 22.4 0.5 2.2 26.2 22.1

2272 24 884 340 6 44 478 496
100.0 1.1 38.9 15.0 0.3 1.9 21.0 21.8

公的年金（遺族年金・障害年金）

児童手当

就学援助制度

児童扶養手当

疾病や難病の手当

生活保護

ファミリー・サポート・センター

保育園・認定こども園・幼稚園

学童保育所

子育て支援センター

校区の子育てサロン

くるるん

児童センター

石橋記念くるめっ子館

幼児教育研究所

子ども食堂

病児保育

一時預かり（一時保育）

子どもの居場所づくり事業(ひとり親)

久留米市生活自立支援センター

子どもの学習支援事業（生活保護・生活困窮者）

産前産後ヘルパー派遣

ショートステイ・トワイライトステイ

学校や地域で行われている放課後等の補充学習

スクールカウンセラー

スクールソーシャルワーカー

土曜塾（青少年学校外活動支援事業）

第５章  制度・サービスの利用  

1. 制度や施設の利用  
 

 

問 23 あなたは、これまで、久留米市や地域などにおける次の制度や施設などを利用した

ことがありますか。また、利用したことがない場合は、その理由を教えてください。

（それぞれ１～７のうちいずれか１つに○） 

 

児童手当、保育園・認定こども園・幼稚園では、「利用したことがある」の割合が高

く、前者は 92.4％、後者は 73.9％にのぼる。 

石橋記念くるめっ子館、幼児教育研究所、子ども食堂、ショートステイ・トワイライ

トステイでは、「制度や施設等を知らない」の割合が高く、それぞれ 3 割程度。 
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１.児童手当 

 

 

全体では、「利用したことがある」が 92.4％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用したことがある」の割合が最も高く、小学生では

93.5％、中学生では 90.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 97.1％、周辺層では 94.0％、一般層で

は 91.6％となり、すべての階層で 9 割を超えている。 

 

 

 

  

92.4 

93.5 

90.9 

2.3 

2.2 

2.4 

0.2 

0.2 

0.3 

0.2 

0.1 

0.3 

0.7 

0.6 

0.9 

4.2 

3.5 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

92.4 

97.1 

94.0 

91.6 

2.3 

1.8 

1.2 

2.5 

0.2 

0.3 

0.2 

0.2 

0.3 

0.2 

0.7 

0.6 

0.8 

4.2 

1.2 

3.6 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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２.就学援助制度 

 

 

全体では、「利用資格等がない」が 43.7％で最も高く、次いで「利用したことがあ

る」が 25.8％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」の割合が最も高く、小学生では

45.7％、中学生では 41.1％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 23.5％、中学生で 28.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 68.2％、周辺層では 46.1％、一般層で

は 18.0％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「制度や施設等を知らない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮

層では 7.1％、周辺層では 5.1％、一般層では 5.0％となっている。「手続きがわからな

い」も同様の傾向を示し、困窮層では 4.1％、周辺層では 3.3％、一般層では 1.8％と

なっている。 

 

  

25.8 

23.5 

28.7 

43.7 

45.7 

41.1 

5.1 

5.6 

4.5 

0.1 

0.1 

0.2 

2.2 

2.2 

2.1 

6.2 

6.5 

5.9 

16.9 

16.6 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

25.8 

68.2 

46.1 

18.0 

43.7 

12.9 

22.9 

50.5 

5.1 

7.1 

5.1 

5.0 

0.1 

0.6 

0.1 

2.2 

4.1 

3.3 

1.8 

6.2 

2.9 

5.7 

6.6 

16.9 

4.7 

16.3 

18.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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３.児童扶養手当 

 

 

全体では、「利用資格等がない」が 44.8％で最も高く、次いで「利用したことがあ

る」が 20.8％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」割合が最も高く、小学生では 46.2％、

中学生では 43.1％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 19.6％、中学生で 22.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 50.6％、周辺層では 31.0％、一般層で

は 16.0％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「制度や施設等を知らない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮

層では 10.6％、周辺層では 6.3％、一般層では 6.0％となっている。 

「手続きがわからない」も同様の傾向を示し、困窮層・周辺層では 2.4％、一般層で

は 1.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.8 

19.6 

22.0 

44.8 

46.2 

43.1 

6.4 

6.4 

6.4 

1.6 

1.8 

1.4 

6.3 

6.7 

5.7 

20.1 

19.3 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

20.8 

50.6 

31.0 

16.0 

44.8 

25.9 

34.0 

48.6 

6.4 

10.6 

6.3 

6.0 

1.6 

2.4 

2.4 

1.4 

6.3 

1.2 

5.7 

6.9 

20.1 

9.4 

20.5 

21.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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４.疾病や難病の手当 

 

 

全体では、「利用資格等がない」が 57.2％で最も高い。 

「利用したことがある」は 6.9％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」割合が最も高く、小学生では 59.0％、

中学生では 54.7％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 6.6％、中学生で 7.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 13.5％、周辺層では 6.9％、一般層

では 4.8％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 4.1％、周辺層では 1.5％、一般層では 1.1％となっている。 

なお、「利用したことがある」割合は困窮層では 6.5％、周辺層では 7.5％、一般層で

は 6.8％となっている。 

 

 

 

 

  

6.9 

6.6 

7.1 

57.2 

59.0 

54.7 

5.8 

5.3 

6.3 

0.1 

0.1 

0.1 

1.4 

1.1 

1.8 

7.5 

7.4 

7.7 

21.2 

20.5 

22.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

6.9 

6.5 

7.5 

6.8 

57.2 

54.1 

49.7 

58.9 

5.8 

13.5 

6.9 

4.8 

0.1 

0.3 

0.1 

1.4 

4.1 

1.5 

1.1 

7.5 

6.5 

8.1 

7.5 

21.2 

15.3 

25.9 

20.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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５.生活保護 

 

 

全体では、「利用資格等がない」が 68.4％で最も高い。 

「利用したことがある」は 1.5％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」割合が最も高く、小学生では 69.6％、

中学生では 66.8％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 1.1％、中学生で 2.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 7.1％、周辺層では 3.3％、一般層では

0.6％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「制度や施設等を知らない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮

層では 5.3％、周辺層では 3.0％、一般層では 1.0％となっている。 

「手続きがわからない」も同様の傾向を示し、困窮層では 5.9％、周辺層では

2.1％、一般層では 0.7％となっている。 

 

 

 

  

1.5 

1.1 

2.0 

68.4 

69.6 

66.8 

1.6 

1.5 

1.7 0.1 

1.3 

1.2 

1.5 

6.2 

6.2 

6.2 

21.0 

20.4 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

1.5 

7.1 

3.3 

0.6 

68.4 

59.4 

60.2 

70.7 

1.6 

5.3 

3.0 

1.0 

0.6 

1.3 

5.9 

2.1 

0.7 

6.2 

5.9 

6.9 

6.1 

21.0 

15.9 

24.4 

20.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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６.公的年金（遺族年金・障害年金） 

 

 

全体では、「利用資格等がない」が 66.7％で最も高い。 

「利用したことがある」は 2.7％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」割合が最も高く、小学生では 67.5％、

中学生では 65.7％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 2.8％、中学生で 2.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 4.1％、周辺層では 3.9％、一般層では

2.3％となり、困窮度が高まるにつれ高くなる。 

「制度や施設等を知らない」も同様に困窮度が高まるにつれ高くなっており、困窮層

では 5.3％、周辺層では 2.4％、一般層では 1.4％となっている。 

「手続きがわからない」も同様の傾向を示し、困窮層では 3.5％、周辺層では

0.9％、一般層では 0.7％となっている。 

 

 

 

 

  

2.7 

2.8 

2.5 

66.7 

67.5 

65.7 

1.8 

1.7 

1.8 

1.0 

0.8 

1.2 

6.3 

5.9 

6.8 

21.6 

21.2 

22.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

2.7 

4.1 

3.9 

2.3 

66.7 

65.3 

59.6 

68.1 

1.8 

5.3 

2.4 

1.4 

1.0 

3.5 

0.9 

0.7 

6.3 

6.5 

7.2 

6.1 

21.6 

15.3 

25.9 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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７.保育園・認定こども園・幼稚園 

 

 

全体では、「利用したことがある」が 73.9％で最も高く、次いで「利用資格等がな

い」が 11.2％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用したことがある」割合が最も高く、小学生では

75.8％、中学生では 71.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 1.8％、周辺層が 1.2％、一般層が

0.4％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなり、困窮層では

2.4％、周辺層では 0.6％、一般層では 0.3％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層で 69.4％、周辺層で 72.6％、一般層で

74.6％となり、困窮度が高まるにつれて低くなる。 

 

 

  
73.9 

69.4 

72.6 

74.6 

11.2 

15.3 

10.8 

10.9 

0.6 

1.8 

1.2 

0.4 0.1 

0.5 

2.4 

0.6 

0.3 0.1 

3.1 

3.5 

3.9 

2.9 

10.6 

7.6 

10.8 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

73.9 

75.8 

71.3 

11.2 

9.9 

13.3 

0.6 

0.6 

0.6 0.1 

0.5 

0.5 

0.5 

0.1 

3.1 

3.1 

3.2 

10.6 

10.2 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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８. 学童保育所 

 

 

全体では、「利用したことがある」が 45.1％で最も高く、次いで「利用資格等がな

い」が 27.1％と続く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用したことがある」割合が最も高く、小学生では

48.1％、中学生では 40.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「手続きがわからない」の割合は、困窮層では 2.4％、周辺層では 0.6％、一般層で

は 0.2％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「利用料が高い」も同様に困窮度高まるにつれ高くなっており、困窮層では 5.9％、

周辺層では 2.7％、一般層では 0.6％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 46.5％、周辺層では 46.4％、一般層では

44.7％となっている。 

 

  

45.1 

46.5 

46.4 

44.7 

27.1 

22.9 

22.9 

28.3 

0.9 

1.2 

1.2 

0.8 

0.1 

0.1 

0.4 

2.4 

0.6 

0.2 

1.3 

5.9 

2.7 

0.6 

11.6 

11.2 

11.1 

11.7 

13.5 

10.0 

15.1 
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全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞
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(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

45.1 

48.1 

40.8 

27.1 

25.7 

29.3 

0.9 
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0.8 

0.1 

0.2 

0.4 

0.4 

0.4 

1.3 

1.4 

1.2 

11.6 

10.8 

12.6 

13.5 

12.6 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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９.子育て支援センター 

 

 

全体では、「利用したことがある」が 29.2％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用したことがある」割合が最も高く、小学生では

33.0％、中学生では 23.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」の割合は、困窮層では 20.0％、周辺層では 14.2％、一

般層では 11.3％となり、困窮度が高まるにつれ高くなる。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 21.2％、周辺層では 20.8％、一般層では

31.5％となっている。 

 

 

 

 

 

  

29.2 

33.0 

23.8 

12.6 

11.1 

14.9 

12.4 

12.6 

12.0 

4.2 
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21.0 
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＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

29.2 

21.2 

20.8 

31.5 

12.6 

12.4 

13.0 

12.5 

12.4 

20.0 

14.2 

11.3 

4.2 

5.9 

3.9 

4.1 
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1.4 

21.0 

19.4 
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18.5 

16.5 
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18.1 
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(N=2272)
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困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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１０.校区の子育てサロン 

 

全体では、「利用したことがある」が 23.0％となっている。また「その他」

（23.2％）の割合も高い。 

 

【学年別】 

「利用したことがある」の割合は、小学生では 24.5％、中学生では 20.9％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 24.7％、周辺層では 16.9％、一般

層では 14.7％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 5.9％、周辺層では 4.5％、一般層では 1.5％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 18.2％、周辺層では 17.2％、一般層では

24.5％となっている。 
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24.5 

20.9 
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15.8 
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＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

23.0 

18.2 

17.2 

24.5 

10.9 

10.0 

12.3 

10.7 

15.8 

24.7 

16.9 

14.7 

5.6 

5.3 

5.7 

5.6 

2.2 

5.9 

4.5 

1.5 

23.2 

18.8 

21.1 

24.0 

19.3 

17.1 

22.3 

18.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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１１.くるるん 

 

 

全体では、「利用したことがある」が 36.9％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用したことがある」割合が最も高く、小学生では

39.6％、中学生では 33.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」の割合は、困窮層では 20.0％、周辺層では 17.5％、一

般層では 12.8％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「時間がない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層では

7.1％、周辺層では 3.9％、一般層では 3.6％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 27.1％、周辺層では 24.4％、一般層では

40.2％となっている。 

 

 

 

  

36.9 

39.6 

33.2 

8.1 

7.2 

9.4 

14.0 

13.8 

14.3 

3.9 

4.3 

3.3 

2.0 

1.9 

2.1 

18.2 

16.9 

19.9 

16.9 

16.3 

17.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

36.9 

27.1 

24.4 

40.2 

8.1 

8.2 

8.7 

8.0 

14.0 

20.0 

17.5 

12.8 

3.9 

7.1 

3.9 

3.6 

2.0 

3.5 

4.2 

1.4 

18.2 

18.2 

18.7 

18.1 

16.9 

15.9 

22.6 

15.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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１２.児童センター 

 

 

全体では、「利用したことがある」が 24.0％で最も高い。 

 

【学年別】 

小学生では「利用したことがある」の割合が最も高く 26.5％を占める。中学生では

「その他」（23.2％）の割合が高いが、「利用したことがある」（20.4％）が僅差で続

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 24.7％、周辺層では 21.7％、一般

層では 18.9％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「時間がない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層では

5.9％、周辺層では 4.5％、一般層では 3.9％となっている。 

「手続きがわからない」も同様の傾向を示し、困窮層では 5.9％、周辺層では

3.3％、一般層では 1.8％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 19.4％、周辺層では 17.5％、一般層では

25.6％となっている。 

 

 

 

  

24.0 

26.5 

20.4 

8.8 

8.1 

9.9 

19.8 

20.1 

19.2 

4.1 

4.2 

4.1 

2.3 

2.3 

2.5 

21.6 

20.5 

23.2 

19.5 

18.4 

20.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない
手続きがわからない その他 無回答

24.0 

19.4 

17.5 

25.6 

8.8 

9.4 

10.2 

8.4 

19.8 

24.7 

21.7 

18.9 

4.1 

5.9 

4.5 

3.9 

2.3 

5.9 

3.3 

1.8 

21.6 

18.8 

19.3 

22.3 

19.5 

15.9 

23.5 

19.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答



第５章 制度・サービスの利用 

 

167 

１３. 石橋記念くるめっ子館 

 

 

全体では、「制度や施設等を知らない」が 28.5％で最も高い。また「利用したことが

ある」は 12.3％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が最も高く、小学生では

29.0％、中学生では 27.3％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 12.9％、中学生で 11.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「時間がない」の割合は、困窮層では 6.5％、周辺層では 5.7％、一般層では 5.1％

となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 5.9%、周辺層では 2.4%、一般層では 2.3%となっている。 

また、すべての階層において「制度や施設等を知らない」の割合が高い。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 13.5％、周辺層では 11.1％、一般層では

12.4％となっている。 

 

 

 

  

12.3 

12.9 

11.5 

7.7 

7.6 

8.0 

28.5 

29.0 

27.3 

5.3 

5.8 

4.7 

2.6 

2.4 

2.8 

23.2 

22.8 

24.0 

20.4 

19.5 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない
手続きがわからない その他 無回答

12.3 

13.5 

11.1 

12.4 

7.7 

5.9 

9.0 

7.7 

28.5 

34.1 

27.4 

28.1 

5.3 

6.5 

5.7 

5.1 

2.6 

5.9 

2.4 

2.3 

23.2 

18.2 

20.8 

24.1 

20.4 

15.9 

23.5 

20.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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１４. 幼児教育研究所 

 

 

全体では、「制度や施設等を知らない」が 32.7％で最も高い。また「利用したことが

ある」は 8.1％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が最も高く、小学生では

32.7％、中学生では 32.5％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 9.0％、中学生で 6.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「時間がない」の割合は、困窮層では 5.3％、周辺層では 3.0％、一般層では 2.3％

となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 6.5％、周辺層では 2.4％、一般層では 2.2％となっている。 

また、すべての階層で「制度や施設等を知らない」の割合が高い。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 9.4％、周辺層では 6.6％、一般層では

8.2％となっている。 

 

 

  

8.1 

9.0 

6.8 

11.0 

11.2 

10.7 

32.7 

32.7 

32.5 

2.6 

2.6 

2.6 

2.6 

2.7 

2.4 

22.0 

21.3 

23.2 

21.1 

20.4 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

8.1 

9.4 

6.6 

8.2 

11.0 

11.2 

11.4 

10.8 

32.7 

34.7 

32.2 

32.7 

2.6 

5.3 

3.0 

2.3 

2.6 

6.5 

2.4 

2.2 

22.0 

17.1 

21.4 

22.6 

21.1 

15.9 

22.9 

21.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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１５.子ども食堂 

 

 

全体では、「制度や施設等を知らない」が 29.5％で最も高い。また「利用したことが

ある」は 3.1％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が最も高く、小学生では

29.9％、中学生では 28.7％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 4.1％、中学生で 1.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」の割合は、困窮層では 38.8％、周辺層では 29.5％、一

般層では 28.6％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 7.6％、周辺層では 3.9％、一般層では 2.8％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 3.5％、周辺層では 2.7％、一般層では

3.2％となっている。 

 

 

  3.1 

3.5 

2.7 

3.2 

14.2 

12.4 

12.7 

14.7 

29.5 

38.8 

29.5 

28.6 

2.3 

2.9 

3.3 

2.0 

3.3 

7.6 

3.9 

2.8 0.1 

25.6 

16.5 

22.9 

27.0 

21.8 

18.2 

25.0 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

3.1 

4.1 

1.8 

14.2 

13.7 

15.1 

29.5 

29.9 

28.7 

2.3 

2.6 

1.8 

3.3 

3.2 

3.6 

0.1 

25.6 

25.7 

25.6 

21.8 

20.8 

23.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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１６.病児保育 

 

 

全体では、「その他」（26.4％）を除くと「利用資格等がない」（20.3％）が最も高

く、次いで「制度や施設等を知らない」（14.0％）と続く。なお「利用したことがあ

る」は 10.5％となっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」割合が高く、小学生では 20.2％、中学

生では 20.6％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 11.6％、中学生で 9.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「手続きがわからない」の割合は、困窮層では 8.2％、周辺層では 5.1％、一般層で

は 4.1％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「利用料が高い」も同様に困窮度が高まるにつれて高くっており、困窮層では

4.7％、周辺層では 4.2％、一般層では 2.0％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 16.5％、周辺層では 8.4％、一般層では

10.3％となっている。 

 

 

 

  

10.5 

16.5 

8.4 

10.3 

20.3 

13.5 

19.9 

21.1 

14.0 

21.8 

11.4 

13.7 

1.1 

2.4 

1.2 

0.9 

4.5 

8.2 

5.1 

4.1 

2.5 

4.7 

4.2 

2.0 

26.4 

17.1 

25.9 

27.3 

20.7 

15.9 

23.8 

20.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

10.5 

11.6 

9.0 

20.3 

20.2 

20.6 

14.0 

12.9 

15.3 

1.1 

1.1 

1.0 

4.5 

4.4 

4.7 

2.5 

2.8 

2.0 

26.4 

27.2 

25.1 

20.7 

19.6 

22.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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１７. 一時預かり（一時保育） 

 

 

全体では、「その他」（25.9％）を除くと、「利用したことがある」が 19.4％で最も高

い。 

 

【学年別】 

「その他」以外では、小学生、中学生ともに「利用したことがある」割合が最も高

く、小学生では 20.2％、中学生では 18.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」の割合は、困窮層では 20.6％、周辺層では 13.3％、一

般層では 12.2％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、周辺層で

は 8.8％、周辺層では 3.3％、一般層では 3.2％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 13.5％、周辺層では 11.4％、一般層では

21.4％となっている。 

 

 

 

  

19.4 

13.5 

11.4 

21.4 

15.3 

15.3 

15.7 

15.3 

13.0 

20.6 

13.3 

12.2 

0.8 

1.2 

0.3 

0.8 

3.6 

8.8 

3.3 

3.2 

1.8 

1.2 

5.1 

1.2 

25.9 

22.4 

26.8 

26.0 

20.3 

17.1 

24.1 

19.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

19.4 

20.2 

18.1 

15.3 

15.0 

15.9 

13.0 

12.9 

13.0 

0.8 

0.8 

0.9 

3.6 

3.6 

3.6 

1.8 

2.0 

1.5 

25.9 

25.9 

25.8 

20.3 

19.6 

21.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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１８.ファミリー・サポート・センター 

 

 

全体では、「その他」（30.0％）以外では、「制度や施設等を知らない」が 23.7％で最

も高い。また「利用したことがある」は 5.2％となっている。 

 

【学年別】 

「その他」以外では、小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が最も

高く、小学生では 23.3％、中学生では 24.0％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 5.7％、中学生で 4.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」の割合は、困窮層では 32.9％、周辺層では 24.4％、一

般層では 22.7％となり、困窮度が高まるにつれて高くなっている。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 7.6％、周辺層では 4.5％、一般層では 3.8％となっている。 

「利用料が高い」も同様の傾向を示し、困窮層では 5.3％、周辺層では 1.2％、一般

層では 0.5％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 4.7％、周辺層では 3.6％、一般層では

5.5％となっている。 

 

 

 

  

5.2 

4.7 

3.6 

5.5 

13.2 

10.0 

11.4 

13.8 

23.7 

32.9 

24.4 

22.7 

0.9 

1.8 

1.2 

0.7 

4.2 

7.6 

4.5 

3.8 

1.0 

5.3 

1.2 

0.5 

30.0 

19.4 

28.3 

31.4 

21.9 

18.2 

25.3 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

5.2 

5.7 

4.4 

13.2 

13.2 

13.3 

23.7 

23.3 

24.0 

0.9 

1.0 

0.8 

4.2 

4.3 

4.1 

1.0 

1.3 

0.5 

30.0 

30.1 

30.0 

21.9 

21.1 

22.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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１９.産前産後ヘルパー派遣 

 

 

全体では、「その他」（30.3％）以外では、「制度や施設等を知らない」が 22.8％で最

も高い。また「利用したことがある」は 3.2％となっている。 

 

【学年別】 

「その他」以外では、小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が最も

高く、小学生では 22.1％、中学生では 23.5％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 3.1％、中学生で 3.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 32.4％、周辺層では 22.9％、一般

層では 21.9％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 7.1％、周辺層では 4.8％、一般層では 3.8％となっている。 

「利用料が高い」も同様の傾向を示し、困窮層では 2.9％、周辺層では 1.5％、一般

層では 0.7％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 4.1％、周辺層では 1.2％、一般層では

3.4％となっている。 

 

 

 

 

  

3.2 

4.1 

1.2 

3.4 

16.1 

14.1 

14.5 

16.6 

22.8 

32.4 

22.9 

21.9 

0.5 

0.6 

0.6 

0.5 

4.2 

7.1 

4.8 

3.8 

1.0 

2.9 

1.5 

0.7 

30.3 

20.6 

29.2 

31.4 

21.9 

18.2 

25.3 

21.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

3.2 

3.1 

3.3 

16.1 

16.4 

15.9 

22.8 

22.1 

23.5 

0.5 

0.5 

0.5 

4.2 

4.3 

4.2 

1.0 

1.2 

0.6 

30.3 

30.9 

29.5 

21.9 

21.4 

22.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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２０. ショートステイ・トワイライトステイ 

 

 

全体では、「制度や施設等を知らない」が 31.3％で最も高い。また「利用したことが

ある」は 0.4％にとどまっている。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が最も高く、小学生では

31.5％、中学生では 31.0％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 0.4％、中学生で 0.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「手続きがわからない」割合は、困窮層では 5.9％、周辺層では 3.9％、一般層では

3.4％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「利用料が高い」も同様の傾向を示し、困窮層では 2.9％、周辺層では 0.9％、一般

層では 0.1％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 0.6％、周辺層では 0.3％、一般層では

0.4％となっている。 

 

 

 

 

  

0.4 

0.6 

0.3 

0.4 

14.7 

9.4 

13.6 

15.5 

31.3 

41.2 

30.1 

30.6 

0.4 

0.6 

0.6 

0.4 

3.7 

5.9 

3.9 

3.4 

0.4 

2.9 

0.9 

0.1 

26.8 

21.8 

25.3 

27.6 

22.1 

17.6 

25.3 

22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

0.4 

0.4 

0.3 

14.7 

15.1 

14.4 

31.3 

31.5 

31.0 

0.4 

0.5 

0.4 

3.7 

3.8 

3.6 

0.4 

0.5 

0.3 

26.8 

26.6 

27.1 

22.1 

21.7 

22.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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２１.学校や地域で行われている放課後等の補充学習 

 

 

全体では、「その他」（26.7％）を除くと、「制度や施設等を知らない」が 21.2％で最

も高い。また「利用したことがある」は 14.9％となっている。 

 

【学年別】 

「その他」以外では、小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が高

く、小学生では 22.0％、中学生では 20.0％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 16.3％、中学生で 12.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 30.0％、周辺層では 23.2％、一般

層では 20.0％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 7.1％、周辺層では 4.8％、一般層では 2.9％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 15.9％、周辺層では 11.4％、一般層では

15.4％となっている。 

 

 

 

  

14.9 

16.3 

12.8 

10.1 

9.7 

10.8 

21.2 

22.0 

20.0 

2.5 

2.4 

2.6 

3.5 

3.3 

3.8 

26.7 

26.0 

27.9 

21.1 

20.3 

22.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない
手続きがわからない その他 無回答

14.9 

15.9 

11.4 

15.4 

10.1 

7.1 

9.9 

10.5 

21.2 

30.0 

23.2 

20.0 

2.5 

4.1 

1.8 

2.4 

3.5 

7.1 

4.8 

2.9 

26.7 

19.4 

23.2 

28.1 

21.1 

16.5 

25.6 

20.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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14.4 

13.3 

16.1 

13.7 

13.8 

13.8 

8.9 

9.0 

8.8 

2.8 

3.2 

2.1 

1.8 

1.7 

2.0 

38.4 

40.0 

36.1 

19.9 

19.0 

21.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない
手続きがわからない その他 無回答

２２.スクールカウンセラー 

 

 

全体では、「その他」（38.4％）を除くと、「利用したことがある」が 14.4％で最も高

く、「利用資格等がない」が 13.7％と続く。 

 

【学年別】 

「その他」以外では、小学生では「利用資格等がない」（13.8％）、「利用したことが

ある」（13.3％）の割合が高い。中学生では「利用したことがある」（16.1％）が最も高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 22.9％、周辺層では 15.1％、一般層で

は 13.5％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「制度や施設等を知らない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮

層では 17.1％、周辺層では 9.3％、一般層では 8.1％となっている。 

「時間がない」も同様の傾向を示し、困窮層では 5.3％、周辺層では 3.3％、一般層

では 2.4％となっている。 

 

 

 

  

14.4 

22.9 

15.1 

13.5 

13.7 

8.8 

15.1 

14.0 

8.9 

17.1 

9.3 

8.1 

2.8 

5.3 

3.3 

2.4 

1.8 

4.1 

3.3 

1.4 

38.4 

29.4 

31.3 

40.6 

19.9 

12.4 

22.6 

20.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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２３.スクールソーシャルワーカー 

 

 

全体では、「その他」（39.5％）以外では、「制度や施設等を知らない」が 17.6％で最

も高い。また、「利用したことがある」は 1.5％となっている 

 

【学年別】 

「その他」以外では、小学生、中学生ともに「制度や施設等を知らない」割合が最も

高く、小学生では 17.8％、中学生では 17.0％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生、中学生とも 1.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 28.8％、周辺層では 20.2％、一般

層では 16.0％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「時間がない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層では

3.5％、周辺層では 2.1％、一般層では 1.9％となっている。 

「手続きがわからない」も同様の傾向を示し、困窮層では 7.6％、周辺層では

3.6％、一般層では 2.1％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 2.9％、周辺層では 2.7％、一般層では

1.1％となっている。 

 

 

 

 

  

1.5 

1.5 

1.5 

14.4 

14.7 

14.1 

17.6 

17.8 

17.0 

2.0 

2.4 

1.5 

2.8 

2.8 

2.8 

39.5 

39.3 

40.0 

22.2 

21.6 

23.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

1.5 

2.9 

2.7 

1.1 

14.4 

10.0 

13.6 

15.0 

17.6 

28.8 

20.2 

16.0 

2.0 

3.5 

2.1 

1.9 

2.8 

7.6 

3.6 

2.1 

39.5 

30.6 

32.2 

41.8 

22.2 

16.5 

25.6 

22.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答



第５章 制度・サービスの利用 

178 

２４.土曜塾（青少年学校外活動支援事業） 

 

 

全体では、「その他」（24.8％）を除くと、「利用したことがある」が 22.6％で最も高

い。 

 

【学年別】 

「その他」以外では、小学生、中学生ともに「利用したことがある」割合が最も高

く、小学生では 22.3％、中学生では 22.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 30.0％、周辺層では 17.2％、一般

層では 16.9％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 7.1％、周辺層では 3.0％、一般層では 2.1％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 17.6％、周辺層では 23.5％、一般層では

22.9％となっている。 

 

 

 

  

22.6 

17.6 

23.5 

22.9 

8.8 

5.9 

8.4 

9.1 

17.9 

30.0 

17.2 

16.9 

4.3 

5.3 

3.3 

4.4 

2.6 

7.1 

3.0 

2.1 0.1 

24.8 

18.2 

24.4 

25.5 

19.0 

15.9 

20.2 

19.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

22.6 

22.3 

22.9 

8.8 

9.0 

8.5 

17.9 

18.2 

17.5 

4.3 

5.0 

3.3 

2.6 

2.3 

3.0 

0.1 

24.8 

24.6 

25.1 

19.0 

18.4 

19.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない
手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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２５.子どもの居場所づくり事業（ひとり親） 

 

 

全体では、「利用資格等がない」が 35.0％で最も高い。なお「利用したことがある」

は 0.3％にとどまる。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」割合が最も高く、小学生では 36.9％、

中学生では 32.6％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 0.4％、中学生で 0.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「制度や施設等を知らない」割合は、困窮層では 28.2％、周辺層では 19.9％、一般

層では 16.8％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「手続きがわからない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層で

は 4.7％、周辺層では 2.4％、一般層では 1.5％となっている。 

なお、「利用したことがある」は困窮層では 0.0％、周辺層・一般層ではそれぞれ

0.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.3 

0.3 

0.3 

35.0 

29.4 

29.2 

36.6 

18.1 

28.2 

19.9 

16.8 

0.3 

1.2 

0.6 

0.2 

1.9 

4.7 

2.4 

1.5 

22.2 

18.2 

22.3 

22.6 

22.1 

18.2 

25.3 

21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答

0.3 

0.4 

0.2 

35.0 

36.9 

32.6 

18.1 

17.7 

18.5 

0.3 

0.3 

0.3 

1.9 

1.7 

2.1 

22.2 

21.3 

23.6 

22.1 

21.7 

22.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない 利用料が高い その他 無回答
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1.0 

1.1 

0.9 

25.6 

26.7 

24.2 

22.4 

22.7 

22.1 

0.5 

0.5 

0.6 

2.2 

1.7 

2.8 

26.2 

25.7 

26.9 

22.1 

21.7 

22.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答

２６.久留米市生活自立支援センター 

 

 

全体では、「その他」（26.2％）を除くと、「利用資格等がない」が 25.6％で最も高

い。なお「利用したことがある」は 1.0％にとどまる。 

 

【学年別】 

小学生では「利用資格等がない」（26.7％）の割合が最も高く、中学生では 24.2％と

なっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 1.1％、中学生で 0.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 4.1％、周辺層では 0.9％、一般層では

0.7％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「時間がない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮層では

2.4％、周辺層では 0.9％、一般層では 0.3％となっている。 

「手続きがわからない」も同様の傾向を示し、困窮層では 5.3％、周辺層では

3.9％、一般層では 1.5％となっている。 

なお、「制度や施設等を知らない」は困窮層が 31.8％、周辺層が 20.5％、一般層が

21.9％となり、困窮層で特に高くなっている。 

 

 

 

  

1.0 

4.1 

0.9 

0.7 

25.6 

16.5 

23.5 

26.9 

22.4 

31.8 

20.5 

21.9 

0.5 

2.4 

0.9 

0.3 

2.2 

5.3 

3.9 

1.5 

26.2 

22.4 

25.3 

26.8 

22.1 

17.6 

25.0 

21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答
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２７.子どもの学習支援事業（生活保護・生活困窮者） 

 

 

全体では、「利用資格等がない」が 38.9％で最も高い。また「利用したことがある」

は 1.1％にとどまる。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「利用資格等がない」割合が最も高く、小学生では 40.7％、

中学生では 36.7％となっている。 

なお、「利用したことがある」は小学生で 0.9％、中学生で 1.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生活困難世帯別】  

「利用したことがある」割合は、困窮層では 4.1％、周辺層では 2.4％、一般層では

0.5％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

「制度や施設等を知らない」も同様に困窮度が高まるにつれて高くなっており、困窮

層では 24.1％、周辺層では 15.7％、一般層では 14.0％となっている。 

「手続きがわからない」も同様の傾向を示し、困窮層では 6.5％、周辺層では

3.0％、一般層では 1.3％となっている。 

 

 

 

  

1.1 

0.9 

1.3 

38.9 

40.7 

36.7 

15.0 

14.7 

15.2 

0.3 

0.3 

0.2 

1.9 

1.5 

2.6 

21.0 

20.5 

21.7 

21.8 

21.4 

22.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜子どもの学年＞

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない
手続きがわからない その他 無回答

1.1 

4.1 

2.4 

0.5 

38.9 

30.6 

32.2 

41.0 

15.0 

24.1 

15.7 

14.0 

0.3 

1.2 

0.6 

0.1 

1.9 

6.5 

3.0 

1.3 

21.0 

16.5 

21.4 

21.4 

21.8 

17.1 

24.7 

21.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=2272)

＜生活困難世帯＞

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

利用したことがある 利用資格等がない 制度や施設等を知らない 時間がない

手続きがわからない その他 無回答



第５章 制度・サービスの利用 

182 

 

問 24 あなたは、これまで子育てに関する情報をどこから入手していましたか。（あては

まるものすべてに○） 

 

全体では、「友人や同僚」が 75.7％で最も高く、次いで「自分の親」が 61.7％、「保

育園や幼稚園の先生など」が 42.8％と続く。 

 

【生活困難世帯別】  

困窮層、周辺層では、一般層と比較して「自分の親」「友人や同僚」「近所の人など地

域の人」「保育園や幼稚園の先生など」「子育て支援センター・くるるん・児童センター

などの子育て支援施設」「広報くるめ、回覧板」「雑誌」「新聞」の割合は、困窮度が高

まるにつれて低くなる。 

一方、「市役所や保健所など行政窓口」は困窮層が 15.9％、周辺層が 9.6％、一般層

が 6.7％となり、困窮度が高まるにつれて高くなる。 

 

  
61.7 

34.9 

75.7 

0.9 

27.2 

42.8 

34.9 

7.8 

19.1 

3.6 

0.4 

42.3 

21.3 

12.5 

21.9 

5.7 

5.8 

3.7 

2.1 

2.0 

56.5 

35.3 

67.6 

0.0 

17.6 

38.2 

34.1 

15.9 

11.8 

1.8 

0.6 

31.8 

14.1 

2.4 

27.1 

5.3 

4.1 

1.8 

2.4 

4.7 

58.1 

36.4 

71.1 

2.1 

22.6 

40.4 

34.0 

9.6 

12.0 

3.9 

0.3 

35.8 

18.1 

10.2 

19.3 

3.9 

3.9 

4.2 

3.6 

3.3 

62.9 

34.6 

77.3 

0.8 

28.9 

43.7 

35.1 

6.7 

21.1 

3.7 

0.4 

44.6 

22.6 

13.8 

21.9 

6.1 

6.3 

3.7 

1.8 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分の親

自分の祖父母やきょうだい、親せき

友人や同僚

民生委員・主任児童委員

近所の人など地域の人

保育園や幼稚園の先生など

学校の先生など

市役所や保健所など行政窓口

子育て支援センター・くるるん・児童センターなどの子育て支援施設

サークル団体のスタッフやメンバー

ＮＰＯ団体

広報くるめ、回覧板

雑誌

新聞

テレビ

久留米市のホームページ・フェイスブック

久留米市のホームページを除くインターネット（個人のブログなど）

久留米市以外のＳＮＳ（フェイスブック・ツイッターなど）

その他

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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【近所での付合いの状況別】 

「自分の親」「友人や同僚」「近所などの地域の人」「子育て支援センター・くるる

ん・児童センターなどの子育て支援施設」の割合は、近所付き合いの程度が高まるにつ

れて高くなる。特に、「近所の人など地域の人」では困ったときに、何でも相談し助け

合えるが 56.3％に対し、ほとんど付き合いがないでは 7.3％と非常に大きな差がみられ

る。 

 

 

 

 

 

  

61.7 

34.9 

75.7 

0.9 

27.2 

42.8 

34.9 

7.8 

19.1 

3.6 

0.4 

42.3 

21.3 

12.5 

21.9 

5.7 

5.8 

3.7 

2.1 

2.0 

54.0 

37.9 

86.2 

4.6 

56.3 

39.1 

36.8 

5.7 

24.1 

3.4 

0.0 

40.2 

23.0 

8.0 

23.0 

3.4 

1.1 

1.1 

2.3 

1.1 

65.6 

39.2 

84.7 

1.0 

48.2 

51.1 

46.3 

6.7 

23.9 

6.3 

0.4 

48.4 

21.0 

14.5 

21.2 

7.6 

5.9 

3.6 

1.1 

1.1 

62.1 

36.4 

78.7 

1.1 

29.8 

43.2 

35.0 

8.2 

20.7 

3.2 

0.5 

43.7 

23.3 

12.9 

23.0 

5.8 

5.9 

3.5 

2.0 

0.6 

61.8 

32.9 

70.6 

0.5 

12.6 

40.6 

29.4 

8.9 

16.4 

2.4 

0.3 

40.1 

20.5 

12.2 

22.0 

4.7 

6.2 

4.3 

2.0 

2.4 

52.0 

22.8 

56.1 

0.8 

7.3 

27.6 

23.6 

4.9 

7.3 

3.3 

0.8 

29.3 

17.1 

7.3 

18.7 

4.9 

3.3 

2.4 

7.3 

5.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自分の親

自分の祖父母やきょうだい、親せき

友人や同僚

民生委員・主任児童委員

近所の人など地域の人

保育園や幼稚園の先生など

学校の先生など

市役所や保健所など行政窓口

子育て支援センター・くるるん・児童センターなどの子育て支援施設

サークル団体のスタッフやメンバー

ＮＰＯ団体

広報くるめ、回覧板

雑誌

新聞

テレビ

久留米市のホームページ・フェイスブック

久留米市のホームページを除くインターネット（個人のブログなど）

久留米市以外のＳＮＳ（フェイスブック・ツイッターなど）

その他

無回答

（％）

全体
(N=2272)

困ったときに、何でも相談し助け合える
(N=87)

困ったときに、内容によっては相談し助け合える
(N=523)

世間話をする程度
(N=657)

挨拶をする程度
(N=867)

ほとんど付き合いがない
(N=123)
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2. 必要な支援  

 

 

問 25 お子さんに対して必要と思われる、または重要だと思う支援等はどのようなもので

すか（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「子どもの進学・就学にかかる費用の軽減」が 84.1％で最も高く、次いで

「子どもの医療費の無料化・負担軽減」が 61.5％、「子どもの学習支援」が 41.6％と続

く。 

 

【学年別】 

小学生、中学生ともに「子どもの進学・就学にかかる費用の軽減」の割合が最も高

く、小学生では 83.1％、中学生では 85.5％となっている。 

 

 

 

  

32.7 

30.0 

41.6 

61.5 

84.1 

2.1 

1.1 

2.2 

0.7 

38.4 

32.6 

41.8 

63.7 

83.1 

2.0 

1.1 

2.0 

0.7 

24.5 

26.4 

41.3 

58.2 

85.5 

2.3 

1.0 

2.4 

0.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもが放課後安心してすごせる場所の提供（放課後の居場所づく

り）

子どもの生活習慣づくり

子どもの学習支援

子どもの医療費の無料化・負担軽減

子どもの進学・就学にかかる費用の軽減

その他

わからない

特にない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】  

困窮層では、周辺層、一般層と比較して「子どもが放課後安心してすごせる場所の提

供（放課後の居場所づくり）」「子どもの学習支援」「子どもの医療費の無料化・負担軽

減」「子どもの進学・就学にかかる費用の軽減」の割合が高く、特に「子どもの学習支

援」は 67.6％と、周辺層の 47.6％、一般層の 38.0％と比較して非常に高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.7 

30.0 

41.6 

61.5 

84.1 

2.1 

1.1 

2.2 

0.7 

39.4 

32.4 

67.6 

73.5 

94.1 

1.8 

0.6 

0.0 

0.0 

32.8 

27.7 

47.6 

65.7 

89.5 

2.7 

0.9 

0.9 

1.2 

32.1 

30.2 

38.0 

59.5 

82.1 

2.0 

1.1 

2.6 

0.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもが放課後安心してすごせる場所の提供（放課後の居場所づくり）

子どもの生活習慣づくり

子どもの学習支援

子どもの医療費の無料化・負担軽減

子どもの進学・就学にかかる費用の軽減

その他

わからない

特にない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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問 26 あなたが現在必要としている、または重要だと思う支援等はどのようなものですか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

全体では、「特にない」（25.0％）を除くと、「同じような悩みをもった保護者同士が

知りあえること」が 20.6％で最も高く、次いで「資格取得のための支援が受けられる

こと」が 20.2％と続く。 

 

【学年別】 

「特にない」を除くと、小学生では「同じような悩みをもった保護者同士が知りあえ

ること」「資格取得のための支援が受けられること」がそれぞれ 21.1％で最も高く、中

学生でも「同じような悩みをもった保護者同士が知りあえること」が 19.6％で最も高

い。 

 

 

  
20.6 

1.8 

9.1 

16.5 

20.2 

16.8 

15.8 

17.8 

9.9 

12.1 

2.6 

12.3 

25.0 

3.1 

21.1 

1.8 

8.6 

16.5 

21.1 

18.0 

15.6 

20.6 

10.5 

10.3 

2.0 

12.1 

25.1 

2.3 

19.6 

1.7 

9.9 

16.6 

18.9 

15.0 

15.8 

13.7 

8.9 

14.3 

3.4 

12.8 

24.9 

4.1 

0.0 20.0 40.0

同じような悩みをもった保護者同士が知りあえること

民生委員や主任児童委員などの支援

離婚のことや養育費のことなどについて専門的な相談が受けられること

病気や障害のことなどについて専門的な支援が受けられること

資格取得のための支援が受けられること

就職のための支援が受けられること

住宅を探したり、住宅費を軽減したりするための支援が受けられること

病気や出産、事故などがあったときに一時的に子どもを預かってもらえること

学校や保育園のことなどについて専門的な相談が受けられること

一時的に必要となる資金を貸してもらえること

その他

わからない

特にない

無回答

全体
(N=2272)

小学生
(N=1329)

中学生
(N=933)

（％）
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【生活困難世帯別】  

困窮層では、「住宅を探したり、住宅費を軽減したりするための支援が受けられるこ

と」が最も高く 47.6％、次いで「一時的に必要となる資金を貸してもらえること」が

44.7％と、突出して高い。以降「資格取得のための支援が受けられること」（37.6％）、

「就職のための支援が受けられること」（30.6％）、「病気や障害のことなどについて専

門的な支援が受けられること」（29.4％）、「病気や出産、事故などがあったときに一時

的に子どもを預かってもらえること」（24.7％）、「離婚のことや養育費のことなどにつ

いて専門的な相談が受けられること」（20.0％）と続く。 

 

 
20.6 

1.8 

9.1 

16.5 

20.2 

16.8 

15.8 

17.8 

9.9 

12.1 

2.6 

12.3 

25.0 

3.1 

20.6 

1.8 

20.0 

29.4 

37.6 

30.6 

47.6 

24.7 

15.3 

44.7 

4.1 

7.1 

4.1 

1.2 

21.4 

2.7 

12.0 

17.8 

25.3 

25.6 

24.1 

18.1 

10.8 

19.9 

3.3 

14.8 

15.4 

3.0 

20.4 

1.6 

7.5 

15.1 

17.6 

13.8 

11.1 

17.1 

9.2 

7.5 

2.3 

12.4 

28.8 

3.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

同じような悩みをもった保護者同士が知りあえること

民生委員や主任児童委員などの支援

離婚のことや養育費のことなどについて専門的な相談が受けられること

病気や障害のことなどについて専門的な支援が受けられること

資格取得のための支援が受けられること

就職のための支援が受けられること

住宅を探したり、住宅費を軽減したりするための支援が受けられること

病気や出産、事故などがあったときに一時的に子どもを預かってもらえること

学校や保育園のことなどについて専門的な相談が受けられること

一時的に必要となる資金を貸してもらえること

その他

わからない

特にない

無回答

全体
(N=2272)

困窮層
(N=170)

周辺層
(N=332)

一般層
(N=1770)

（％）
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第６章  総括  

執筆：山口大学 人文学部  

准教授 桑畑 洋一郎 

1. はじめに  

ここでは、本調査の総括的な分析を行うこととする。  

なおその際、「経済的困窮」「社会的困窮」「生活環境」と 3 つの軸を中心として、それら

が子どもの生活実態に及ぼす影響について分析を進めていく。分析に先立って 3 つの軸を

もう少し説明しておこう。  

「経済的困窮」とは、本調査でも問うた、「低所得」「家計の逼迫」「子どもの体験や所有

物の欠如」の度合いを組み合わせたものである。すなわち、平成 27 年の貧困線（等価可処

分所得の中央値の半分）「122 万円」未満の場合に「低所得」とし、保護者向け調査の問 22

「あなたの世帯では、おおむね 1 年の間に、経済的な理由で、次のような経験をされたこ

とがありますか」の選択肢 17 項目（「特になし」を除いたもの）の内 6 項目以上に該当し

た場合を「家計の逼迫」とし、保護者向け調査の問 6「あなたの世帯では、おおむね 1 年

の間に、経済的な理由で、子どもに関して次のような経験をされたことがありますか」の

選択肢 11 項目（「経験したことがない」を除く）の内 3 項目以上に該当した場合を「子ど

もの体験や所有物の欠如」とする。なお、「低所得」であるかどうかの判断には、保護者向

け調査の問 19 を元に各世帯の可処分所得を算出し、それを世帯人員数の平方根で割った

値を用いている。さらに、「低所得」「家計の逼迫」「子どもの体験や所有物の欠如」の内 2

つ以上が該当する場合を「困窮層」とし、どれか 1 つが該当する場合を「周辺層」とし、

どれも該当しない場合を「一般層」とする。それぞれの割合と概念の関係を表で示すと以

下のようになる。  

 

表 1：「経済的困窮」をめぐる概念間の関係とそれぞれに該当するケースの割合  

グループ  構成要素  割合  グループ割合  

困窮層  

低所得+家計の逼迫+子どもの体験や所有物の欠如  1.9％  

7.5% 
低所得+家計の逼迫  1.1％  

低所得+子どもの体験や所有物の欠如  1.6％  

家計の逼迫+子どもの体験や所有物の欠如  2.9% 

周辺層  

低所得のみ  9.6% 

14.6% 家計の逼迫のみ  1.9% 

子どもの体験や所有物の欠如のみ  3.1％  

一般層  どれにも該当せず  77.9％  

 

「社会的困窮」とは、対象者が作っている人間関係に基づく軸である。すなわち、地域

とのつながりや対人関係や相談できる相手について困っている度合いのことを意味し、そ

れが子どもの生活実態にどのように影響しているのかを本調査の結果を通して見ていくこ

ととする。具体的には保護者向け調査の問 13 や問 34 で問うたような子育てにおいて頼る

相手の有無や、問 14 などで問うたような地域での付き合い・親族づきあいの状況や、問

15 と問 16 で問うたような団体所属経験などを指す。  
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この総括では、「社会的困窮」と、先に定義した「経済的困窮」の相関を見ていくことと

する。これは、「社会関係資本」や「ソーシャル・キャピタル」といった用語で説明される

ように、人々の経済的実態とその人が所属する社会関係のありようが相互規定的な関係に

あるとする研究をふまえてのことである（代表的な研究としては（辻・佐藤編  2014）など

がある）。  

 

2. 「経済的困窮」の実態とその影響  

先に示したように、「困窮層」に該当する層は 7.5％、「周辺層」に該当する層は 14.6％、

「一般層」に該当する層は 77.9％である。就労状況を見てみると、回答者自身では「勤め

（常勤・正規職員）」の割合が「周辺層」＜「困窮層」＜「一般層」となっており、配偶者

では「困窮層」＜「周辺層」＜「一般層」となっている。常勤・正規職員の方が経済的に

安定する傾向が強いため当然のことではあるが、すなわち、「経済的困窮」の度合いと就労

状況とはある程度関係していることが見て取れる。さらにこれは世帯状況とも「経済的困

窮」の度合いは関係しており、保護者向け調査の問 28「世帯状況」を見てみると、「ふた

り親世帯」が「困窮層」で 54.7%、「周辺層」で 66.3％、「一般層」で 84.1％となっており、

ひとり親世帯の「経済的困窮」の度合いが高いことが見て取れる。加えて、「経済的困窮」

の度合いは初子の誕生年齢とも関係しており、保護者向け調査の問 9「初めて親になった

年齢」との関係を見ると、若くして親となった層ほど「経済的困窮」の度合いが高い傾向

が見て取れる。以上の基礎的な事実をふまえて以下からは、それぞれの層の特徴を見てい

くこととする。  

まず、「経済的困窮」の度合いが子どもと過ごす時間にどのような影響を与えているのか

を見てみる。保護者向け調査の問 2「子どもとともに過ごす時間が長い人」を見てみると、

「きょうだい」の割合が「困窮層」で 24.1％、「周辺層」で 19.6％、「一般層」で 11.6％と

なっており、一方「お母さん」の割合が「困窮層」で 65.3％、「周辺層」で 65.4％、「一般

層」で 76.6％となっている。また、子ども向け調査の問 10「ひとりでご飯を食べる頻度」

と「経済的困窮」の度合いの関係を見てみると、「まったくない」と「ほとんどない」の合

計が「困窮層」で 59.3％、「周辺層」で 67.1％、「一般層」で 74.3％となっている。以上の

ことを総合すると、「経済的困窮」の度合いが高いほど（困窮しているほど）子どものみで

過ごす時間が長くなっている可能性がうかがえる。またそれは、食事のような、生活の根

本をなす場面にも影響を及ぼしていることが分かる。  

続けて、「経済的困窮」の度合いが子どもの基礎的生活にどのような影響を及ぼしている

のか見てみたい。先に「ひとりでご飯を食べる頻度」が「経済的困窮」の度合いと相関し

ていることを示したが、同様の結果は他の場面でも見られる。たとえば朝食を食べる頻度

を見てみると、「毎日・ほぼ毎日」食べる子どもの割合が、朝食については「困窮層」では

83.2％、「周辺層」では 90.9％、「一般層」では 93.9％となっている。  

夕食を食べる頻度についてはそれほどの差が出ていないが、朝食を食べる頻度が家庭の

「経済的困窮」の度合いで規定されていることがうかがえる。  
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なお、「休日に昼食を食べる頻度」についても同様の傾向が見られる。また、朝食を食べ

ない理由についても、「おなかがすいていない」については「困窮層」＜「周辺層」＜「一

般層」となっている（順に 25.0％、37.9％、41.0％）一方で、「用意されていない・食べる

ものがない」については「困窮層」＞「周辺層」＞「一般層」となっている（順に 7.1％、

3.4％、2.9％）となっている。該当者数が少ないため一概には言えないものの、ここから

は、特に経済的に困窮している層ほど、子ども自身の選択とは離れた部分で朝食を取れな

くなっている状況があることがうかがえる。  

また、子ども向け調査の問 11「一週間でお風呂に入る頻度」にも「経済的困窮」の度合

いが影響を及ぼしていることが見られる。「毎日・ほぼ毎日」入る子どもは、どの層でも 9

割を超えているとはいえ、ここでもやはり「困窮層」＜「周辺層」＜「一般層」となって

いる（順に 92.8％、94.6％、96.3％）。また、家庭の「経済的困窮」の度合いは子どもの健

康にも影響を及ぼしており、保護者向け調査の問 5「虫歯の有無」を見てみると、「ある（未

治療）」で「困窮層」は 13.5%、「周辺層」は 12.0%、「一般層」は 6.5%となっている。一

方「ない」は「困窮層」＜「周辺層」＜「一般層」となっている。  

以上のことから、「経済的困窮」の度合いが、子どもの家庭生活の、それも基礎的な部分

にまで影響を及ぼしていることが見て取れよう。このことを図式化すると以下のようにな

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：家庭の「経済的困窮」が子どもの家庭生活に及ぼす影響 
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次に、子どもの学習に対して家庭の「経済的困窮」の度合いがどのように影響を与えて

いるのか見てみたい。子ども向け調査の問 18「学校の授業時間以外の学習状況」を見ると、

「まったくしない」が「困窮層」で 14.4％、「周辺層」で 13.3％、「一般層」で 6.7％とな

っている。一方、「家と塾で勉強する」については、「困窮層」が 13.2％、「周辺層」が 17.8％、

「一般層」が 30.9％となっており、勉強に費やすことができる時間が家庭の「経済的困窮」

の度合いによって規定されていることが示されている。子ども向け調査の問 22「学校の授

業時間外の読書時間」でも同様の結果が見られ、「まったくしない」が「困窮層」で 38.3％、  

「周辺層」で 30.8％、「一般層」で 28.3％となっている。その結果として、子ども向け調

査の問 24「学校の授業の理解度」を見ると、「よくわかる」が「困窮層」で 19.8％、「周辺

層」で 22.4％、「一般層」で 34.4％となっている。  

つまりは、家庭の「経済的困窮」の度合いが、子どもの勉強時間や読書時間を規定し、

結果として子どもの授業の理解度も規定している状況がある。  

さらにこうした結果は、子どもの意欲や自己肯定感が媒介する形で導かれている可能性

も示唆される。子ども向け調査の問 29「進学希望」を見てみると、最終の進学先として「大

学」を考えている子どもは「困窮層」で 28.1％、「周辺層」で 33.5％、「一般層」で 46.4%

となっている。一方、「高等学校」は「困窮層」で 24.0%、「周辺層」で 22.4%、「一般層」

で 14.3％である。このことは、単に子どもだけに留まるものではない。保護者向け調査の

問 7「子どもの希望最終学歴」を見ると「高等学校」については「困窮層」で 27.1％、「周

辺層」で 21.1％、「一般層」で 8.7%となっている一方で、「大学」については「困窮層」で

41.2％、「周辺層」で 38.6%、「一般層」で 58.0%となっている。また、保護者向け調査の

問 7-1「希望通り進学できるか」を見ると、希望通り進学できると「思わない」保護者が

「困窮層」で 42.0%、「周辺層」で 25.3％、「一般層」で 15.1％となっており、さらに同じ

く問 7-2「希望通り進学できない理由」を見ると、「経済的に余裕がないから」が「困窮層」

で 81.0%、「周辺層」で 43.8%、「一般層」で 17.7％となっている。すなわち、保護者の期

待する子どもの進路とその実現可能性の見通しが家庭の「経済的困窮」の度合いで規定さ

れており、さらにそれが前述した勉強時間の差や授業理解度の差と併せて、子どもの進路

希望に影響を与えるということである。  

さらに子どもの自己肯定感を、子ども向け調査の問 30-1「自分自身について（自分に自

信がある）」の結果から見てみると、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合計

した割合が、「困窮層」で 46.7%、「周辺層」で 56.8%、「一般層」で 63.6％となっている。

進路に対する意欲のみならず、子どもの自己肯定感も家庭の「経済的困窮」の度合いで左

右されている。そして、今回の調査からは直接の結果が得られないので推測交じりとはな

るが、授業を理解できないことが勉強に対する意欲や自己肯定感の低下を招くという相互

作用的な関係があるとも思われる。「インセンティブ・ディバイド」（意欲の格差）という

概念があるが、まさに家庭の経済力が保護者と子どもの意欲も左右している状況が今回の

調査でも見て取れたと言えよう。  
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以上の、「経済的困窮」の度合いと子どもの学習状況・意欲・自己肯定感の関係を図式化

すると以下のようになるだろう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、生活を送っていく上での意識に「経済的困窮」が影響を与えているのは保護者も

同様で、保護者向け調査の問 17 における「あてはまる」の状況を見てみると、現状の生活

における肯定的な問い（1、2、3）については「困窮層」＜「周辺層」＜「一般層」となっ

ている一方で、否定的な問い（4、5、6、7、8）については「困窮層」＞「周辺層」＞「一

般層」となっている。子どものみならず、保護者においても、「経済的困窮」の度合いが意

欲の格差を招いていることが見て取れる。  

さらに、上図で出発点となっている家庭の「経済的困窮」の度合いを規定する要因を考

えると、本節冒頭で述べたことより、以下の図のように示すことができるだろう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

図 3：「経済的困窮」の規定要因 
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図２：「経済的困窮」と子どもの学習状況・意欲・自己肯定感の関係
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3. 「社会的困窮」の実態とその影響  

続いて「社会的困窮」の実態と、それが子どもの生活にどのように影響を及ぼしている

のか見ていきたい。  

まず「社会的困窮」の基礎的な実態を、先に見た「経済的困窮」との関連で見てみたい。

保護者向け調査の問 13「困っていることについての相談者」を見てみると、「適当な相談

相手がいない（いなかった）」（「困窮層」15.3％、「周辺層」9.6％、「一般層」3.4％）「相談

しない（相談しなかった）」（「困窮層」22.9％、「周辺層」18.7％、「一般層」11.0％）がと

もに「困窮層」＞「周辺層」＞「一般層」となっていた。保護者向け調査の問 12 で「特に

困っていることはない」と答えた人の割合が「困窮層」＜「周辺層」＜「一般層」である

ことをふまえると、「経済的困窮」の度合いが高いほど困っていることを抱えている人は多

く、にもかかわらずそれを相談できる相手が少ないということが見て取れる。また、問 13

で「公的な相談窓口（市役所等）」を選んでいる人の割合が「困窮層」＞「周辺層」＞「一

般層」であることから、仮に相談できる場合でも、「経済的困窮」の度合いが高いほど個人

的なネットワークを頼るのではなく公的なネットワークを頼る（頼らざるを得ない）傾向

があることがうかがえる。ちなみに、保護者向け調査の問 13-1 で「相談相手がいないまた

は相談しない理由」を問うており、その結果を見てみると、「プライベートな話をすること

が負担だから」が他の層に比べて「一般層」で高く、「信頼できる人がいないから」「理解

してもらえないから」「相談しても事態は変わらないから」「相談できる場所を知らないか

ら」が「困窮層」や「周辺層」で高い。  

つまりは、「一般層」と異なり、「困窮層」や「周辺層」は、諦観や知識のなさが元で相

談をしていないことがある。  

以上のように、「経済的困窮」と「社会的困窮」には相関がある可能性がうかがえる。両

者の相関をさらに詳細に見てみると、「経済的困窮」の度合いが高い層ほど、社会的なつな

がりの様々な面において相対的に困窮している可能性が今回の調査からは得られていると

言える。保護者向け調査の問 14「『近所・地域』での付き合いの状況」における「ほとん

ど付き合いがない」、問 15「団体への所属経験」における「所属したことがない」はとも

に「困窮層」＞「周辺層」＞「一般層」となっている。すなわち、近所や地域での付き合

いや社会活動をする団体への所属といった形での社会参加の機会も、「経済的困窮」の度合

いが高いほど低くなっていることが見て取れる。  

また、「社会的困窮」の別の側面をなす、家族との関係についても「経済的困窮」との関

連があることが明らかとなった。保護者向け調査の問 18 では、保護者の成育歴等家族関

係を尋ねており、「あなたの両親が離婚した」、「家庭内の事情により、親と離れて暮らした

ことがある」、「親から暴力を振るわれたことがある」「親と疎遠になっている（なっていた）」

の「経験がある」で「困窮層」＞「周辺層」＞「一般層」となっている。すなわち、現在

「経済的困窮」「社会的困窮」を抱える保護者は、自身が育ってきた環境でも何かしらの不

利を抱えており、それが今再生産されている可能性が高い。  
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先に見た「経済的困窮」のメカニズムと以上の結果を組み合わせて、全体の因果連関を

図式化すると以下のようになろう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした困窮状況を支援するために、久留米市にも公的な支援制度や支援施設がある。

具体的には問 23 で示された 27 の制度・施設が代表的なものであろう。しかしながら、問

23 の結果を見ると、いずれも少数とは言え「制度や施設等を知らない」「手続きがわから

ない」といった理由で制度・施設の利用を行えていない対象者がいる。「制度や施設等を知

らない」「手続きが分からない」を合計すると、「幼児教育研究所」（ 35.3％）、「ショートス

テイ・トワイライトステイ」（35.0％）、「子ども食堂」（32.8％）で 3 割を超えている。ま

た、「経済的困窮」の度合い別に「制度や施設等を知らない」「手続きが分からない」の合

計を見てみると、ほとんどの項目で「困窮層」が最も高くなっている。すなわち、最も必

要とする層でありながら、「知らない」「分からない」がゆえに制度や施設にたどり着けて

いない状況がある。  

 

4. 得られる示唆  

さて、以上のような総括的分析の結果から、どのような示唆――特に政策的示唆――が

導き出されるのだろうか。  

第 1 に得られる示唆は、「経済的困窮」と「社会的困窮」のどちらかのみに焦点を当てた

支援では十分に機能しない可能性があるということである。多くの研究や調査と同様、今

回の調査でも「経済的困窮」と「社会的困窮」が相関している可能性が示された。したが

って、経済的な支援だけでも社会関係的な支援だけでもなく、双方を同時に支援していく

ことが必要となるだろう。また、そうした支援策を実際に講じていく立場においても、役

割分担は必要であろうが、支援者同士の連携がさらに必要となることも間違いない。  

第 2 に得られる示唆は、保護者世代への支援は次世代への支援ともなるということであ

る。格差や貧困、困窮は再生産される。このことも格差や貧困の再生産で従来示されてい

ることであり、今回の調査でも同様の結果が得られた。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：経済的困窮と社会的困窮とその再生産 
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したがって、現在の保護者世代に支援していくことは、次世代の困窮をなくすことであ

り、それはすなわち、次世代の久留米市をより公平な形で作り上げていくことにもつなが

る。こうした、保護者世代への支援が将来の地域社会を形成する上でも必要であることを

支援者側も自覚し、また、支援策の財源となる税等を収める市民にも理解してもらいなが

ら、その重要性と必要性を周知していくことも必要となろう。またそのためには、前節の

末尾で示したように、支援策の構築だけでなく、それにアクセスしやすくなる経路を作る

ことも必要となる。支援が必要とする層が「知らない」「分からない」ためにアクセスでき

ない状況を改善するために、不公平さが生じない程度に行政の側から必要とする層を掘り

起こし支援策を提示しつないだり、あるいは支援を必要とする層と行政とをつなぐ役割を

持つ人々を増すなどして、アウトリーチの体制をさらに強固にしていくこともまた必要だ

ろう。  

第 3 に、子どもの学力部分を支援するためには、子どもを励ましたり勉強を教えたりす

るのみならずやはり家庭そのものへの支援が必要となるということである。努力して勉強

しようといった子どもの意欲の部分にも家庭の「経済的困窮」「社会的困窮」が影響を与え

ていることが本調査からは得られた。  

ということはすなわち、学習支援者が「勉強を頑張れ」と励ましたり勉強を教えたりする

ことの以前に、「頑張ろう」という意欲を高めるために家庭支援が必要となるということで

ある。学習の機会を提供する前に、まずそこにアクセスするための意欲も格差がある可能

性を認識しながら支援策を講じる必要がある。  

以上 3 点の示唆が本調査からは得られた。これらの 3 点を意識し、行政と市民との協働

の下で、困窮を解消していくことが重要であろうし、また、そうした意識を作っていく上

でも今回の調査は有用なものとなるであろう。  
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